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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















イラスト：猫猫 猫、蒼月、石田ヒロユキ、いろは楓、


佐々木あかね、笹本ユーリ、四季童子、林啓太
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まえがき






　みなさんこんにちは、田中信二たなか・しんじです。

　既き刊かんをお読みの方、いつもありがとうございます。

　初めての方は初めまして。私わたしは本書の著ちよ者しやであり、ＴＲＰＧというゲームを題材にした冒ぼう険けん物語の語り手でもあります。

　ここでは本ほん格かく的てきに本書の内ない容ようを楽しむ前に、このゲームや物語についての基き礎そ知ち識しきを解かい説せつさせていただきます。




　本書はテーブルトークＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイで、『アリアンロッド・サガ』のリプレイとしては四番目のシリーズ『デスマーチ』の第九巻かんです。

　ＴＲＰＧとは〝テーブルトークＲＰＧ〟の略りやく称しようで、ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼よばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人のプレイヤーで行なう遊びです。プレイヤーは各自ひとりのキャラクターを担たん当とうし、ＧＭの管理のもとに冒険へと旅立ちます。コンピューターゲームのＲＰＧを、人間同士が会話しつつルールブックを参照しながら進めるようなゲーム、というとイメージできますでしょうか？

　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んでいる様子を読み物として書き起こしたものです。

　本書で使用しているのは『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』というファンタジーを題だい材ざいにしたＴＲＰＧです。

　本書の舞ぶ台たいは〝アルディオン大陸〟。〝戦乱の大陸〟という別名を持つ土地です。女王ピアニィによる大陸の統一目前で生じた大異変により、よりいっそう不穏な情勢となっています。詳細は本ほん編ぺんおよび以降の記事を読んで、ご堪能ください。

『デスマーチ』は、この第九巻に至いたり、キャンペーンという大きな物語のクライマックスを迎えています。次巻で完結予定ですので、ぜひ最後までお楽しみください。




　前ぜん述じゆつのとおり『アリアンロッド・サガ』は『デスマーチ』以外にもいくつものシリーズが展てん開かいされています。それらのサガシリーズについて興きよう味みのある方は富ふ士じ見み書しよ房ぼうのウェブサイトなどでご確かく認にんください。

　次じ頁こうの「前ぜん巻かんのあらすじ」は『デスマーチ』七、八巻のエピソードを解説しています。また第一四話冒ぼう頭とうの「早わかり『アリアンロッド・サガ』」は他シリーズとの流れを含めて、本書の情勢に至るまでの経緯が解説されています。

　そのあたりの知識は大だい丈じよう夫ぶ、という方はそのまま本編に進んでもＯＫです。











前巻のあらすじ






　帝てい紀き八一五年。

　ピアニィが姿を消したフェリタニア合衆国は、新たな統一帝アルドワルダ、スリスを中心とした体制に移い行こうしていた。アキナは第一の騎士に、マルセルは合衆国軍師に就しゆう任にん、名実ともにエンジェルファイヤーはスリスを支える新たな合衆国の指導者として活動を開始していた。

　災さい厄やくをもたらす恐るべき力を手に入れ、大陸から去らざるを得なかったピアニィに後こう事じを託たくされ、フェリタニア合衆国を守るべくアキナたちは戦ってきた。

　そんな中、秘密結社バルムンク・ノヴァの幹部〝仮面マスク〟のグリンダとメルトランド王族のアベル・クリードが共きよう謀ぼう。幼き統一帝スリスを人質にとり、合衆国の全権を掌しよう握あくしてしまう。グリンダはピアニィになり仰せ、合衆国への従じゆう属ぞくを拒こばむアガルタ公国に対し誅ちゅう罰ばつ戦せん争そうを発動する。その司令官は、スリスを案じ、逆らえないアキナ・ブルックス。

　かくして、アガルタ公国を巡めぐり、大陸を二分する戦乱勃ぼつ発ぱつの機き運うんが高まる。

　この危機に、エンジェルファイヤーは反撃に転ずる。移動都市ビルベリの領主ヒルダと協力。スリスを救出し、グリンダとアベルを追い払うことに成功したのだ。だが、王国軍師マルセルが目指す、合衆国を中心とした国際協調関係の成立が遠のいたことも事実であった。











早わかり『アリアンロッド・サガ』






●大崩壊後のアルディオン大陸

　帝てい紀き八一四年に生じた大崩壊グレートデイストラクシヨンはアルディオン大陸に大きな変化をもたらした。

　審しん判ぱんの国エストネル王国の滅めつ亡ぼう。エル・ウォーデンの死し亡ぼう。統一帝アルドワルダピアニィの失しつ踪そう。

　加えて、以前は大陸で観かん測そくできなかった妖よう魔またちも出しゆつ没ぼつし、人々の生活に悪あく影えい響きようをもたらしている。

　これらの出来事が重なり、エストネル王国が保障してきた大陸の旧きゆう体たい制せいは終しゆう焉えんを迎むかえた。

　大陸に覇はを唱えたフェリタニア合がつ衆しゆう国こくは大きく勢せい力りよくを減げんじた。合衆国参加国はそれぞれの国内事じ情じようにより合衆国から距きよ離りを置きつつある。ピアニィの不ふ在ざいにより、フェリタニア政せい権けんはその流れに歯止めをかけられない。その結果、現げん在ざいの合衆国の実じつ効こう支し配はい地ち域いきはアヴェルシアと、イザベラの元からの領りよう地ちであるノルウィッチ伯はく領りようまで狭せばまった。

　東西の大国、レイウォールとグラスウェルズもそれぞれ複ふく数すうの勢力に分ぶん裂れつした。

　その一方、南方の軍事国家ラングエンドの勢いきおいは増ますばかり。その他にもいくつもの新勢力が出しゆつ現げんし、大陸はこれまで以上に混こん沌とんとした状じよう況きようが続いている。

　エストネル、そして王おう威いの竜りゆう輝き石せきの権けん威いが通用しなくなった大陸で、各勢力は独どく自じに新しい秩ちつ序じよを模も索さくして活動している。今後、主しゆ導どう権けんを握にぎる勢力がどこになるのかは、ようとして知れない。
















▼大崩壊以後に出現した主な新勢力

レイウォール中央政権：レイウォール王国の保ほ守しゆ的てき勢力。行方ゆくえ不明の女王ステラの帰き還かんを待っている。

レイウォールアライアンス：〝幸運軍ぐん師し〟ミック・ヴィルナーが立ち上げた新勢力。周辺のレイウォール軍をまとめあげ、南方に大だい勢せい力りよくを作り上げた。

バウエス公こう領りよう：バウエス公リディルの領りよう土ど。ベルフト王子の従妹いとこリディルが統とう治ちする地域である。現げん状じようは静観を通している。

アガルタ公国：メルトランド王家の遺い児じロッシュが興おこした国。メルトランドとグラスウェルズにまたがる、リド・エマルム地方に割かつ拠きよしている。

神しん聖せいアンリ帝てい国こく：グラスウェルズの王族アンリの帝国。アンリはグラスウェルズ戦せん役えきで死んだものと思われていたが、突とつ如じよ強力な軍隊を率ひきいて、グラスウェルズ南方を占せん拠きよした。

クレスト諸しよ島とう独どく立りつ政権：クレスト諸島はグラスウェルズとレイウォールによる争そう奪だつ戦せんが繰くり広ひろげられていた地であった。代表のメアリ・クレストらの長年の運動の結果、新たに独立を宣せん言げんするに至いたった。




●アガルタ公国包囲戦

　帝紀八一五年八月。ノルウィッチでは、三発ある焰硝石爆弾のうち一発が盗ぬすまれるという事件が発生した。盗み出された焰硝石爆弾は、ビルベリに持もち込こまれていたが、エンジェルファイヤーとゲッタウェイの協力により、無事回かい収しゆうに成功する。

　そんな時、突如〝統一帝〟ピアニィの帰き還かんの報しらせが各国に通達された。ピアニィは、各国に合衆国の傘さん下かに入るよう宣せん告こくしており、これを拒きよ否ひしたアガルタ公国への誅ちゆう罰ばつ戦せん争そうを行なうというのだ。フェリタニアの連合軍の指し揮きは、フェリタニア第一の騎き士しアキナと、軍師マルセルに一いち任にんされた。

　しかし、このピアニィは〝仮面マスク〟のグリンダの変へん装そうであったのだ。フェリタニアの中ちゆう枢すうを担になう政せい治じ家かアベルがこれに協力し、スリスとイザベラを人ひと質じちに取ることによって、邪じや魔まなアキナたちの反はん抗こうを無理やり封ふうじ込こめていたのである。

　一方のアガルタ公国は、水面下でグラスウェルズとバウエス公領へ援えん軍ぐんを要よう請せい。バウエス公領は制せい海かい権けんを確かく保ほしてアガルタ公国を援えん助じよし、グラスウェルズも国こつ境きように軍を展てん開かい。戦せん況きようは決定打のないままこう着状態に陥おちいる。その間に、エンジェルファイヤーとゲッタウェイは、協力して事件の解かい決けつに動くこととなった。

　ビルベリ領主ヒルダは、ビルベリごとノルウィッチに突つっ込こみ、女王スリスとイザベラの救出に成功する。正体のばれたグリンダは逃とう走そう。アガルタ公国を包囲していた連合軍は、レイウォールアライアンス軍、神しん聖せいアンリ帝国軍、アベル率いるメルトランド軍が早々に撤てつ退たいしたことによって瓦が解かいし、その後アガルタ公国と講こう和わを結ぶことで、無事包囲は解かい除じよされた。

　その後、ピアニィに変装したリージュが、改めてスリスに〝統一帝〟の座ざを譲ゆずることを表明し、フェリタニアとビルベリの友好を締てい結けつすることによって、事件は一いち応おうの収しゆう束そくを見た。

　だが、グリンダと手を結び、反はん逆ぎやく者しやとなったアベルは、残る焰硝石爆弾をトレインゴーレムに積み、ビルベリとノルウィッチをまとめて吹ふき飛とばそうと画かく策さくしたのである。しかし、その野望もまた、エンジェルファイヤーとゲッタウェイの協力によって阻そ止しされ、アベルもまた逃とう走そうして行方をくらませた。
















▼キーワード

エンジェルファイヤー：フェリタニア合衆国所しよ属ぞくのギルド。リーダーは、元第一の騎士、アル・イーズデイルの義ぎ妹まい、アキナ・ブルックス。

ゲッタウェイ：レイウォールの研究施し設せつ〝世界平和研究所〟で出会った四人で結成したギルド。リーダーは、グラスウェルズ王国軍師オスウィン・ゴーダの養よう女じよ、ヒルデガルド。

リージュ・フェア・リース：ギルド〝ゲッタウェイ〟のメンバーのひとり。ピアニィによく似にた少女。実はピアニィを元に作られた複ふく製せい体のひとりである。

トレインゴーレム：列車型ゴーレム。時じ限げん式しきの焰硝石爆弾を積んだ、メルトランド軍の兵器。




●ヒューバードとピアニィの対決

　幽ゆう界かいにて戦いを繰り広げていたピアニィたちのもとに、ある報しらせがもたらされた。ピアニィの兄、ヒューバードが、ついに地上で動きを見せた――というものだ。

　ピアニィは、仲間たちとともに地上へと赴おもむく。場所はエストネル、エル・ウィン・フリットの地下にある、古代遺跡。ヒューバードは、そこで世界救きゆう済さいの準じゆん備びを進めているという。

　急ぐピアニィたちの前に立ち塞がったのは、レイウォールの騎士、キンバリーだった。兄への忠ちゆう義ぎを貫つらぬき、最後までともにあろうとする彼かれの思いを受け止めて戦ったピアニィは、倒たおれた彼に「生きて、優やさしかった兄のことを覚えていてほしい」と言葉をかけ、先へ進む。

　遺跡の最さい奥おうには、ヒューバード、そして世界を切きり離はなすための魔ま術じゆつ装そう置ちにつながれたステラの姿すがたがあった。既に世界を救うための準備は整ととのっていたのである。

　多大な犠ぎ牲せいを払はらおうとも、世界を救済しようとするヒューバード。犠牲を出さず、世界に平和をもたらそうとするピアニィ。己おのれの意い志しを貫くための壮そう絶ぜつな戦いのすえ――ヒューバードは、ピアニィによって打うち倒された。

　だが、彼は事切れる前にこう告げた。

「すべての人は、滅ほろびを迎むかえるだろう」

　言葉の真の意味を理り解かいする前に、ひとりの女じよ性せいが現あらわれる。

　ピアニィの母、ティナと同じ顔をした彼かの女じよは、統一帝皇こう妃ひフェリタニアを名乗り、衝しよう撃げきの事実を口にする。レイウォール王家に世界の真実を教え、世界を切り離すための技ぎ術じゆつを伝え、救済への計画を思いつかせるようにしたのは自分なのだ、と。

　そして、浮うき上あがる遺跡で世界を見下ろしたフェリタニアは、神々への呪じゆ詛そを投げかける。

　ピアニィたちの戦いは、いまだ終わっていないのだ。




▼キーワード

ヒューバード・アーネル・レイウォール：レイウォール王国の第一王子。バルムンク・ノヴァを率い、アルディオン大陸を世界より切り離すことによって、神も魔ま族ぞくもいない、人だけの世界を作り上げようとしている。

ステラ・ヴェレンガリア・レイウォール：レイウォール王国第一王女。ピアニィの実の姉。優ゆう秀しゆうな軍師であったが、大崩壊の際さいに行方不明となった。

ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア：フェリタニア合衆国初代大だい統とう領りよう。体内に神しん竜りゆう王おうセフィロスと邪じや神しんの御み子こを宿し、周囲の生命力を吸すい取とる体たい質しつとなってしまっている。異界で修しゆ行ぎようを積み、アイテムの力を借りることで、短い時間ならば力を抑おさえ込こめるようになった。

皇妃フェリタニア：統一帝ウルフリックの妻つまであり、ナヴァールの実母。邪神を現げん世せに呼よび込こんだ古代人の種族、エルダの出身でありながら、ウルフリックを一いち途ずに愛し、彼らとともに戦ったというが……。




●フィリップ王暗殺未み遂すい事件と魔族の侵しん入にゆう

　帝紀八一五年一〇月。グラスウェルズ王国の各地で内ない乱らんが起こり、要人が鎮ちん圧あつに出で払はらっていた。グラスウェルズの王威の竜輝石を返へん還かんするため、領主ヒルダを代表とするビルベリの使し節せつ団だんが首都ベルクシーレを訪おとずれた。

　しかし、謁えつ見けんに訪れたビルベリの使節団を見たフィリップは、彼らが偽にせ者ものであることを看かん破ぱする。幸い、襲おそってきた暗殺者たちは、足止めを振ふり切きり駆かけつけてきたヒルダたちによって倒され、フィリップや護ご衛えいの騎士たちも全員無事であった。

　しかしその数日後、イルシールにおいて、人々が次々と妖よう魔まと化すという事件が発生した。幸い、謁見後にイルシールを訪れていたヒルダたちによって、事件は無事鎮圧された。

　だが、これらの事件に魔族が関かかわっていることを知るものは少ない。フィリップ暗殺の際、ゲッタウェイを足止めしていたのは、フリーダと名乗る魔族であったという。また、妖魔化事件自体は魔ま獣じゆうが引き起こしたものであったようだが、そこでは〝血の螺旋ダーインスレイブ〟と名乗った魔族の存そん在ざいが確かく認にんされた。魔族たちの動きも、徐じよ々じよに活発になってきていると言えるだろう。




▼キーワード

イルシール：グラスウェルズ南部に位置する、イルシール大学を中心とした大学都市。

〝血の螺旋〟：〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のひとり。言葉を弄ろうし、人々を惑まどわせることを好む魔族。

































































ＰＲＥＰＬＡＹ









◆Preplay 01◆無む茶ちや振ぶりの恩返し




「終わるなぁ……かわたな」

「終わりますねぇ……菊池さん」

「………はにゃあ」

「思えば『デスマーチ』も長く続いてきましたからねぇ」




　やけにしみじみとした言葉が交かわされるのには理由があった――。

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]会議室には『サガ』リプレイシリーズの著ちよ者しや、三名が集っていた。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』（以下、『デスマーチ』）は九巻目。『サガ』シリーズも二〇一三年の年末に完結予定。『デスマーチ』だけでなく、他シリーズとの絡からみを考慮して話を考える必要があった。今はそのための打ち合わせ中である。

　では、この場に集った面々を紹介しよう。




田中信二たなか・しんじ

　通つう称しよう〝かわたな〟、私わたしのことである。本作『デスマーチ』シリーズの著者を務めている。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以下、『無印』）シリーズの製せい作さく進行役も担たん当とう。




藤井忍ふじい・しのぶ

　フリーの女性ライター。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』のリディルなど、様々なリプレイのプレイヤーとしても活かつ躍やくしている。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』（以下、『ゲッタウェイ』）シリーズの著者。

　時々、何かの拍ひよう子しに「はにゃあ」と鳴いたりする。

　藤井忍公式サイト「時の研究所」http://sin05.gonna.jp/




菊きく池ちたけし

　通称〝きくたけ〟。『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』（以下、『ＡＲ２Ｅ』）のゲームデザイナーであり、『無印』シリーズの著者である。現在、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』シリーズも絶ぜつ賛さん執しつ筆ぴつ中。『デスマーチ』では、ドラン・ベレレンを演えんじている。




　そして、菊池たけしがおもむろにつぶやいた――。

「もうやめよう――無む茶ちや振ぶりなんて」




かわたな：なんでですか？

きくたけ：ほら、このあいだオレも藤井さんに無茶振りを喰らって考えたんだよ……。

藤井：はにゃあ。




　菊池たけしは『ゲッタウェイ』四巻で藤井さんに盛せい大だいな無茶振りを喰らっていた。

　簡単に言うと、菊池たけしが『無印』一〇巻で「世界はもうお終いだ！」という無茶振りをしたところ、藤井忍に「世界はすでに滅びているはずだがピアニィの力で持ちこたえてる」という、より悪化した状況で返されてしまったのである。
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藤井：無茶振り好きの菊池先生に、喜んでもらえると思いまして。

きくたけ：……な。不ふ毛もうだろ？　――というのは冗談として、俺たちはもっと面白く物語を終わらせるべきだと思うんだよ。

かわたな：というと？

きくたけ：長く続いた物語を大だい団だん円えんに持ち込むことの難しさを、今お前は実感しているんじゃないか？

かわたな：…………。

きくたけ：今はより面白いエンディングを迎えるために集中すべき時だ。そんな時、無茶振りのネタを考えるために労力を裂さかれるなんて、無益だとは思わんか？

藤井：無茶振りの応おう酬しゆうは消しよう耗もうしますもんね。

きくたけ：涼すずしい顔で無茶振りしてくる、あんたに言われたくないわ！（笑）

かわたな：…………。

きくたけ：ここはひとつそれぞれのシリーズをいかに面白くするか、それを考えよう！

かわたな：納得です！　ちょっとその方向で考えてみます。

藤井：なるほど。私も『ゲッタウェイ』では、面白さを追求したいと思います。ところで……根本的なことを聞きますが、どうすれば面白くなるでしょうか？

きくたけ：やはり、いろんな意味で、読者の期待に応えることじゃないか？

かわたな・藤井：なるほど。

かわたな：ふーむ。『デスマーチ』の読者さんが何を期待しているのか。……ここは原点に返ってみましょう。




　と、かわたなは、久々に『デスマーチ』の一巻を取り出してみた。

　そこには――

　菊池たけしの無茶振りによって開幕した新たなシリーズの姿があった。




　………。




かわたな：やっぱ『デスマーチ』は、無茶振りがないとダメですわっ!?

きくたけ：そっかー！　じゃあ、しょうがないなぁ――っ!?

藤井：は、はにゃ～。




　かわたなは考えた――。

　そもそも、『無印』三巻で起こった事件をフォローするために誕生したのが本シリーズ。

　あまりの無茶振りについた名前が『デスマーチ』。

　この変な誕生のいきさつをもつリプレイシリーズは原点を忘れてはならない。

　――さもなければ、この物語の魅み力りよくは死んでしまうであろう……と。




　というわけで。

「無茶振りは続行」ということ以外、たいして成果もなく打ち合わせは終わった。

　もちろん原点に返る。という発想を得たことは収しゆう穫かくであった。

　しかして、迫るセッション日。現実は厳しい。




　煮に詰つまったかわたなは、自らの机の近くにつまれた、ラノベや漫画本を見つめて現げん実じつ逃とう避ひモードに入る……。

　それにしても。我ながら整理下手である。

　不ぶ格かつ好こうに積まれた本は、ちょっと衝撃を与えただけで崩れてしまう。

　えいっ！

　ガラガラガラ！　――ほら、崩れた。

　積み上げたものを崩くずすのなんて簡単……。




　――っ！




　そうか！　最強の剣士や邪悪な魔法使いなどを出さなくとも、ピアニィやアキナを困らせる方法があるじゃないか！




　かわたなは、自分の考えを反はん芻すうしつつ、シナリオ作りに没ぼつ頭とうしはじめる……。

　そして、時は流れ、セッションの日がやってきた！







◆Preplay 02◆縁えん談だんは陰いん謀ぼうの香かおり!?




　というわけで、あっという間に『デスマーチ』第一四話の収しゆう録ろく当日がやってきた。

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]会議室に集合したのは、毎度おなじみ、この四人だ。




酒井香奈子さかい・かなこ

　株かぶ式しき会社尾お木ぎプロ THE NEXTに所属する女性声せい優ゆうさん。とある飲み会で菊池たけしと知り合い、その面おも白しろさを見みい出だされた。声優としての活動は、『ミラクル☆トレイン』のあかり役、『地じ獄ごく少女　三みつ鼎がなえ』のきくり役、『波なみ打うち際ぎわのむろみさん』のハーピー役など。

『デスマーチ』では、快かい活かつな少女騎士、アキナ・ブルックスを演じる。




たのあきら

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の製せい作さく部ぶ長兼けん営えい業ぎよう部長であり、かわたなの直ちよく属ぞくの上司。

『アリアンロッド・サガ』では、かわたなと分ぶん担たんして『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』（以下、『アクロス』）シリーズのプロジェクトリーダーを務つとめていた。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』『アリアンロッド・サガ・リプレイ・メイビー』の著者でもある。

『デスマーチ』では、冷静沈ちん着ちやくな〝裏うら目め軍ぐん師し〟、マルセル・ベルトランを演じる。




鈴吹太郎すずふき・たろう

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の代表取とり締しまり役やく。名作ＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ The Detonation』のゲームデザイナーでもある。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』（以下、『ブレイク』）シリーズ、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』の著者でもある。『無印』シリーズでは、軍師ナヴァールとして参加している。

『デスマーチ』では、飄ひよう々ひようとした盗とう賊ぞくのギィを演じる。




菊池たけし

　既に紹しよう介かい済ずみなので、割かつ愛あい。




ＧＭ：というわけで……とうとう『デスマーチ』も九巻かん、一四話ですよ!?（笑）

一同：おおー！

ＧＭ：いよいよ最終回も目前。さらに盛もり上あがっていきましょう！

酒井：（しみじみと）そっかぁ、もうすぐ最終回なんだ……初めてＴＲＰＧを遊んで以来、ずっとアキナというキャラとつきあってきたんで、なんだか感かん慨がい深ぶかいですね。

たの：三年も続いたセッションだし、愛着もひとしおでしょうしね。

酒井：（深く頷いて）そうですね～。でも感かん傷しよう的てきになっている場合じゃないですよね！　最後まで、アキナはがんばりますよっ！（ぐぐっと握にぎり拳こぶしを作る）

きくたけ：おおっ！　酒井さんは燃もえている（笑）。

ＧＭ：それでは早さつ速そく、今回予告を読み上げましょう！




●今回予告とハンドアウト




▼今回予告

　帝紀八一五年冬。アキナ・ブルックスはノルドグラムへと向かった。

　その目的はお見合い――。




酒井：な……何ですって!?


きくたけ：ほほう。お見合いねぇ（ニヤリ）。




　降ふって湧わいたように申もうし込こまれたレイウォール中央政権からの縁えん談だんであった……。

　そんな華はなやいだ話題をよそに、世界の陰かげの部分で密ひそかに進む、バルムンク・ノヴァの陰謀。

　邪じや悪あくな仮面がすべてをかけた作戦が、今起動する。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

　第一四話「遙はるかなる謀ぼう略りやくの果て」

　――竜の石は散り、新たな戦せん乱らんの時代へ――。




ＧＭ：と、そのような感じになっております。

酒井：むむむ……。

鈴吹：おや？　酒井さん、どうしたの？

酒井：仮面、仮面って言いましたっ！　絶ぜつ対たいグリンダがいる～!!（一同笑）
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ＧＭ：ふっ。それは本ほん編ぺんが始まってのお楽しみです（笑）。

鈴吹：この予告でグリンダが出ないほうがびっくりだ!?

酒井：がるるるる～！（一同笑）
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きくたけ：始まる前から警けい戒かい態たい勢せいになっとるぞ（笑）。

たの：まあ、今までのことを考えれば、無理もない（笑）。

ＧＭ：それはそうと、アキナさんの元にお見合いの話が来るのです。

酒井：う～ん、お見合いかぁ……いろいろ悩なやみそうだな～。

ＧＭ：あと例によって世界情勢が変化しています。その詳くわしい事情はあとで話すとして、ハンドアウトにいきましょう。




▼アキナ・ブルックス（酒井香奈子）用ハンドアウト

コネクション：リアム・ヴェレンガリア　　　関係：見合い相手

　キミの元に見合いの話が舞まい込こんできた。お相手はステラ王女の従い兄と弟こリアム・ヴェレンガリア。元レイウォール三二将しよう、マルセルの知り合いで学がく者しや肌はだの好人物らしい。

　政せい治じ的てきな諸しよ事じ情じようもあり、キミの意志とは無関係に、ノルドグラムに出向いてお見合いをする必要があるようだ。




酒井（以下、アキナ）：ステラ王女って、ピアニィさんのお姉さんですよね。
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ＧＭ：はい。彼女の母国レイウォール王国は〝大崩壊〟以後、三つの国に分裂しています。

たの：レイウォール中央政権、レイウォールアライアンス、そしてバウエス公こう領りようだな。

アキナ：王様だったステラ様が行方不明になったため、国が分裂したんですよね。

きくたけ：そういうこと。もっとも彼女は『無印』一〇巻で見つかったんだけどな。

鈴吹：見つかったんだが、奪だつ還かんできなかったんだよぉ――っ!!





　――くわしくは『無印』一〇巻をご参照いただきたい。




ＧＭ：で、今回縁談をもちかけてきたのが、レイウォール中央政権。王都ノルドグラムを中心とした地域を支配する国で、レイウォール王国の正せい統とうな継けい承しよう者しやを名乗る国です。

アキナ：わかりました。とにかく、ステラ様の従兄弟のリアムさんという方とあたしの縁談が持ち上がっているということですね。

ＧＭ：リアムは知ち性せい的てきな青年で、貴き婦ふ人じんたちには優しい好人物として人気があります。

アキナ：アル兄さまとは、またタイプが違ちがう方ですね。あたしの今の立場のこともあるから簡かん単たんには言えないけど……ちょっと、気になります♪

ＧＭ：では、次はマルセルのハンドアウト。




▼マルセル・ベルトラン（たのあきら）用ハンドアウト

コネクション：ナヴァール　　　関係：宿しゆく敵てき

　アガルタ公国を巡めぐる騒そう動どうも落ち着いてしばらく後。ピアニィとともに姿を消したはずのベネットがふらりとノルウィッチに現あらわれた。彼女が携たずさえていたのはナヴァールからの伝言。

　要約すると、いろいろあって、これから異い世せ界かいからの魔族と妖魔の侵しん攻こうが激げき化かしそうだから、合衆国をうまくまとめてくれ……とのことだった




たの（以下、マルセル）：ナヴァールめ、また面めん倒どうなことを。と私は改めて思うわけか（笑）。

鈴吹：宿しゆく敵てきだし、しょうがないな（笑）。

ＧＭ：くわしい事情は、ベネットさんがオープニングで語ります。その内ない容ようは主に、『無印』一〇巻で起きたことと、それがどのように『デスマーチ』に影えい響きようしているかですね。

マルセル：要するに……すべては菊池さんのせいだな。

きくたけ：（視し線せんをそらし）ソンナコトハナイヨ？

マルセル：どの口がいいますか!?（笑）

きくたけ：だって仕方ないだろ！　面白かったんだから！

ＧＭ：おかげさまで、シナリオ作成の苦労は増ぞう大だいするわけで……。慣なれましたけど（笑）。では、次はドランのハンドアウトです。




▼ドラン・ベレレン（菊池たけし）用ハンドアウト

コネクション：ミレイ・フィリング　　　関係：懐かい旧きゆう

　キミはアベルの持ち去った焰硝石爆弾の最後の一個こを探たん索さくしていた。

　その最中、以外な人物と再さい会かいする。デスマーチ一巻以来、久ひさしぶりに再会をしたバルムンク・ノヴァのエージェント、ミレイ・フィリングだった。

　重じゆう傷しようを負い死を覚かく悟ごした彼女は、キミに謎なぞの言葉を残すのであった。




きくたけ（以下、ドラン）：こりゃまたずいぶんと懐なつかしい名前ナリ。暗殺者だったナリな。

アキナ：ドランさんが、ミレイの暗殺を見み破やぶったんですよね。

ＧＭ：はい。あのあと、彼女はフェリタニアを出て、ラングエンドに潜せん伏ぷくしていました。

マルセル：そのあたりは『アリアンロッド・サガ・レボリューションガイド』で紹介されているな。

ＧＭ：そして、彼女はドランと再ふたたび相まみえるわけです。

鈴吹：考えてみれば、劇げき的てきな再会だ。

アキナ：死の間ま際ぎわのメッセージを聞く……確かにドラマチックですねっ！

ドラン：（しみじみと）敵とはいえ、最さい期ごの言葉ぐらいはちゃんと聞いてあげるナリよ。

ＧＭ：では、次はギィのハンドアウトです。




▼ギィ（鈴吹太郎）用ハンドアウト

コネクション：オーレリー・カルマン　　　関係：師し匠しよう

　バルムンク・ノヴァの情じよう報ほうを収しゆう集しゆうするべく活動していたキミはオーレリー・カルマンと接せつ触しよくを持った。どうやらまた、〝仮面〟のグリンダの活動が活発化してきているらしい。さらに彼女は気になる情報をキミに伝えることになる。




鈴吹（以下、ギィ）：マムとの会話は、すっかりギィの定番オープニングだな（笑）。

ＧＭ：様式美ってヤツです。

ギィ：というか、マムを出せばオレが大人しく話を聞くと思ってないか？

ＧＭ：それもあります。

ギィ：狙ねらってたのかよ！（一同爆ばく笑しよう）　それはそうと、マムがグリンダの情報をくれるんだな。マムの話はありがたく聞いておくに限かぎるぜ。

ＧＭ：さて。全ハンドアウトの配付が終わりました。続いてレベルアップをお願いします。

一同：はーい。




　かくして、レベルアップ作業が始まった――。

　熟じゆつ考こうを重ねる一同。しばしの後、成長を遂とげたエンジェルファイヤーが姿を現した。




●キャラクターの成長報ほう告こく

ＧＭ：それでは早速、キャラクターの成長報告をしていただきましょう。




▼アキナ・ブルックス（18レベル）の場合

アキナ：はーい、アキナです！　18レベルになりました！

一同：おおー（拍はく手しゆ）。

ＧＭ：いろいろ経けい験けんしてきた結果ですね。

アキナ：はい、感慨深いです！　スキルは《ストームアタック》と《グレートバースト》と《バトルコンプリート》のレベルを上げましたっ。

ＧＭ：なるほど、自分の技わざに磨みがきをかけたわけですね。

アキナ：はいっ！　これで、《バトルコンプリート》がシーン三回使えるようになりました。《グレートバースト》も、シナリオ二回使えます。

ＧＭ：うーむ、これはクリティカル狙ねらいが鮮せん明めいですね。

アキナ：マルセルさんの《シーリィ》のおかげで、クリティカルを出すとダメージが上がりますからね。狙わない手はないですよ～♪

ＧＭ：クリティカル狙いというエンジェルファイヤーの戦せん術じゆつがますます成せい熟じゆくしていく。

ドラン：エンジェルファイヤーはチームワークが命ナリ。

ＧＭ：対抗して私もクリティカルを狙います！（笑）

アキナ：あ、そういうのいいですから！（笑）　それから《ストームアタック》は、《スラッシュブロウ》の効こう果かが増大するスキルです。

ギィ：第一の騎士に恥はずかしくない攻こう撃げき力りよくになってきたな。

アキナ：はいっ！　それと、装そう備びは盾たてを変更しました。フォースバックラーになって、ダメージと防ぼう御ぎよ力りよくが上がりました。あとは、戦士の環と、黄金蛇のメダルを買いました。

ＧＭ：おお、『アイテムガイド』になってから増ふえたアイテムですね。

マルセル：それぞれ命中と防ぼう御ぎよを上じよう昇しようさせているわけか。

アキナ：以上でーすっ！

ＧＭ：了りよう解かいしました。
















▼マルセル・ベルトラン（18レベル）の場合

ＧＭ：次はマルセルの成長報告をお願いします。

マルセル：ああ。まずフェイトを２点伸のばし、13点にした。

ＧＭ：フェイトが13!?　潤じゆん沢たくですね。

マルセル：フェイトが多くて困こまることはないからな。スキルは《メンターアーツ》のレベルを上げ、さらに《リデュース》を取得した。シーン一回しか使えないが、ダメージロールの直前に、ダメージダイスを減へらすことができる。

ＧＭ：使用タイミングが「ダメージロールの直前」か!?　…………つまり。《リデュース》を使ってあらかじめダメージロールのダイスを減らしたうえで、敵ダメージロールを振ふった後に《プロテクション》で減らすこともできるのか……！

マルセル：《リデュース》で減らせるダイスは３Ｄ。クリティカル時の対たい策さくにも使えるし、ダメージ軽けい減げんができないものにも使用可か能のうだ。

ＧＭ：まさに、防御の切り札ですね。

マルセル：さらに装備をふたつ購こう入にゆうした。輪唱の耳みみ飾かざりと聖せい紋もんのマントで。前者により《プロテクション》が＋２Ｄされ、後者のおかげで《チェックメイト》の効果に＋１Ｄされた。

ギィ：ってことは、《プロテクション》が７Ｄになるのか！　すげぇぞ！　ナヴァールは５Ｄだし、リージュも６Ｄだから、今のところ最高新記録だな。

アキナ：マルセルさん、すごーいっ！

マルセル：それ以外には、祝福の花と秘ひ策さくの手紙を購入してある。《ヒール》と《チェックメイト》の効果を上げるアイテムだ。そんなところだな。
















▼ドラン・ベレレン（18レベル）の場合

ＧＭ：最後はドランですね。お願いします。

ドラン：了解。スキルは《ダブルキャスト》《モータルマジック》のレベルを上げたナリ。それと蝶ちようの巻まき物ものというニンジャ用のアイテムを買ったので、《ダブルキャスト》で二回クリティカルすると、30点ぐらいダメージが上がるようになった！

ＧＭ：それは強いですねえ。

ドラン：さらに、《ファインアート》を新しく取得。マイナーアクションで、魔ま法ほうをリアクション不ふ可かにできるようになった。これでＧＭの回かい避ひのクリティカルも怖こわくないナリ！

アキナ：怖くないですねっ！

ＧＭ：やめてー！　クリティカル対策はもうやめてー！（一同笑）

ドラン：だがやめぬ！（笑）ちなみに頭装備がファストハットに変更となった。それから、補ほ助じよ防ぼう具ぐに秘ひ伝でんの腕うで輪わというものをつけたナリ。

マルセル：腕輪か……細いパイプみたいな腕に、どうつけてるんだ？（笑）

ＧＭ：からんからんと常つねに移い動どうしていそうだ（笑）。

ドラン：錬れん金きん術じゆつの神しん秘ぴで全部解決ナリよ（一同笑）。
















▼ギィ（18レベル）の場合

ギィ：さて、次はオレだな。そうだ、まずこれは言っておかなくちゃならねぇ。

アキナ：どんなことですか？

ギィ：オレの武ぶ器きが、乾けん坤こん一いつ擲てきから、マジカルクロスボウに変わったんだ！

ドラン：ベネットと同じナリな。

ギィ：だがな、ひとつ問題がある。今まで弓の横よこ撃うちだったわけだが、今後はクロスボウだから、それができなくなるんだ！

ＧＭ：別にいいじゃないですか。

ギィ：大問題だ！（一同爆笑）　というわけでこれからは射しや撃げきの演えん出しゆつを片かた手て撃ち、ということにする！（←どうやらカッコイイ射撃ポーズにこだわりがあるらしい）

ＧＭ：わ、わかりました。

ギィ：で、装備は漆しつ黒こくの星と風かぜ読よの羽根を新しく買い足した。スキルは《ディフェンストリック》《デッドショット》《フィールドワーク》のレベルを上げたぜ。
















　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、次はギルドサポートですね。今回は、ギルドレベルが12に成長し、持っていけるギルドサポートは18レベル分となりました。

アキナ：おおー。

ＧＭ：では、新しく取得するギルドサポートの決定と、持っていくものを決めてください。

マルセル：とはいえ、このレベルまで来ると、重要なギルドサポートは押おさえているからな。

アキナ：迷まよいますね～。

ドラン：ここは、《高機動部隊》をもうひとつ重ねて取得するというのは？

アキナ：いいですね！　エンジェルファイヤーはなんといっても高速機動隊ですし！（笑）

マルセル：持っていけるギルドサポートのレベルは20か……。今回は持っていけないかもしれないが、次回への投とう資しと考えれば悪くない。

ギィ：枠わくが若じやつ干かん増えただけだしな。既すでに取得しているものはほとんど外せないしな。

ドラン：そうね。《最後の力》《再行動》《結束》あたりはほしいナリ。

ギィ：《偽ぎ装そう情じよう報ほう》と《天てん啓けい》も、できれば両方とも持っていきたいよなぁ。

アキナ：相手はグリンダですからね！

マルセル：《突とつ撃げき部隊》と新しく取得した《高機動部隊》を外すってあたりかな。

アキナ：じゃあ、それでいきましょう！




　結果として次のコラムのような構こう成せいになった。




ＧＭ：了解です。ギルドサポートが決まったところで、オープニングに入りましょう！

一同：はーい！




















ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆天てん井じようから落ちてきた女




　帝てい紀き八一五年、一〇月――まどろみの中で、大陸中の人が同じ悪あく夢むを見た。

　エンジェルファイヤーの面々は〝部室〟に集つどい、この怪かい異いについて討とう議ぎを始める。

　するとそこに、三さん下した風味満点の高笑いが響ひびき渡わたるのであった――。




ＧＭ：では、オープニングを始めましょう。シーンプレイヤーはマルセル、ＰＣは全員登場です。場所はエンジェルファイヤーの部室にしましょうか。

マルセル：了りよう解かいだ。

ＧＭ：時は帝紀八一五年一〇月。移い動どう都市ビルベリがノルウィッチ城じように激げき突とつしてから、約二ヶ月後です。部室の窓まどから城じよう外がいを見ると、ビルベリの巨きよ体たいが〝でーん〟と目に入ります。

アキナ：もう二ヶ月経たっちゃったんですね。

ＧＭ：ええ、この二ヶ月の間、アキナは非ひ常じように忙いそがしい日々を送っておりました。

ギィ：ヘクスフォードに行って、仮か面めんの闘とう士しとして闘とう技ぎ場じように出たりな（笑）。

アキナ：そうなんですかっ？

ＧＭ：そうなんです。くわしくは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・レジェンド』（以下、『サガ・レジェンド』）をご覧らんください（笑）。




『サガ・レジェンド』で、アキナは〝ライオン仮面少女〟として、ゲスト出しゆつ演えん。ヘクスフォードのコロシアムの戦士として、大会に参加したという一ひと幕まくがある。




ＧＭ：まあそれはおまけで、もっぱら前回の事じ件けんの後あと処しよ理りなど、第一の騎き士しとして毎日、多た忙ぼうなわけです。

アキナ：前回のグリンダの陰いん謀ぼうは大おお騒さわぎでしたからね。

ＧＭ：ええ。そんな日々の中、奇き妙みような事じ件けんが起きます。

アキナ：奇妙な事件？




　ある夜。大陸中の人々が同じ夢ゆめを見た。

　その夢に出てきたのは、暗い闇やみの中、呪のろいの言葉を紡つむぐ怖おそろしい女じよ性せいの姿すがた――。

　やがて、彼かの女じよは妖よう魔まや魔ま獣じゆうを地上に解とき放はなち、惨さん劇げきをもたらすという内ない容ようであった。




ＧＭ：そんな悪夢を大陸中の人がいっせいに見たのです。

ドラン：『ゲッタウェイ』四巻かんの冒ぼう頭とうで演えん出しゆつされていたとおりナリ。フェリタニア国内では、漠ばく然ぜんとした不安が漂ただよっているだろうなぁ。
















ＧＭ：そこで、みなさんはこの奇妙な現げん象しようについて語るために〝部室〟に集合しました。

アキナ：なるほど。……うーん、この悪夢は何か意味があるんでしょうか？　部室に集まったみんなを見回して、聞いてみます。

ギィ：オレはあまり気にならねぇな。いちいち気にしててもしょうがねぇし。

アキナ：ギィさんらしいですね（笑）。

マルセル：ＧＭ、その女性がどんな姿をしていたのか、覚えているか？

ＧＭ：覚えています。ピアニィ陛へい下かの母親アヴェルシア王おう妃ひティナの肖しよう像ぞう画がにそっくりの人物です（と、イラストを見せる）。
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アキナ：おお～、綺き麗れいな方ですね。

ＧＭ：そのうえで、夢の中の女性はこの絵のティナより遙はるかに怖ろしい表ひよう情じようをしていました。

ドラン：ワタシとしては、この夢の女性に、心中穏おだやかならざるものがあるナリ……。

アキナ：……ドランさんはティナ様を慕したっていたんでしたもんね。

マルセル：それにしても……少々気になるな。この夢にはどういう意味があるのか……。

ＧＭ：と、ここで部室に突とつ然ぜん「けーっけっけっけぇ！」と、不気味な笑い声が響き渡ります。ちなみに声せい優ゆうの小島めぐみさんによく似にた声です（一同笑）。

アキナ：聞いたことのある声がしますねー（笑）。

ドラン：〝あの三下〟ナリね（笑）。

マルセル：声はどこから？

ＧＭ：天井のほうから声が聞こえてきますね。

ドラン：くせ者ナリッ!!　頭をぱかっと開けて、躊ちゆう躇ちよせず槍やりを天井に向けて射しや出しゆつするぞ。




　少しは躊躇していただきたい。




ＧＭ：「ぎゃあぁぁぁぁｌ!?　あっしのお尻しりがぁぁぁぁ――っ！」という悲鳴の後、緑の髪かみの犬いぬ娘むすめ、ベネットがぼとっと落ちてきます（一同笑）。
















ギィ：やはりベネットか……。

アキナ：本当は強い方なんですよね？

マルセル：ベネット殿どのは神に選ばれた戦士――神喚者マリジナントだ。我われ々われよりも遙かに強いぞ。

ＧＭ：（シリアスな声で）「まさか、このあっしの潜せん入にゆうを見つけるものがいようとは……!?」

ドラン：あんなに笑って隠かくれたつもりナリかっ！（笑）

ＧＭ：「不覚でやんす。あまりに華か麗れいに侵しん入にゆうできたんで、つい堪こらえきれずに、高笑いしてしまったでやんす」

ギィ：神喚者になってもそこは相変わらずだなぁ（笑）。

マルセル：……で。用よう件けんはなんなんだ？

ＧＭ：「はっ、そうそうナヴァール殿からマルセル殿に伝言を預あずかってきたでやんす！」

マルセル：何!?　ナヴァールと聞いた瞬しゆん間かん、びきっと青あお筋すじが出るんだが……まあ、いい。ベネットをねぎらった上で話を聞く。
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ＧＭ：出だされたお茶を受け取り、「では、あっしの言葉を、耳をよぉくかっぽじって聞くでやんす！」と、『無印』一〇巻の事件をベネットは語り始めます。
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アキナ：はいっ！




　無む駄だに偉えらそうに胸むねをはって、ベネットは、ピアニィたちの近きん況きようを語り始めた――。

　アキナたちを助けたピアニィたちは、その後アルディオン大陸から離はなれ、異い世せ界かいにて魔族や妖魔たちと戦っていたという。

　そんな時、ピアニィたちはヒューバードが進める陰謀の情じよう報ほうを入手した。その陰謀とは――神も魔族も干かん渉しようできない、人間のためだけの世界を作るために、アルディオン大陸をエリンから切きり離はなし、別次元に移い動どうさせようというものだった。
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アキナ：アルディオンを別次元に移動させるんですか!?

ＧＭ：「そのとおり。ヒューバードは、世界からアルディオンだけを切り離すという目的を実じつ現げんするために、バルムンク・ノヴァを組そ織しきし、これまで活動してきたでやんす」

アキナ：そうだったんですか……！

マルセル：この情報は『無印』一〇巻でナヴァールがサイラスに伝えた情報のはずだが？

ＧＭ：現在の流れを確認するためにもある程度の前提を説明しようと思いまして。

ドラン：ではプレイヤーは知ってるけど質問するナリ（笑）。それを実行したら？

ＧＭ：「大陸を別の世界に移動させるわけですから、それこそ未み曾ぞ有うの大災厄でやんす。多くの犠ぎ牲せい者しやがでるのは確かく実じつ。それがいかほどかは想そう像ぞうもつかないでやんす……」

アキナ：選ばれたものだけを救う作戦なんですね。

ＧＭ：そして、それを許ゆるすわけにはいかないピアニィは、ヒューバードと対決したわけです。

ドラン：それが『無印』一〇巻の大まかな流れナリ（←『無印』のＧＭ）。
















マルセル：なるほど。で、その対決の結果はどうなった？

ＧＭ：「ふっふっふ。当然……ピアニィ陛下の大勝利だったわけでやんすっ！」

アキナ：よかった！　ピアニィさん、さすがです。

ＧＭ：「へへへ、ですがね。ヒューバードの計画は部分的に遂すい行こうされちまったんでやんす」

アキナ：ど、どういうことですか!?




　激げき闘とうの果て、ピアニィがヒューバードを倒たおした後、とある女性が出しゆつ現げんした。

　ヒューバードを操り、この世界エリンからアルディオン大陸を切り離す装置を作成・起動させたのが彼女であることが明かになった。




アキナ：誰だれなんですか、その迷めい惑わくな人は!?

ＧＭ：「ふっふっふ。颯さつ爽そうと現あらわれた迷惑な女性――。その名前は……フェリタニアさん！」と、おもむろにティナそっくりの女性の絵を取り出します。

アキナ：えっ？　フェリタニアって国の名前ですよね……。

ＧＭ：「しまった！　思わず紛まぎらわしい説明をしちまったでやーんすっ!?」（一同笑）

マルセル：この国の名前もフェリタニアだからな、紛らわしくても仕方ない（笑）。

アキナ：国名に何か、関係あるんですかっ？

ＧＭ：約八〇〇年前、アルディオン大陸に人間が殖しよく民みんしてきました。その頃ころに活かつ躍やくした伝説の王、ウルフリックにフェリタニアという名の妻つまがいた、という伝でん承しようがあります。そして彼かれの作った国の名もフェリタニア帝てい国こく。

アキナ：国の名前に、愛する人の名前を使ったんですね。それにしても八〇〇年前……。つまり、フェリタニアさんは八〇〇歳さいなんですか？

ギィ：その当時の人物が現げん代だいまで生きているとするなら、最低でもそれぐらいってことだな。

アキナ：フェリタニアさん、かぁ……。どんな人だったんだろう。

マルセル：どのような人物かについては、ほとんど伝わっていないようだな。『レボリューションガイド』などのサプリメントにも記き述じゆつはないしな。




　フェリタニアさんについては左のコラムを参照していただきたい。
















ＧＭ：「んで、このフェリタニアさん、実はヒューバードを操あやつっていたんでやんす」

マルセル：あのヒューバードが利用されていたのか!?

ＧＭ：「そうでやんす。ヒューバードをそそのかして〝アルディオン大陸をこの世界エリンから切り離そうとした〟というところが、彼女の陰謀のキモでやんす」

アキナ：切り離すことが？

ＧＭ：「大陸を切り離したあとには、〝空隙〟ができるんでやんす。それは世界の外側に繫つながる〝穴〟だとか」

アキナ：……世界の外側に繫がる〝穴〟？

マルセル：……その〝穴〟を空あけることがフェリタニアさんの真の狙ねらいだったと？

ＧＭ：ベネットは頷きます。「フェリタニアさんは、その〝穴〟から、異世界に存そん在ざいする邪神や、魔族、魔獣を呼び込むことが目的だったんでやんす」

マルセル：つまり……『無印』九巻で私たちが相手をした、魔獣ファリニシュのような連中や魔族たちが、その穴から集しゆう団だんで入はいり込んでくる……ということか？

ＧＭ：「そういうことでやんす」




『無印』九巻の物語中、エンジェルファイヤーは突とつ如じよ出現した異世界の魔獣ファリニシュと交戦している。
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　ファリニシュはとてつもない戦せん闘とう力りよくを有しており、神喚者となったピアニィたちが来らい援えん・撃げき退たいしてくれなければ、合がつ衆しゆう国こくは甚じん大だいな損害を被っていただろう。




ギィ：大陸一個こ分の〝穴〟……か。

アキナ：そんなに大きな穴が空いたら、残った世界が魔族たちに乗っ取られちゃう！

ドラン：既き存そんの戦せん乱らんとは比ひ較かくにならない惨さん劇げきになるナリな……。

アキナ：もう想像の範はん囲いを超こえちゃってます！　……あれ？　でもヒューバードが作ったアルディオンを切り離す装置は、起動してしまったんですよね？

ＧＭ：「そうでやんす。このままだとアルディオンは世界から分ぶん断だんされ、魔獣が侵しん攻こうする〝穴〟ができてしまう――というところで立ち上がったのが、ピアニィ様でやんす」

アキナ：ピアニィさん……頼たのもしい～！

ＧＭ：「ピアニィ様はエストネルにとどまり、体内に取とり込こんだ神しん竜りゆう王おうと邪じや神しんの御み子この力を利用することによって、大陸が世界から離はなれていくことを防ふせいでいるんでやんす」

ギィ：要するに、今のピアニィ様は、世界と大陸をつなぐ鎖くさりの役やく割わりをしているのか……。

アキナ：す……スゴすぎです！（笑）　いったいどうやってるんですか菊池さんっ!?

ドラン：（素に戻って）俺が聞きてぇ――よっ!?

一同：なんだってぇ――!?（一同爆笑）




　このピアニィの行動は『ゲッタウェイ』ＧＭ、藤井忍の無茶振りの結果であった。

　菊池たけしが詳細を知らないのも仕方のない話であった。

ＧＭ：まあ、詳細は今後発売される『無印』一一巻で明らかにされるでしょう（笑）。

ドラン：…………。

ギィ：まあ、エストネルにとどまっているなら、基き本ほん的てきには周辺に人間はいないし、ピアニィの超ちよう吸きゆう収しゆう能のう力りよくが発動しても被害はないよな。

マルセル：だから、動けぬピアニィ様の代わりに、ベネット殿が使者として来たわけか……。

ＧＭ：「そうでやんす。なお、ピアニィ様の身辺はアル殿が万ばん全ぜんの体たい制せいで警けい護ご中でやんす」

アキナ：アル兄さまなら、安心です！

ＧＭ：「しかし、装置が起動した結果、大陸各所に目に見えない小しよう規き模ぼな〝空隙〟が生じ、魔族や妖魔が異世界から侵入し始めている、という情報を伝えにきたでやんす！」

マルセル：なるほどな。……で、ナヴァールからはどんな指し示じが出ている？

ＧＭ：「適てき切せつな対たい策さくを取っていただきたい、でやんす」

一同：…………。

ＧＭ：…………。

マルセル：……何だって？

ＧＭ：「適切な対策を取っていただきたい、でやんす」

一同：それだけかいっ!!（一同爆ばく笑しよう）

ドラン：なんてアバウトな指示ナリか！（笑）

ギィ：これだけもったいつけて、そんなオチかっ!?　まあ、ナヴァールらしいがな（笑）。

アキナ：マルセルさん、信用されてますね！（笑）

マルセル：……解げせん（一同笑）。

アキナ：それにしても、あたしの知らないうちに、そんな大変なことになってたなんて……。

ギィ：確たしかにそりゃ大ごとだ。

ドラン：そのわりに、我々のやれることは少ないナリな。

マルセル：確かに。ピアニィ様に近づくこともできん。

アキナ：うーん。あたしたちに何ができるんでしょうか？
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　難むずかしい顔をするアキナにマルセルは簡かん潔けつに応こたえた。
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マルセル：……難しく考えるな。これまでどおり、ピアニィ様に託たくされたこの国を守り抜けばいい。

アキナ：……え。

マルセル：ピアニィ様はアルディオンを守るために戦っている。ならば、我々もこの大陸を、託されたこの国を守ろう。そうすることが、ピアニィ様の希望に添そうことになるのだ。ナヴァールはそのために必要な情報をくれたのだ。

ドラン：なるほど、予想される妖魔や魔族、バルムンクなどが起こす問題に適切に対たい処しよしろ、ということナリね。

マルセル：そういうことだ。ここで重要なのは、以前のファリニシュ事件のように、ピアニィ様の力を借りることは、できないということだ。

アキナ：そ……そうですね！　ピアニィさんが大陸をつなぎとめるのをやめたら、世界に〝穴〟が空く。そして魔獣や魔族が攻せめてきますからね。

ＧＭ：そうそう。『無印』や『ゲッタウェイ』の展てん開かいの余よ波はで、『デスマーチ』も退たい路ろを断たたれた状じよう況きようになったよ？　ということを伝えることがこのシーン最大の目的でして。
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一同：なんですと――――っ!?（一同爆笑）

ドラン：理り不ふ尽じんな！　何か腹はらが立ってきたので、ベネットを槍でつつくナリ　えいっ、えいっ！（←ドビシュ！　ドビシュ！　と槍を繰くり出だす仕草）

ＧＭ：「や、やめるでやんす！　こんな展開になったのは、ＧＭのせいでやんす！　特にアンタには、中の人的に考えても、責せめられるいわれはないでや――んすっ!!」（一同爆笑）




　メタすぎて、意味不明な事じ態たいであった――。




アキナ：あ、でもピアニィさんはこれからずっと、エストネルから動けないんですか？

ＧＭ：「それはナヴァール殿が何か手を打っているそうでやんすよ……」

アキナ：わかりました！　ピアニィさんとアル兄さまはベネットさんとナヴァールさんにお任まかせします！　よろしくお願いしますね。

ＧＭ：「アキナさんは良い娘こでやんすな。では、用もすんだし、あっしはクールに去るぜ！

マルセル殿、あとは任せたでやんす」とベネットは、風のように姿を消します。

マルセル：（うんざりした顔で）…………やれやれ、知らないうちに状況は悪化したうえに、やることが増ふえたワケだ。

アキナ：一いつ緒しよに頑がん張ばりましょう、マルセルさん！

マルセル：そうだな。愚ぐ痴ちを言っても始まらんか（笑）。

ＧＭ：と、マルセルが前向きになったところで、このシーンは終しゆう了りようとします。







◆Opening 02◆アキナ、お見合いへ




　ベネットから衝しよう撃げきの事実を伝えられてよりしばし時が流れて。

　アキナのもとに、レイウォール中央政せい権けんからの婚こん姻いんの申し入れが届とどく。

　多た忙ぼうかつ張はり詰つめた日々を過すごす第一の騎き士しにとって、それは青天の霹へき靂れきにも似た出来事。

　どうにも心騒さわがされ、困こん惑わくの表情を隠せないアキナ・ブルックスであった――。




ＧＭ：次はアキナのオープニングになります。登場ＰＣはアキナとマルセルです。舞ぶ台たいはノルウィッチ城じようの会議室です。

アキナ：はーい。あたしとレイウォール貴き族ぞくさんのお見合い話が持ち上がるんですね。

ＧＭ：そのとおり。ということで、ベネットが来てからしばらく後、レイウォール中央政権から申し入れがありました。「アキナと、レイウォール三二将しようのひとりリアム・ヴェレンガリアとで見合いをしないか」という申し入れです。

アキナ：ふむふむ。では……リアムさんってどんな方ですか？　とここはレイウォール出身のマルセルさんに聞くところですね！

マルセル：ヴェレンガリア家か……。血ち筋すじとしては申し分ないな。ピアニィ様の姉、ステラ殿でん下かの母君の家だ。要するにレイウォール王家の親しん戚せき筋すじにあたる家いえ柄がらだ。

アキナ：なるほど、そうなんですね！

ＧＭ：そうです。さらに彼はマルセルの元同どう僚りようで、レイウォール三二将。マルセルは彼の人ひと柄がらをよく知っているということでお願いします。

マルセル：了りよう解かいだ。

アキナ：（頷うなずきながら）なるほど～！

ＧＭ：ちなみに、こんな人です（とイメージイラストを見せる）。
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アキナ：どんな人なのかなぁ～！（イラストをじっくり眺ながめて）ううむ、知的な感じの男だん性せいなんですねー。あたしあんまり頭いいこと言えないし、しゃべって呆あきれられたりしないでしょうか？

マルセル：そんなに心配しなくてもいい。彼は人当たりのいい優やさしい青年だ。…………ＧＭもさっき、そう言っていたし（笑）。

アキナ：なるほど！　ふーむ。アル兄さまとは全然タイプが違ちがうから、剣けんの話とかで間を持たせるとかできなさそう……。何を話せばいいのか、全然想像がつかない――！（笑）　あ……いや、でも、酒井香奈子さかい・かなこは、嫌きらいじゃない……っ！（一同笑）




　プレイヤーさんの好みも漏もれ出だしてますよ？




アキナ：……って、誰だれもそんなこと聞いてないですね、すみません（一同笑）。

ドラン：いや、そこで冷静にならなくても（笑）。

アキナ：それにしても、どうしてあたしなんでしょうか？　貴族でもないのに。

マルセル：アキナの実家ブルックス家は、大陸有数の商家で、自分自身もフェリタニアの第一の騎士だぞ。もう少し立場を自覚した方がいいな。

アキナ：あ、そうですね……。自分のことまだまだと思っているんで、第一の騎士という実感が、あまりないんですよね～。

ＧＭ：で、そんなアキナさんとのつりあいを考えて、レイウォール中央政せい権けん側がわもリアムを選んだわけです。

アキナ：ふーむ。これって政せい略りやく結けつ婚こんですよね。どういうメリットがあるんですか？

ＧＭ：一いつ般ぱん論ろんで言えば、国と国が「よっぽどのことがない限かぎり、戦争しないよ」という意思表ひよう示じになりますね。

アキナ：つまり、結婚する両方が、国を背せ負おってる立場である、ってことですよね。

マルセル：そういうことだ。……それにしてもレイウォール中央政権か……。そうそう無下にもできないな。

アキナ：レイウォール中央政権だと、何か問題があるんですか？

ＧＭ：「それは、先日のアガルタ王国包囲戦が関係しているのよ」と、会議室に黒いつば広の帽ぼう子しに金きん髪ぱつが印象的な女性が入ってきます。

アキナ：黒い帽子……って、エルザ姉さま!?




「久ひさしぶりね、アキナ」と笑え顔がおで現われたのはエルザ・ブルックス。

　アヴェルシアの少年王、ウィルフレッドを支ささえる女魔ま法ほう使つかいにして、アキナの姉であった。
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アキナ：エルザ姉さまはどうしてここに来たんですか？

ＧＭ：今回の件で、第一の騎士アキナと合衆国軍ぐん師しマルセルが同時にノルウィッチから不ふ在ざいになるので、イザベラとともに留る守す居い役やくをマルセルが頼んだ、という事じ情じようです。




[image: ]




マルセル：そうだったのか（笑）。まあ、エルザ殿なら、実力的になんの不足もないな。国内事情に明るいイザベラ殿と協議して進めてくれるなら、なおさらだ。

ドラン：なるほど。合衆国は、アヴェルシアとは仲がいいからこれはアリかな。




　フェリタニア合衆国とアヴェルシア王国は別の国である。そのうえで統一帝ピアニィがアヴェルシア王国を足がかりに大陸統一を成なし遂とげたという経けい緯いもあり、特に深い関係で結ばれた国といえるだろう。

　さらに、現げん在ざいアヴェルシア王国は、南方から迫せまる妖魔の脅きよう威いにさらされている最中である。その対策としてピアニィが残した精せい強きような合衆国軍の支援を受けており、両者の結びつきはさらに深まる傾けい向こうにあった。

　これまで、妖魔対策に忙ぼう殺さつされていたエルザであったが、ある程てい度どの防ぼう御ぎよ態たい勢せいを整ととのえることができたため、マルセルの要よう請せいに応えることができるようになったのだ。




アキナ：なるほど。……で、話を戻もどして、なんでアガルタ公国の件が、今回のお見合いと関連するんですか？

ＧＭ：「アキナも覚えているでしょう？　レイウォール中央政権が、アガルタ公国包囲戦で積極的に軍を出したことを」

アキナ：あ……。

ＧＭ：「あれは彼らとしては、合衆国体制に協力しようという意図だったのよ」

アキナ：でも、軍を出せと命令したピアニィさんは、バルムンク・ノヴァの偽にせ者もので……。

ＧＭ：「中央政権は、はしごを外された形になったのよ」

マルセル：バルムンク・ノヴァと共きよう闘とうした経けい験けんのある、アンソンやゲオルグのいるグラスウェルズやゴルフォードとは、一定の理り解かいを得られるのだが……。よく分からぬまま振り回されたレイウォール中央政権としては、こちらに疑ぎ念ねんを抱いだいていても不思議はないな。

アキナ：なるほど……。

ＧＭ：「そんなわけで、今回のお見合いは、友好を結びたいという狙いとともに、合衆国の狙いを確かく認にんしたいというサインと見るべきね」とエルザは腕うでを組みながら話します。

アキナ：な…………なるほど。う――――ん。




　と、ここで腕を組んで考え出す酒井さん。




アキナ：これはますます責せき任にん重大ですね！　アキナ的には、簡かん単たんに断ことわれないような。でも相手もよく分からないのに承しよう諾だくするのも……どうなんだろう……って。

ギィ：ところで、エルゼリエはどう思ってるんだ？
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アキナ：あたしの勝手なイメージなんですが……エルゼリエお母さまは「アキナの好きにしなさい」って言いそうです。

ＧＭ：そんな感じです（笑）。

ギィ：アルの時とは違って、アキナにそんなに必死にすすめなさそうではあるな。

アキナ：……結婚、かぁ……そんなの、全然考えたことないし……でも、あたしが結婚すれば、それが国のためになるのかなぁ？　一番いいことって、何なのかな……。

ドラン：難しい問題ナリねぇ。

アキナ：うー、わかんないよぅ～（笑）。

ＧＭ：絵を見て悩なやむアキナに、「難しく考えることはないわ」とエルザが声をかけます。
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アキナ：エルザ姉さま……。
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ＧＭ：「さっきも話したとおり、レイウォール中央政権の目的が、こちらの意図の確認であれば、まずは誠せい意いを見せること」

アキナ：そ、そうなんですか？

ＧＭ：「ええ。向こうの宮きゆう廷ていに顔を出すだけでも、粗そ略りやくに扱あつかっていない、という印象が与あたえられるわ。だから、まずは楽しくお話しするだけでも、お互たがいの友好は深められると思う」

アキナ：な……なるほど。

ＧＭ：「レイウォール中央政権が不安になっているとしたら、それはコミュニケーションが十分でないから。ならこれを機会に指し導どう者しや同士の情じよう報ほう交こう換かんをすればいいし、そのあたりを得意とするマルセルさんに全部任せればいいから」

マルセル：私かっ!?　……まあ、政せい治じは私の分野だし、レイウォールに人じん脈みやくもあるから、私が担たん当とうするのが妥だ当とうだが。さらっと仕事を押おしつけられた感がぬぐえん（笑）。

ドラン：エルザ殿はやり手だなぁ。マルセルもうかうかしていられないナリ（笑）。

ＧＭ：「で、アキナが実際リアムさんを気に入ったなら、お話しを進めればいいし……」

マルセル：逆ぎやくに微び妙みようなら、第一の騎士としての職しよく務むを理由に、断ってもいいだろう。……実際に忙いそがしいしな。

アキナ：なるほど。このお話の大事さも、今あたしがするべきこともわかりました！

ドラン：おお、迷まよいをふっきった。アキナさんらしいナリ！

アキナ：そんなこともないんですけど（笑）。ともかく、結婚とかは、正直よくわからないけど……。両国の友好のために、リアムさんとお会いしようと思います！　エルザ姉さま、留る守すの間はよろしくお願いします！

ＧＭ：「肩かた肘ひじ張はらずにね」と優しげにエルザは語りかけます。

アキナ：（頷き）はい。では早さつ速そく、レイウォール中央政権に向かいましょう！

ＧＭ：では、アキナがレイウォールの首都、ノルドグラムへ向かうことを決めたところで、このシーンを終了します。







◆Opening 03◆予期せぬ邂かい逅こう




　悪あく夢むの破は壊かい兵器――焰えん硝しよう石せき爆ばく弾だん

　アベルが持ち去ったその最後のひとつの足そく跡せきを追う中、ドランと部下の鋼こう鉄てつ騎き士し団だんはヘクスフォードのとある倉庫街にたどり着いた。
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　不ふ審しんな建けん造ぞう物ぶつの中に踏ふみ込こんだドランの鼻をついたのは――血のにおい。

　散さん乱らんする死体の中、生せい存ぞん者しやが見つかる。深ふか傷でを負ったその女性の顔に、ドランはかつての戦いの記き憶おくを呼よび覚さまされるのであった。




ＧＭ：次はドランのオープニングです。ドランはここ最近、将しよう軍ぐんとしてフェリタニアの治安を守るために活躍していました。特に、アベルが持ち去った焰硝石爆弾三つのうち、行方ゆくえのわからない最後のひとつの行方を陣じん頭とう指し揮きで追っていたわけです。




[image: ]




ドラン：うおぉ、やばいナリ！　あれは本当にやばいナリよ！

マルセル：あれ一個で、街ひとつが跡あと形かたもなく消しよう滅めつするからな。

ＧＭ：その調ちよう査さの結果たどり着いた、ヘクスフォードの港にあるひとつの倉庫がこのシーンの舞台になります。配下の鋼鉄騎士団にジニー・パウエルも同行しています。
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ドラン：それは心強いナリ。では、全員で港中を探さがすナリよ！

ＧＭ：くまなく港を探していると、倉庫のひとつを覗のぞき込こんだ鋼鉄騎士団のひとりが、「ドラン将軍！　すぐ来てください！」と切せつ羽ぱ詰つまった声でドランを呼びます。

ドラン：うむ？　何かあったナリか？　すぐさまそちらに向かうナリ。

ＧＭ：扉とびらの向こうを見てみれば、屍し々し累るい々るいと転がる死体の山。それを見た鋼鉄騎士団員が、「こいつはひでぇ」とつぶやきます。

ドラン：こ、これは……!?

ＧＭ：死体には斬撃のあとや、魔法ダメージの痕こん跡せきがあり、どうやらバルムンクとバルムンク・ノヴァ同士で戦せん闘とうが行なわれたようです。

ドラン：やられたナリ！　みなのもの！　まずは生存者を探すナリ！　手て遅おくれかもしれんが、少しでも焰硝石爆弾へ繫がる手がかりを捜さがすナリ！

ＧＭ：では、ひとしきり鋼鉄騎士団が捜そう索さくしていると、ジニーが「ドラン将軍！　ここに息のある人がいます！」と声を上げます。

ドラン：本当ナリか!?　ジニーのところに駆かけつけ聞くナリ。

ＧＭ：倒れているのは女性です。ちなみに、ドランはその顔に見覚えがあります。

ドラン：ハンドアウトからして、ミレイ・フィリング……。だが、ここはすぐには思い出せないということで、とりあえず声をかけるナリ。貴様ら、何を企んでいるナリ！

ＧＭ：女性はうっすらと目を開けて、「お前は……忘わすれようもない、その顔は……ドラン・ベレレン」とつぶやきます。

ドラン：むむ？　確かにワタシはドラン・ベレレンだが、アナタは誰ナリか？

ＧＭ：「……忘れたか？　私はミレイ・フィリング。貴き様さまに正体を見み破やぶられた、バルムンク・ノヴァの一員よ」
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ドラン：おお！　思い出したナリ！　かつて、ピアニィ陛下暗殺を企たくらんだお前とこんなところで再さい会かいしようとは……。

アキナ：あ……『デスマーチ』一巻で登場したメイドさんですね。

ドラン：過か去こに敵てき対たいしたことがあったとはいえ、元騎士として傷きずついた女性を放置するわけにはいかん。ここは手当てするナリよ。

ＧＭ：「まさか貴様に情なさけをかけられようとはな…………だが、無駄なことだ」

ドラン：なぬ？

ＧＭ：「自分の体のことは、自分が一番よくわかる。もう私は長くない……だから、情けは……無用だ」実際、致ち命めい傷しようと思おぼしき胸の傷からは、いまだ血が止まっていません。

ドラン：そうナリか……。ならば、最さい期ごに言い残すことはないナリか？　アナタとは、敵てき味み方かたとはいえ、浅からぬ縁えんがあるナリよ。

ＧＭ：「……お前のことだ。いずれ〝嘆きの一撃ドウラーレスストローク〟にたどり着くだろう……」

ドラン：〝嘆きの一撃〟？　それはいったい何ナリか？

ＧＭ：「だが、忠告しておく。〝嘆きの一撃〟を……決して壊こわすな」

ドラン：む？　どうしてナリか？




「さもなくば……世界が、滅ぶ」

　苦しい息の中、振り絞るようにミレイは言葉と紡いだ。




ドラン：ど、どういうことナリか!?　話が読めないナリ！

ＧＭ：そう言ったところで、がくり、と彼女の体から力が抜ぬけます。

ドラン：なっ、何とぉ!?　大だい丈じよう夫ぶナリか!?　おーい!?

ＧＭ：と同時に、〝ぴこーんぴこーん〟と爆弾がカウントダウンをするかのような音が鳴なり響ひびきます。

ドラン：な、なんなりか？　この親近感を抱いだくような音は!?　ちょっとワタシの自じ爆ばく魂だましいがムラムラしてきたナリ――ッ！

ＧＭ：「将軍、なにを自爆したくなってるんですかぁ――！」とジニーがつっこみます。

ドラン：スマンナリ――！　総そう員いん退たい避ひナリ～！




　ドランたちが扉の外へと転がり出た瞬間、轟ごう音おんをともない激はげしい閃せん光こうがほとばしった。
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　爆ばく炎えんともうもうとした黒こく煙えんがひろがり、やがてそこに残されたのは、もとは倉庫だった瓦が礫れきの山のみとなった――。




ドラン：な……何という……やるせない気持ちになって、舞まい上あがる炎を眺めているナリ。

ＧＭ：鋼鉄騎士団もジニーも、呆ぼう然ぜんとしています。

ドラン：ともかく、状況を整理するナリ。あの倉庫には、バルムンクとバルムンク・ノヴァが争あらそっていた痕跡があったナリね？

ＧＭ：はい。ミレイはその抗こう争そうの結果、命を落としたと思われます。

ドラン：……ちなみにこの〝嘆きの一撃〟についての情報を、ワタシは知っているナリか？

ＧＭ：いいえ、知りません。〝嘆きの一撃〟は『アクロス』シリーズの事件で登場したものですから、フェリタニア側が必ずしも情報を持っているわけではありませんしね。

ドラン：プレイヤーは知っているというのに！　もどかしい！（笑）

ギィ：まあ、よくあることだな。

ドラン：それにしても「〝嘆きの一撃〟を壊せば世界が滅びる」か。何とも不安なワードの連続ナリ。

ＧＭ：と、ここで鋼鉄騎士団の一名が「隊長、こんなものが」と、焦こげた紙し片へんをドランに差し出します。

ドラン：なんナリか？




　焼やけ焦こげたその紙から読み取れたのは〝ノルドグラム〟という単語だけであった。




ＧＭ：どうやらミレイの計画を記した書類の断だん片ぺんのようです。

ドラン：なるほど。またバルムンク・ノヴァが悪わる巧だくみをしているようナリ……ってぇ！〝ノルドグラム〟と言えば……。

アキナ：はーい。あたしたちが向かってまーす。

ドラン：これは……！　アキナさんにこの事態を報ほう告こくする必要が出てきたナリ！　鋼鉄騎士団とジニーはノルウィッチに帰き還かん、以後はイザベラ様の指示を仰あおぐナリ。

ＧＭ：鋼鉄騎士団は「了解です。して、将軍はどうされるので？」

ドラン：決まっている。ノルドグラムへ向かって、アキナさんと合流するナリ！

ＧＭ：という感じで、ドランがアキナたちと合流することを決めたところで、このシーンを終了します。




　いまだ燃もえかすが燻くすぶる瓦礫の後始末をヘクスフォードの人々に任せ、ドランはノルドグラムへの道を急ぐ。

　バルムンク・ノヴァの謎めいた計画の予兆をアキナに伝えるために――。







◆Opening 04◆苦く境きようの陰かげで……




　バルムンク・ノヴァの動向を調査していたギィは、とある酒場へ入った。

　繁はん盛じようする酒場の喧けん騒そうを背せ中なかに、目の前に悠ゆう然ぜんと座すわるのは、大陸一――「手が長い」と称しようされる、オーレリー・カルマン。

　誰よりも信しん頼らいできる情報を抱かかえた王おう蛇じや会かいの首しゆ領りようだ。その視し線せんの鋭するどさに、思わず背せ筋すじに走る冷ひや汗あせを我が慢まんしつつ、ギィは彼女と面会することにしたのであった。




ＧＭ：さて、次はギィのシーンです。時期は、アキナとマルセルがノルドグラムに向かい、しばらく経った頃。場所はノルウィッチの王蛇会が経けい営えいする酒場。オーレリー・カルマン――マムと会話するシーンとなっています。

ギィ：いつもどおりだな！（笑）

ＧＭ：というわけで、いつも繁盛している酒場に通されたギィは、酒場の奥おくにあるＶＩＰルームに案内されます。最近のバルムンク・ノヴァの動向を探さぐるべく、マムのところに情報がないかとあたりに来た、という状況だと思ってください。

ギィ：アガルタ公国包囲戦のあと、バルムンク・ノヴァに目立った動きはないんだよな？

ＧＭ：いえ、ギィはドランと一緒にヘクスフォードで進んでいた、バルムンク・ノヴァの陰謀を解かい決けつしに向かっています。

ギィ：ああ、そうだった！　『サガ・レジェンド』の話だな。




　ギィとドランの活躍ぶりは、ぜひ『サガ・レジェンド』で確認していただきたい。




ギィ：じゃあ、「いやぁ、物ぶつ騒そうなことが続いて嫌いやだねぇ」と言いながら、部屋に入るぜ。

ＧＭ：上じよう質しつなソファーに腰こし掛かけてタバコをふかしていたマムは、ギィの言葉ににやりと笑い、「同感だね。ま、一いつ杯ぱいやんなよ」と酒をすすめます。

ギィ：んじゃ、お言葉に甘あまえて一杯やるか。ありがとよ、マム。

ＧＭ：「最近もヘクスフォードでご活躍だったみたいじゃないか」

ギィ：その件なら、オレは大したことはしてないさ。双ふた子ごの姉妹が協力してくれなきゃ、大変なことになってたかもな。

ＧＭ：「それで……アタシのところに来たからには、何か知りたいことがあるんだろう？」

ギィ：まあ、そんなところだ。バルムンク・ノヴァの情報がほしい。

ＧＭ：「情報ねぇ。そういや、奴やつこさんたちの首領が倒れたんじゃないかい？」

ギィ：……って、そこまで摑つかんでるのか。さすがマムだな。ま、そのとおりだ、と答えよう。……実は、今までずっと警けい戒かいしててな。グリンダを初めとした残された連中が、最後に自じ暴ぼう自じ棄きな陰謀を企たくらむかな……と思ってな。そういうことを適てき度どにぼかしつつマムに言おう。

ドラン：確かに、起き死し回かい生せいの一手を狙いそうナリね。

ＧＭ：「なるほどね。そういや、アンタらが戦ってきたバルムンクは、二に派はに分かれているんだろう？」

ギィ：ああ、そうだな。

ＧＭ：「〝ノヴァ〟の方の頭が倒れたせいか、抗争が激げき化かして今じゃ本家が優ゆう勢せいらしいよ」

ギィ：抗争してくれること自体はそれでいいんだが……何だか嫌な流れだな、こりゃ。

ＧＭ：「敵てき同どう士しが嚙かみ合あってくれてるんだ。けっこうなことじゃないか」

ギィ：同じ力で嚙み合うならいいさ。だが、片かた方ほうが優勢になると、優勢なほうは調子に乗る。負けてるほうは自暴自棄になりそうで怖こわいんだよ、オレは。マムはどう思う？

ＧＭ：「いい読みだと思うね。アタシの推すい測そくじゃ、ノヴァ側のほうは本来、もっと力があるはずだ。起死回生の作戦のため、死んだふりをしてるってのはありそうだね」

ギィ：そりゃどうも。

ＧＭ：「それと、今何かが起こるとすれば、ノルドグラムだと思うよ」

ギィ：ノルドグラム？　なぜだ、マム？

ＧＭ：「あの街でさ、謎の美人女商人ってやつの目もく撃げき情報が入ってるんだ」

一同：でたぁ――――っ!?（爆笑）

アキナ：これは間ま違ちがい無なくグリンダが動いてますね（笑）。

ドラン：またあからさまな！（笑）

ギィ：違いねぇ。ともあれ、自じ称しよう美人の女商人な。覚えておくぜ。

ＧＭ：「話は変わるが……アタシもこないだ変な夢を見てね」

ギィ：えっ……（一同笑）。

アキナ：ギィさん、すっごい驚おどろいてる！（笑）

ＧＭ：「この夢……アンタも見たんじゃないのかい？」とマムはギィの顔を覗き込みます。

ギィ：（少し考えて）どう反はん応のうしていいのか悩むな。

ＧＭ：ほう、何かひっかかることでも？

ギィ：いや。正直な話、その夢――フェリタニアさん絡みの話はオレの手に余あまる。そうだろ？　世界に穴を空けて魔族を引き入れるとか、本来オレの出る幕まくじゃねえよ！（笑）

マルセル：現げん実じつ的てきな意見だな。

ギィ：（少し考えて）まあ、合衆国に属してるオレがそこら辺のヤマに首を突つっ込こむのはしょうがねえが。だが…………。じゃあ、表情を引ひき締しめて、マムを見据えて言おう。

ＧＭ：「どうしたんだい、急に怖い顔してさ？」

ギィ：なあ、マム。そろそろ手ぇ引いたほうがいいんじゃねぇか？

ＧＭ：「いきなり何を言い出すかと思えば、そんなことかい」

ギィ：だってよ、相手は世界の敵てきなんだぜ？　正直、人間相手じゃ手に余る。妖魔や魔族となんて、いくらマムでも危き険けんすぎる。……と、ぶっきらぼうに言う（笑）。

アキナ：ギィさんがもじもじしてます、かわいい（笑）。

ＧＭ：では、マムはギィの言いたいことを察して、からかうように言います。「やれやれ。ま、アンタはそう見えて、人のことを気き遣づかえる子さ。そうだろ？」
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ギィ：えーっ！（一同笑）
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ＧＭ：「何だい、その反応は」（笑）

ギィ：変な褒め方されて戸惑ってるんだよ！（笑）　そりゃそうと。ノルドグラムにはマルセルとアキナがいたはず……こりゃまずいな。

ＧＭ：そもそもグリンダは、四人そろって勝てるかどうか、という話ですからね。

ギィ：ぐずぐずしてられねぇ。とっととノルドグラムに行くか。

ＧＭ：「おっと、忘れてた。現げん実じつ離ばなれした話が続いて悪いがね……」

ギィ：あ？　何だよ、まだあんのか？

ＧＭ：「〝救世主〟ってヤツの噂うわさを知ってるかい？」

ギィ：救世主、ね。こんな時代だから、いてもおかしくはねぇだろうが……。それ、バルムンクじゃねぇのか？

ＧＭ：「そこまではわからないねぇ。ただ、いろんなところで奇き跡せきを起こしては、信者を増やしているらしいよ」

ギィ：どんな奇跡なんだ？　プールの上を歩く？　それともワインを水に変える？

ＧＭ：具体的な内容はくわしくわかりませんが、癒いやしの奇跡のようです。

ギィ：ふぅん。救世主、ねぇ……そいつはどこに現われたって？

ＧＭ：グラスウェルズ方面という噂です。

ギィ：遠い！（笑）　マルセルがいれば、グラスウェルズの偉い人に手紙でも送ってもらうところなんだがな。

マルセル：お前にはルナがいるだろう。




ルナ

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』に登場する、エルダナーンの少女。重い鎧よろいを身につけ、風の魔まじ術ゆつを得意とするクールな美少女。

　オーレリー・カルマンの弟で子しであり、ギィの妹弟子にあたる。
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ギィ：そうだ！　あいつがいたよ！　かわいい妹弟子さ。あいつに頼めば、救世主とやらについてはどうにかなりそうだな。

ＧＭ：「ついでにアタシも調べておいてやろうか？」

ギィ：……じゃ、グラスウェルズのことだし、頼むか。

ＧＭ：「組織の力を使うかもしれないけどね」

ギィ：何かわかったら教えてくれ。でも、そんなことして、何かいいことあるのか？　マムは何も得してないじゃないか。

ＧＭ：「かわいい息子むすこが困こまっているんだ、親が助けてやるのは当然のことだろう？」

アキナ：きっと、売れていった息子がかわいくてしょうがないんですね♪

ドラン：親心ナリな。

ギィ：そんなもんかねぇ。ともかく、救世主とやらの件はマムに頼んで、オレはノルドグラムに向かう。事情が事情なんで、直ちよく接せつアキナたちに話をしておきたいところだ。

ＧＭ：それでは、ギィがノルドグラムに向かったところでシーンは終了となります。







◆Opening 05◆遺い産さんを継承するもの




　深い深い闇の底――。

　人知れず陰謀の大樹が芽め吹ぶこうとしていた。

　失意と虚きよ栄えいを養よう分ぶんとしたそれは、ねじくれた枝を伸ばそうと自らを育はぐくむ……。




ＧＭ：では、オープニングシーンの最後のＧＭシーンを始めます。

ドラン：おお、ＧＭシーンが来たナリ。

ＧＭ：場所はいずことも知れぬ深い闇につつまれたとある研究所……。




　――〝その部屋〟には無数の研究資材や、書類が散乱していた。

　壁にはレイウォール王家の紋章が見える。




ドラン：む、レイウォールの研究所ナリか。

ＧＭ：そんな中でひとり、黒い影がつぶやきます……。




「この〝力〟があれば――。

　世界を変えることが出来る。

　神と魔を追い払い、世界を人々のものにできる――」




アキナ：あ、これってヒューバードの考え方ですよね！　やっぱりグリンダが何か陰謀を企んでいるってことでしょうか？

ギィ：かもな……。

ＧＭ：さらに影は呟きます。




「これでようやく世界を欺あざむく偽りを吹き払える……」

　何かの研究をまとめた書類をばらまきながら、その影は笑う。

　まるで、死者の谷に木霊こだまするの亡もう者じやの叫びのように――。




マルセル：確かにバルムンク・ノヴァの思想のようだが……ひっかかるな。

ギィ：まあ、他の幹部かもしれん。案外、オレのオープニングで出た救世主かも（笑）。

ドラン：とても救世とかしなさそうな感じナリ（笑）。

ＧＭ：てな感じでオープニングを終了します。次からミドルフェイズです。

一同：了解！











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆ドキドキのハートビート




　ノルドグラムはアルディオン最大の大国レイウォールの都みやこである。

　そのきらびやかな宮きゆう廷ていは、賓ひん客かくを歓かん迎げいしようというムードで満たされていた。

　そんな中、華はなやかなドレスで着き飾かざったアキナは人々の注目を浴びる。しかし、本人は慣なれない状じよう況きように置かれたためか、極度の緊きん張ちようでガチガチになっていた。




ＧＭ：というわけで、ミドルフェイズ最初のシーン。シーンプレイヤーはアキナ。レイウォール中央政権の首都、ノルドグラムに赴おもむいてお見合いをすることになります。

アキナ：はーい。

ＧＭ：マルセルも同行者として登場することになります。

アキナ：マルセルさん、忙いそがしいのにすみません。

マルセル：かまわんさ。レイウォール出身の私わたしがついていくのは、自然な流れだ。

ＧＭ：ということで、ふたりはノルドグラム城じように到とう着ちやくしました。手の込んだ装飾が目立つ、壮麗な建物の中に通されていきます。

アキナ：この場合いつもの鎧よろい姿すがたじゃまずいですよね……。精せい一いつ杯ぱいドレスを着きたりしておめかししているんですが……。

ドラン：アキナさんも女の子ナリね（笑）。

アキナ：ひどいですよ、ドランさん！（笑）　でもいろいろ気になるんで……、マルセルさん、あたしの格かつ好こう、おかしくないですか？　とそわそわしながら聞いたりします。

マルセル：緊張するのも無理はないが……（笑）。大だい丈じよう夫ぶだから落ち着くといい。

アキナ：そう言われても～っ！（笑）

ＧＭ：さて。ほどなくして、歓迎のもてなしが催もよおされます。挨あい拶さつに来るいろんな人たち。国の代表の聖女ユーフェミアやマルセルの師匠の軍師、バイバ・ボルガも姿を見せます。




ユーフェミア

　レイウォール中央政権の代表を務める女性。レイウォールの神殿に聖女と認められている。かつて義勇兵をまとめてグラスウェルズとの戦争に参加したことがある。
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バイバ・ボルガ

　レイウォール王国の軍学校の元講師。ステラ不在の危機にレイウォール中央政権を支えるために、ユーフェミアに協力しているフィルボルの軍師。マルセルの師でもある。
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ギィ：（ＮＰＣになって）「フェリタニア合衆国第一の騎士、アキナ・ブルックス様！　ようこそおいでくださいました！」

アキナ：あ、あはは……（←引きつった笑顔）。

ドラン：（ＮＰＣになって）「おお、マルセル・ベルトラン様！　あなたのご苦労ぶり……いやいや、ご活かつ躍やくぶりは聞いております！」（一同笑）

アキナ：マルセルさんの忙しさがこんなところまで噂になってるんですね！（笑）

ＧＭ：しかし、ふたりに不快感を露わにする人々もいます。その代表が、ヴァイスハイトというレイウォール三二将。読者投稿キャラです。




ヴァイスハイト・ホルン（二八歳／男／ドラゴネット　投稿者：埼玉県　秋乃麒麟さん）

　レイウォール三二将に数えられる優秀な神聖魔術の使い手。ミックと懇こん意いにしており、レイウォール中央政権とレイウォールアライアンスとの同盟を結ぼうと運動を続けている。明朗快活な性格であり、ちゃらちゃらした外見のわりに部下からの信頼は厚い。
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アキナ：ミックの親友ですか……。それは合衆国は嫌いそうですね。

マルセル：なるほど、ヴァイスハイトの同調者たちにより、ミックの影響力が強まる前に、合衆国との交流を深めたいと考えたワケか。

ＧＭ：「マルセル！　相変わらず景気の悪い顔をしてるな。さては俺たちを振り回したのが気まずいってか？」とヴァイスハイトが絡からんできます。

マルセル：面倒だ、バイバ先生と話して、やり過ごそう。

ＧＭ：「困った連中だ」と肩をすくめて言うバイバ・ボルガ。そして、賓客であるふたりを歓迎する宴が開かれます。




　フェリタニア第一の騎き士しと、フェリタニア王国軍師の歓かん待たいは、盛せい大だいに行なわれた。

　その最中、折を見てアキナにリアム・ヴェレンガリアが紹しよう介かいされる。やがて人々はひとりふたりとその場を離はなれ、最終的にふたりだけが取り残された。




ＧＭ：そんなわけで、ノルドグラム城の中にある庭園を、ふたりでお話ししながら歩く、というシチュエーションになりました（笑）。

アキナ：（シャキッと背せ筋すじを伸のばし）は……はいっ！　第一の騎士らしく、威厳を持って、好印象をリアムさんに与えたいと思います！

ギィ：肩肘張らなくていいって、エルザに言われたんじゃなかったか？（笑）

アキナ：そ、そうでした！

ＧＭ：さて、庭園を歩くふたり。天気も良く、柔らかな木漏れ日がふたりを照らします。遠目からみれば、和なごやかに散さん策さくを楽しむ若い男女というところ。

アキナ：い、いい天気ですね。リリリリリ……リアムさん。

一同：…………。

ＧＭ：「え、ええ」和やかな雰囲気に、微笑むリアム。

アキナ：ぎぎぎぃ――。ぎぎぎぎぃ――（←超ぎこちなく手足を動かす仕草）。




[image: ]




ギィ：全然和やかじゃねぇ――――っ!!（一同爆笑）

アキナ：あ、ああああ、だってぇっ！　普通に歩こうとしても右手と右足が一いつ緒しよに出でちゃうんです―――!!（笑）

ドラン：明らかに挙きよ動どう不ふ審しんナリ（笑）。

マルセル：戦場では度ど胸きようがあるのに……不思議なものだ。




　会話、動作、思考、なにもかもが硬直していた。

　テンパりまくりのその姿には、第一の騎士らしい威い厳げんはどこにもなかった。

　アキナ、初のお見合いは、破局に向かって驀進しているかに見えたのだが――。




ＧＭ：和やかに続くお見合いの中――。

ギィ：まだ言うか！（笑）

ＧＭ：ふたりは、瀟しよう洒しやなあずまやにさしかかり、そこでアキナはリアムの異変に気づく。

アキナ：う？

ＧＭ：リアムは線の細いタイプなのですが、どうも体調がよくないような感じですね。

アキナ：そ、そうですか。ですがあのっ、お見合いが始まったあたりからガチガチになってて……！（笑）　リアムさんの体調の悪さに、すぐには気づかないかも（笑）。

ＧＭ：なるほど（笑）。では、「本当に、このノルドグラムまでよくぞおいでいただきました……ごほっ、ごほっ！　……ああ、失礼」と突然、咳せき込んで言います。

ギィ：あからさまだな、おい！（笑）

アキナ：ありがとうございます！　それなら気づけます！

マルセル：気づかなかったら、ある意味すごいが……（笑）。

アキナ：あ、え、えっと、たたたた、体調が、良くない、の、ですか？（一同笑）

ギィ：どんだけ緊張してるんだよ!?（笑）

ＧＭ：「ああ……これは失礼。気を使わせて申し訳ありません。やはり私が思ったとおり、……――アキナ殿はお優やさしい方ですね」

アキナ：ええぇっ！　ここで褒ほめられるなんて!?　助けて！　誰か助けてっ!!（一同爆笑）




　すがるような目で、周囲を見回す酒さか井いさん。




マルセル：残念ながら私はそこにいないので、助けられない（笑）。

アキナ：……ま、マルセルさん！（一同笑）

ＧＭ：「ど、どうかなさいましたか？」（笑）

アキナ：え、えっと……どうもこういうのは、不ふ慣なれで……はは……（笑）。は、はひ。ひとりで男だん性せいと会うなんて、ないですから。

ＧＭ：「少々緊張しておいでのようですね？」

アキナ：え、ええ……。でもあの、その、仲良くなれたらいいなっ、と思ってます、はいっ！

ＧＭ：彼は小さく微笑んでから、冗じよう談だんめかして言います。「アキナ殿は異性と会話するのが苦手そうですね。私もそうですが、特にマルセル君はひどかった」

アキナ：あっ！　知ってる人の名前っ！　マルセルさん、そうなんですかっ？

ＧＭ：小説版ばんには、ミネルヴァという美人軍師が登場しましたが、彼かの女じよのことも絡からめて話をしてくれます。
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アキナ：わくわくっ（一同笑）。




　と、共通の話題〝マルセル〟についてのエピソードをリアムはアキナに披ひ露ろうする。

　同僚の美人女軍師、ミネルヴァの思いを寄せられても気づかない鈍どん感かんさ。

　思いを寄せるステラに対し、それを伝えられない不器用さ。

　そんなマルセルは周囲から、生暖かい目で見守られていたらしい……。




マルセル：くっ、リアムめぇ……余計なことを！（笑）

ドラン：おや、マルセルは、心配になって覗き見でもしてるナリか？

マルセル：お、おほん！　そんなことはないぞう（笑）。

アキナ：マルセルさん、面白いですね（笑）。向き直って……リアムさん、面白いお話、ありがとうございますっ！

ＧＭ：「喜んでいただけて何よりです。……ところで、アキナ殿」と、リアムはアキナの瞳ひとみを見つめて、真しん剣けんな顔で言います。

アキナ：（上ずった声で）はっ、は、はいっ。




　――瞬間。ふたりの時がとまった。




アキナ：き、急に真ま面じ目めな顔になってどうしたんでしょう。どぎまぎ（笑）。

ＧＭ：「実は私……」

アキナ：はい。――ごくりと、息をのみます。

ＧＭ：「……そ、そろそろ、げ……限げん界かい、です……」と、ぐらりとアキナの方に倒れかかってくるリアム。

アキナ：え、あの……ちょっと……それは早すぎです！（一同爆笑）

マルセル：いや、これは…………。

ＧＭ：一瞬アキナにもたれかかったリアムは、真っ青な顔で、バタリと倒れてしまいます。

ギィ：なんなんだこいつ――っ！（笑）

アキナ：な、何ということでしょう!?　リアムさんっ？　リアムさーんっ!?（笑）

ＧＭ：気を失っておりますので、返事はありません。

アキナ：と、とにかく。アキナ自じ慢まんの筋きん力りよくで抱だき上あげますっ！　よいしょお!!（←両手でリアムを持ち上げる仕草）

一同：…………。

ＧＭ：お、お姫ひめ様さま抱だっこだとぉっ!?（笑）
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アキナ：そのままリアムさんを人のいるところに運びます！　誰かぁ――っ!!　リアムさんが大変です――っ！




　ドレス姿すがたのアキナが走る。

　リアムを抱かかえた雄々しいその姿は、レイウォールで後世まで語り継がれることとなった。




ＧＭ：「リアム様！」「アキナ様がリアム様を抱えてきたぞ！」と宮廷は大おお騒さわぎです（笑）。

マルセル：私も駆かけつけよう。アキナ、何が起きた？

ＧＭ：バイバ・ボルガも「な、何かリアムくんが粗そ相そうでもしたのかね!?　興奮して襲おそいかかったとか!?」とあわててやってきます（一同笑）。

マルセル：まさか、殴なぐり倒たおしたのか!?（笑）

アキナ：違ちがいます！（笑）リアムさん、体調が悪いみたいで……倒れてしまったんですっ！

ＧＭ：「おお、そうだったのか」と、宮廷の医者が呼ばれ、リアムの治ち療りようが始まります。

アキナ：大丈夫かなぁ……。




　やがて、ノルドグラムの街に夜の帳とばりが下りた。夕ゆう闇やみに浮うかび上あがるのは、街がい灯とうの明かりに照らされる街の姿だ。城の美しい庭にも、暖あたたかな色の光が灯ともり始める。ライトアップされた庭の花々は、昼と異ことなる光を浴びて、どこかあでやかな装よそおいへと変わっていた。




ＧＭ：待つこと数時間。宮廷や街には街灯が輝き始めます。まんじりともせず待っていると。やがて治療が終わり、リアムの命に別べつ状じようはないということが分かります。

アキナ：（ホッとしたように）よかった……。

ＧＭ：「それにしても、どうも最近は原げん因いん不明の体調不良を訴うつたえる人が多くていかん」と宮廷の医者はこぼします。

アキナ：もしかして……伝でん染せん病びようとか……ですか？

ＧＭ：「いいや、そのような流は行やり病やまいの兆ちよう候こうはない」と、医者は言います。「ただ、原因がわからなくてな。ひどい貧ひん血けつや栄養不足、重い風邪のような症しよう状じようもでる」

ドラン：忙いそがしすぎて疲つかれているナリかねぇ。

ＧＭ：「まぁ、あれかな」と、バイバ・ボルガが冗じよう談だんめかしたように言います。「アキナ殿があまりにも美しいので、緊張して卒そつ倒とうしたのではないかな？」

アキナ：あ、あわわわわ（一同笑）。そういうのに答えられないアキナです（笑）。

ＧＭ：「ともかく、せっかく来ていただいたのに申もうし訳わけない。当事者がこれでは見合いも進められんし、しばらくはこちらが用意した宿しゆく舎しやに滞たい在ざいしていてくれないかな？」

アキナ：そうですね。リアムさんの体調も心配ですし……。

ＧＭ：「回復が早ければ、また日を改めてお会いすることになるかもしれん。詳くわしいことが決まったら、また連れん絡らくするよ」といったところで、お見合いはお開きになります。

アキナ：そっか……。お医者さんが言ってた、最近同じ症状の人が多いっていうのが気になりますねっ。ともかくマルセルさん、宿舎に行きましょう。

マルセル：ああ、そうだな。

ＧＭ：といったところで、シーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle 02◆集結のエンジェルファイヤー




　緊張とそれに続く騒そう動どうの結果、アキナはもうぐったりであった。

　マルセルともどもあてがわれた宿舎で体を休めていたところ、来客を告げる声がかかる。

　耳慣れた声とともに姿を見せたのはギィとドラン。

　その険けわしい表情から、何か重大事が生じたらしいことが伺うかがえた。




ＧＭ：では、次のシーンです。シーンプレイヤーはマルセル。ＰＣは全員登場してください。

マルセル：了解だ。

ＧＭ：アキナとマルセルは、ノルドグラムにある迎げい賓ひん館かんに泊とまっています。一方のギィとドランは、無事にノルドグラムにたどり着きました。

ギィ：特に襲おそわれたりとかはないわけだな。

ドラン：まあ、襲しゆう撃げきがないに越こしたことはないナリ。

ＧＭ：というわけで、ギィとドランのふたりは、煌こう々こうと輝かがやく街灯に照らされたノルドグラムの街を歩いて、宿舎に向かっています。

ギィ：へえ、ノルドグラムって、夜でもこんなに明るいのか。こりゃすげぇ。

ドラン：錬れん金きん術じゆつや魔ま法ほう具ナリか？　どっちにしてもさすがレイウォールの首都ナリ。

マルセル：ふむ……（いぶかしむような表情で）。

アキナ：マルセルさん、どうかしたんですか？

マルセル：さっきもそうだったんで気になっていたんだが……街灯の描写が繰り返されたんでな。どんな街灯なんだ？

ＧＭ：…………。ガスライトのような形状をしています。

マルセル：ということは、いわゆる昔のアーク灯みたいなものか。

ＧＭ：そんな感じです。

マルセル：ふむ、わかった。

ＧＭ：さて、しばらく歩くと、ギィとドランは迎賓館にたどり着きます。

ドラン：では、迎賓館の門衛に取り次ぎを頼もう。フェリタニアの将しよう軍ぐんドラン・ベレレンが第一の騎士アキナ・ブルックスに面会を申し込むナリ。
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ＧＭ：「フェリタニアの将軍は、ドラム缶かん型がたのエクスマキナというのは、本当だったんだな」「まさか本当だったとは……」「サ、サインください！」と門衛たちがざわめきます。

アキナ：ドランさん、人気者ですね。

ギィ：そしてオレはドラン将軍のおつき、肩かた書がきなんてねぇ下したっ端ぱですよぉー（一同笑）。

マルセル：そういう設定で旅して来たのか（笑）。

ＧＭ：というわけで、みなさんは合流しました。場所は来らい賓ひんをもてなすための品の良い内装で飾られた部屋です。ふかふかのソファーがあり、落ち着いて話し合うこともできそうです。

ギィ：そりゃいいや。軽くくつろがせてもらおうか。

ＧＭ：ちなみにみなさんが通された部屋は屋敷の四階。外には美しいノルドグラムの夜景が映うつっています。

ドラン：本題に入る前に……（笑）。ところでアキナ、お見合いはどうだったナリか？

ギィ：おお、そういえばそうだったな。

アキナ：リアムさんとお会いしたんですけど……あまり体調がよろしくないみたいで、今休養中なんです。

ギィ：休養中？　病気にでもかかったのか？

マルセル：最近、このあたりでは原因不明の体調不良が増ふえているそうだ。リアムもそうなのかもしれん。

ドラン：ふむ、どんな状態になるナリ？

アキナ：貧血や、栄養失調と似にた症状だそうです。リアムさんにも同じ症状が出てたみたいだし、ちょっと気になってるんです。

ドラン：（にやにや）で、リアム殿はどうだったナリか？

アキナ：えっ、そのぅ……悪い人じゃない、けど……わかんない～……ぷしゅー（一同笑）。

ギィ：「悪い人じゃないんですけど、結けつ婚こん相手としては……」ってやつか？（笑）

アキナ：（あたふた）でもあの、国の、ことを、考え…………たい、と、はい……（一同笑）。

ＧＭ：そんなに焦らなくても（笑）。

アキナ：うう～っ、だって、恥ずかしいんですよぅ～！（一同笑）

ギィ：なあ、リアムってどんなやつだった？

アキナ：へっ？　えっと、そうですね……えっと、線が細くて、顔が青白くて……。

ドラン：それは体調が悪いせいでは？（一同笑）

ギィ：まあまあ。ほれ、続けて続けて。

アキナ：えっと、眼鏡めがねをかけていて……すごく優しそうな人でした！

ドラン：よくわからんが、いい人そう――というのは伝わってきたナリ！（笑）

マルセル：元三二将だから言うが、あの連中にはろくなやつがいないぞ。




　あなたがそれを言いますか。




ギィ：ま、リアムは有能で家柄もいいから、そのうちレイウォールの立場を左右するような人物になるかもしれないな。

アキナ：うー、はい……。……やっぱり、まだ、その、結婚、ってよくわからないんです。

ドラン：まあ、今回はそんなに切せつ羽ぱ詰まった話でもないナリ。ゆっくり考えるといいナリよ。

アキナ：そうですね……早く元気になってもらいたいな。本当に、悪い人じゃないんですよ？　すっごくいい人なんですよ!?

ＧＭ：まるで「実はバルムンク・ノヴァ」というフラグを潰つぶそうとしているようだ（笑）。

アキナ：バルムンク・ノヴァじゃないです！　グリンダじゃないです！　あの人はいい人ですっ！（笑）　と、ソファーから立って力説します！
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　アキナにこれほどのトラウマを与えるとは……。

　仮面の魔女恐るべし――であった。




ドラン：グリンダの変装って可能性はあるナリ（笑）。

アキナ：うっ！　でもあたしは、会った人がみんないい人だって信じてます～っ！（一同笑）

ＧＭ：実にアキナらしい台詞せりふですね。

ギィ：（にやにや）ま、アキナはそれでいいと思うぜ。

アキナ：さっきから、何でギィさんはにやにやしてるんですか～！

ギィ：別に～？　いいねぇ、青春だねぇ～（一同笑）。

マルセル：……で、お前たち、そんな話をしに来たわけではないだろう？

ドラン：……うっかり忘わすれていたナリ。




　来た目的を忘れないでいただきたい。




ギィ：アキナ。ノルドグラムに、「美人すぎる女商人」ってやつがきてるらしいぜ。

アキナ：美人すぎるって……もしかして、グリンダですか？

ギィ：おそらくな。そいつを伝えたくて、オレたちは来たんだよ。

アキナ：となると、謎なぞの体調不良もグリンダの仕し業わざかも？

ギィ：ちなみに今、バルムンクとバルムンク・ノヴァが争あらそってるらしいぜ。

ドラン：ヘクスフォードでも、バルムンクとバルムンク・ノヴァの抗こう争そうあとを見たナリよ。

アキナ：潰し合ってるんですか？

ギィ：みたいだぜ。

ドラン：そういえば、バルムンク・ノヴァにいたミレイ・フィリングから、「〝嘆きの一撃ドウラーレスストロークス〟を破は壊かいしてはいけない。破壊すれば世界が破は滅めつする」……という話を聞いたナリ。また、彼女はこのノルドグラムを対象とした作戦に関与していたフシがあるナリ。

アキナ：うーん。……あ、〝嘆きの一撃〟って、何ですか？

ドラン：ワタシにもさっぱりわからないナリ。プレイヤーは『アクロス』に参加していたから、知ってるけど（笑）。

ＧＭ：そこは、この後調査するシーンを設けますので。

ギィ：にしても、ミレイって、バルムンク・ノヴァのエージェントでグリンダの部下なんじゃないのか？　その言葉、信用できるのか？

ドラン：死の間ま際ぎわに残した言葉だし、噓うそを言っているようには見えなかったナリ。だから、一定の信しん頼らいはできると思うナリ。

マルセル：バルムンクとノヴァが抗争していることを考えると、バルムンクのほうが〝嘆きの一撃〟とやらを破壊しようとしているのかもしれん。

アキナ：世界を破滅させるために、ですね。

ドラン：では、ノヴァ側はいったい何に使うつもりナリか？

マルセル：さて。推すい測そくばかりしても仕方がない。話の全ぜん貌ぼうを摑つかむためにも、調ちよう査さを始めよう。

一同：了解！

ＧＭ：といったところで、このシーンは終了。情じよう報ほう収しゆう集しゆうシーンに移うつります。







◆Middle 03◆調査開始！




　ノルドグラムで目もく撃げきされた、美人女商人の噂うわさ。原因不明の体調不良現象そして〝嘆きの一撃〟。情報の断だん片ぺんを確かなものとするべく、エンジェルファイヤーは、早さつ速そく調査に乗り出した。




ＧＭ：次は情報収集のシーンです。シーンプレイヤーはギィ。ＰＣは全員登場してください。

アキナ：はーい。

ＧＭ：先ほど情報交換したため、以下の項こう目もくを調査できます。




・〝嘆きの一撃〟について　　　　　　【知力】18

・謎なぞの美人女商人について　　　　　【幸運】12

・原因不明の体調不良現げん象しようについて　【精せい神しん】15

・ミレイ・フィリングについて　　　【筋きん力りよく】15




アキナ：【筋力】!?　こ、これはあたし担当ですね（一同笑）。

ギィ：四巻でもやってたな（笑）。

アキナ：バルムンク・ノヴァの下っ端さんをボッコボコにして、お話を聞くんですねっ！

ＧＭ：演出はおおむねそのとおり（一同笑）。

アキナ：本当は、あたし、美人女商人を調べたかったんですけどね。……【筋力】にしか自信がないから調べられないんですよねぇ（笑）。

マルセル：すまんがそういうことで頼たのむ（笑）。他に【筋力】が得意なメンバーもいないしな。私は【精神】で判定する体調不良現象について調べよう。

ギィ：オレは《フィールドワーク》があるから、美人女商人に行くぜ。

ドラン：では、ワタシは〝嘆きの一撃〟を調べよう。ノルドグラムの図書館を当たったり、高名な魔術師の研究所の門を叩いたりして調査するナリ。

ＧＭ：了解です。では、順番に処しよ理りをしていきましょう。まずは〝嘆きの一撃〟について。

ドラン：（ダイスを振ふる）お、10だから24ナリ。成功！




　ドランは、猛然とノルドグラム中を駆け回った。
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　古代の錬金術の知識を蓄たくわえている、様々な施設や人物を訪ねて歩いたのである。

　そして、とある書物に目指す破壊兵器の記述を発見する。




ＧＭ：〝嘆きの一撃〟は古代に製造されたゴーレム兵器です。最大の武器は〝歪曲砲デイストーシヨンブラスト〟。

ドラン：ふむふむナリ。

アキナ：〝歪曲砲〟!?　な、なんかすごそうです!?

ＧＭ：実じつ際さいすごい兵器です。時間と空間をまとめて破壊する兵器で、理り論ろん上破壊できないものはないと言われています。

ドラン：『アクロス』では危あやうく国がひとつ滅ほろぶところだったナリ。




　くわしくは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』シリーズをご覧らんいただきたい。




アキナ：エルザ姉さまの出ているリプレイですね！

ＧＭ：そのとおりです。〝嘆きの一撃〟は、物語の終しゆう盤ばんで登場した兵器で、神に準じゆんじる力を持った魔ま族ぞく〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のうち一体を滅ぼすために用いられました。その魔族の時間は止まっていたため、倒すことができませんでした。

ギィ：何しろ時間が止まっているから、どんな攻撃を与えても変化が起きない。損害を受けるという〝未来〟がやってこない。

ＧＭ：そこで――。

アキナ：時間ごと壊こわせる歪曲砲が使われたんですね。

ＧＭ：そういうことです。

アキナ：古代兵器って、すごい技ぎ術じゆつでできているんですね。

ギィ：遠い古代では、神と魔族の勢せい力りよくが、超技術や超魔法を駆使して、散々戦争していたようだからな。

アキナ：〝嘆きの一撃〟もそのひとつなんですね。

ＧＭ：そういうことです。さて、〝嘆きの一撃〟を動かして歪曲砲を撃うつためには、大量のエネルギーが必要になります。具体的には、竜りゆう輝き石せきと焰えん硝しよう石せき爆ばく弾だんの素そ材ざいである焰硝石、あるいはそれに近い力を持つ素材が必要です。

ギィ：ってことは〝嘆きの一撃〟を動かすため、ドランの竜輝石が狙われたりして？（笑）

ドラン：そうかも!?　今、ワタシは大ピンチナリか!?

アキナ：ドランさんを守らなきゃ！

マルセル：その可能性は低いだろう。ドランの竜輝石が必要なら、とっくに襲われているはずだ。ミレイの言葉にしても、先々狙う前提なら、ドランに情報を与えるようなことをいうのも不自然すぎる。

ギィ：それもそうだな。……てことは、アベルの残した焰硝石爆弾とかバルムンク・ノヴァの確保している擬似竜輝石あたりで、エネルギー源は確保してるのかな？

ＧＭ：そこは現状ではわかりませんね。ともあれ、〝嘆きの一撃〟に関しての情報は以上です。

アキナ：わかりました！

ＧＭ：次は謎の美人女商人。【幸運】で、難なん易い度どは12です。

ギィ：酒場や裏社会の連中など、この街の動きに明るい連中に当たっていくぜ。《フィールドワーク》を使おう。（ダイスを振る）ほーら！　クリティカル！




　ギィのカンは冴さえ渡わたった。

　喧けん騒そうに満ちた裏通りをしばらく歩いただけで、ノルドグラムきっての情報屋が根城にしているうらぶれた酒場をあっさりと見つけ出したのだ。

　そして早速その情報屋と意い気き投とう合ごうしたギィは、この街で活動していた女商人の情報を得た。




ギィ：で、どんな情報だ？

ＧＭ：ノルドグラムで目もく撃げき例れいが多い人物ですね。神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、彼女が瞬しゆん間かん移い動どうするところを目撃した人もいます。その時に、靴くつのかかとを打ち鳴らしていたとのこと。

アキナ：これはもうグリンダですよねっ！（一同笑）

ＧＭ：あとクリティカルしたので追加情報です。つい先日、活動拠点をベルリール地方に移したようです。

ギィ：何!?　じゃあ、ノルドグラムにはもういないんじゃねーか！

ＧＭ：かもしれませんね。

ギィ：なるほど。ベルリール地方って、かなり大おお雑ざつ把ぱだな。

マルセル：ベルリール地方……隣国のレイウォールアライアンスと関係があるのかもしれん。

ドラン：何やら嫌な予感がするナリ。

ＧＭ：さて、どうでしょうか。というわけで、謎の美人女商人についての情報は以上です。さて、次は謎の体調不良現象について。【精神】の難易度15で判はん定ていしてください。

マルセル：【精神】は元々11ある。さすがに失敗はしないだろう。

ＧＭ：地味にフラグを立てているように聞こえますが……（笑）。

アキナ：だ、大丈夫ですよ！　きっと！（笑）

マルセル：心配は無用だ。（ダイスを振る）……出目は３。達たつ成せい値ちは14。…………失敗だ。

一同：な、何だってえぇ――っ!?（一同爆ばく笑しよう）




　お約束の展開であった。




アキナ：うっ、裏うら目めったぁ～っ!?（笑）

ギィ：ま、こういこともあるって。

ドラン：振り直し、振り直しを要求するナリ！（笑）

マルセル：無む論ろんだ。まあ、今度こそ大丈夫な……はず（笑）。――フェイトを使って振り直す。ていっ……（ダイスを振る）…………３。失敗だ。

一同：…………。

マルセル：…………。

一同：うおおぉぉぉぉぉ――いっ!?（一同爆笑）

マルセル：（わなわな）ば、馬ば鹿かな。二回連続で３、だと……!?（一同爆笑）

アキナ：マルセルさーんっ!?（笑）

ギィ：もう振り直しができねぇ!?　体調不良の原因はわからないままだが、……ま、フェイトつぎ込んだ上でのダイス目の結果じゃ仕方ねぇ！（笑）

ドラン：さすが裏目軍ぐん師しナリ！　見事な裏目ナリよ！　まるで、わざとやってるみたいナリ（笑）。

マルセル：やるかぁ――――っ!?
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　マルセルは、ノルドグラムで原因不明の体調不良現象の調査に入った。

　昔むかし馴な染じみの医者や役人に、事情を聞こうと街を訪ね歩く――。

　ところが人通りのない街がい区くにさしかかった時、不意にマルセルの足下に、〝カッ〟と毒矢がつきたった。

　続いて幾人もの殺気だった足音が後方から迫る。

　刺客であった――。

　もう調査どころではない。マルセルは、ほうほうの体で逃げ出さざるをえなかった。




ＧＭ：……そんな感じで、謎の刺客――おそらくはバルムンク・ノヴァの妨害が入ったというところでしょう。

マルセル：ふ、不覚だ。

アキナ：これ、わからなくても大丈夫なんでしょうか……？

ＧＭ：さ、さあ……。どうでしょうね（笑）。

ギィ：……まあ、失敗したものはしょうがねぇ。

ＧＭ：それでは、最後はミレイ・フィリングについて。【筋力】の15でどうぞ。

アキナ：あたしの出番だ。いきますねっ！

マルセル：アキナの【筋力】は14ある。失敗するはずはな…………。

一同：スト――ップ!!（一同爆笑）




　裏目力の怖ろしさを、再確認したばかりの一同であった。




マルセル：…………。

アキナ：と、とにかく判定しますね。……えいっ！（ダイスを振る）　………１と!?　…………２ぃ――っ!!


一同：――――っ!!（一同爆笑）

ＧＭ：セーフ!!　ダイス目３でファンブルせず、達成値17で成功です！

ギィ：ギリギリだよ、おい!!（爆笑）

ドラン：マルセルの裏目力が他人に影響するなんて……驚いたナリ（笑）。

アキナ：裏目力ってスゴすぎですっ!?　マルセルさん……大変ですね。

ドラン：ほんと、強く生きるナリ（笑）。

マルセル：……同情とか、要らないから！（笑）
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　信じられないと思うが――。

　これはすべて、現実に起きたことである。




アキナ：――で、何が分かったんですか？

ＧＭ：はい、アキナが調査した結果――。




　アキナは街でバルムンク・ノヴァのミレイについて聞き込みをしていた。

　雑然とした通りを歩く中、酒に酔ってくだをまくひとりの男に遭そう遇ぐうする。

　見れば、戦闘を訓練したもの特有の体つきであった。

　不審げに近づいたアキナの顔を見た男は、血相を変え、脱だつ兎とのごとく逃走を図る――。

　すかさず不ふ審しん者しやを捕まえたアキナは、彼がバルムンク・ノヴァの構成員であると知り、貴重な情報を聞き出すことに成功した。




アキナ：やったぁー！　でも、街でくだをまくとか、ほとんどチンピラですね！（笑）

マルセル：ヒューバードが死んで組織にガタが来ているのか……。

ギィ：といっても落ちぶれすぎだ！（笑）

ＧＭ：というわけで以下のことがわかります。ミレイ・フィリングは、アベルが持っていた焰硝石爆弾の最後のひとつを巡り、バルムンクと抗争していたようです。

ドラン：なるほど……「焰硝石爆弾がヘクスフォードの港にある」と突つき止とめたバルムンクとバルムンク・ノヴァが、あの倉庫で鉢はち合あわせしてしまったナリな。

アキナ：で、爆弾はどこにあるんですか？

ＧＭ：それは不明です。襲撃の前にミレイのいた倉庫からは持ち出されたはずだ、とチンピラバルムンク・ノヴァは語ります。

ギィ：焰硝石爆弾は〝嘆きの一撃〟の動力源にされてそうだな。別の可能性も否定できんが。

ＧＭ：さらにこの構成員から、バルムンク・ノヴァのノルドグラムでの隠れ家のひとつの場所を聞き出しました。

アキナ：おお！　これは大きいですね！

ドラン：ミレイの計画書でも、この街に連中の拠点があることは示唆されていたナリ！

ＧＭ：ミレイ・フィリングについての調査で判明する情報は以上です。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ここまでに手に入った情報により、バルムンク・ノヴァの隠かくれ家がの場所が判明、調査できるようになります。

ドラン：ならば、そこに行くのが一番いいナリね。

ギィ：〝嘆きの一撃〟や焰硝石爆弾の手がかりが見つかるかもしれないからな。

アキナ：よしっ、早速行きましょう！　グリンダの足跡が分かるかもしれませんし。

マルセル：本来ならば、他国であるレイウォールで動くのはまずいのだが……ことがことだ。我われ々われだけで動いてしまったほうがいいだろう。

ドラン：うむ。最悪、ワタシたちごとノルドグラムが吹ふっ飛とぶ展開ナリね。

アキナ：それは困こまりますっ！

マルセル：とにかく、時間がない。さっさと解かい決けつしてしまって、あとはなるべく地位の高い人間に話を通し、決着をつけるしかないだろう。

ギィ：原因不明の体調不良現象の件がわかれば他の展開もあったかもしれないが、とりあえず他に行けるところもないし、まず隠れ家にみんなで行かないか？

マルセル：すまん、私が失敗したばかりに。

アキナ：しかたないですよ。では、みんなで、隠れ家に向かいましょう！

ＧＭ：それでは、全員でバルムンク・ノヴァの隠れ家に向かうとが決まったところで、このシーンを終了しましょう。







◆Middle 04◆明かされた狙い




　ノルドグラムの郊外を歩くアキナたち。やがて小高い丘にある民家が見えてくる。

　そこは、バルムンク・ノヴァの隠かくれ家がであり、アキナたちの目的地であった。




ＧＭ：次のシーンです。舞台はバルムンク・ノヴァの隠れ家。ＰＣは全員登場で、シーンプレイヤーはドランです。

ドラン：了解ナリ。

ＧＭ：さて、場所はノルドグラム郊こう外がいにある小さな村。ノルドグラムは塀へいに囲まれた城じよう砦さい都市ですが、バルムンク・ノヴァはその外側にある村落地帯の一角に隠れ家を設もうけていました。




　目標の隠れ家は一本の木に寄より添そうようにして、ひっそりと建っていた。




ギィ：ふぅん……ずいぶんと無む防ぼう備びじゃねぇか。

マルセル：一いつ般ぱん市民に身分を偽いつわっている以上、なるべく自然体にしたかったんだろう。

ギィ：とりあえず、近づいてみよう。窓まどがあるなら、中を覗のぞいてみるぜ。

ＧＭ：窓にはカーテンが引かれ、中の様子をうかがうことはできません。

ギィ：ふむ。扉とびらはひとつだけか？

ＧＭ：はい、玄げん関かんだけで、鍵かぎはかかっていません。トラップも仕し掛かけられてはないですよ。

ドラン：では、お邪じや魔まするナリよ～……がちゃっ（←扉を開ける仕草）。

ＧＭ：中に入ると、人が住んでいた形けい跡せきがあります。靴や衣類が散乱し、テーブルには食器が出しっぱなしだったりと、持ち主は、あわててここを出て行ったようですね。

ドラン：なるほど。なんらかの理由で、急いで出発する必要があったナリな。

ＧＭ：そのようです。また、この家にはいくつか部屋があります。

マルセル：何か見つかるかもしれない。調べてみるとしよう。

ドラン：了解ナリ。

ＧＭ：では、【感知】で判定してください。難なん易い度どは16で。

ギィ：任せろ。難易度16なら余よ裕ゆうだからな。……（ダイスを振る）……達成値18で成功だ。
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ＧＭ：では、ギィは暖炉の灰の下に書類の燃えかすがあることに気がつきます。

ギィ：おっ。じゃあ、手て袋ぶくろをして、慎重に灰を払いのけながら書類を取り出すぞ。

ＧＭ：そこには、焦こげあとの残る書類の断片が埋もれていました。なんらかの計画書が燃え残りのようですね。

ギィ：へ、ずさんな仕事だな……。本当にバルムンク・ノヴァも質が落ちたもんだぜ。

アキナ：処しよ分ぶんできたかどうか、確認し忘れるなんてよっぽどあわててたんですね。

マルセル：それで、内ない容ようは？

ＧＭ：以下のようなことが分かります。




・計画の首謀者は〝仮面マスク〟のグリンダである。

・〝嘆きの一撃〟はエストネルの某所を砲撃するために用意された。

・ターゲットはエストネルに滞在中のピアニィである。

・アベルの持っていた焰硝石爆弾はその発射のために〝嘆きの一撃〟に装着される予定。




一同：な、何だってぇ――――っ!?


マルセル：今、エストネルにいるピアニィ様が狙いかっ！

ギィ：大陸が世界と分離しないように、力を振り絞ってるところだろ、避けようがないぜ。

ドラン：逆に脱出でもしたら、それはそれで異次元に繫がる〝空隙〟が空きかねないナリ！

アキナ：ピアニィさんを殺すためだけにそこまで!?　あたし、この作戦を許せません！

ＧＭ：ええ。現在ピアニィは、あらゆる生命を吸すい込こんでしまうという体たい質しつです。普通の手段では倒せません。

ギィ：そこらの刺客じゃ、戦闘する前にやられちまうしな。

アキナ：だから異い世せ界かいに行ったんですもんね。

ＧＭ：さらには、アルがピアニィを護衛しています。常じよう人じんでは突とつ破ぱすることができません。

アキナ：（嬉しそうに）やっぱり、アル兄さまは凄いっ！

ＧＭ：しかし、時間と空間を破壊する歪曲砲の超ちよう長ちよう距きよ離り射しや撃げきなら、ピアニィの吸収能力の影響を受けずに、彼女が取り込んでいる邪じや神しんの御み子こと神しん竜りゆう王おうごと抹殺できる、との考えです。

アキナ：うっ……確かに遠くから撃たれたら、反撃できないし。

マルセル：……神と魔を消しよう滅めつさせるつもりか。ヒューバードの賛同者なら当然の思考だな。

ドラン：で、ノヴァに敵対するバルムンク側は、それを防ふせごうとしているナリな。

ＧＭ：そんなところです。ですが、歪曲砲のエネルギーとして必要とされる焰硝石ですが、それだけでは、パワーが足りないようです。

アキナ：神と魔を一緒に吹っ飛ばすから？

ＧＭ：そういうことです。ゆえに、パワー不足を補おぎなうため、ノルドグラムの人々の生命力を吸収し、集積しているようです。書類にはその「吸収テスト」が行なわれたとあります。

アキナ：あっ！　原因不明の体調不良って、そのテストで生命力を吸すわれたせい!?

ギィ：たぶん、アキナの見合い相手も生命力を吸きゆう収しゆうされてたんだろうな。

ドラン：ひどい話ナリ！　…………ってぇ!?（←何かに気づいた）　……その作戦、ほんとひどいぞ！　アルとピアニィが死んだら『無印』が完結前に打ち切りじゃん！
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一同：なんだってぇ――っ!?


　ようやく、気づいていただけたようで。




アキナ：ほんとだぁぁぁぁぁ――!?

ドラン：（素に戻って）あの時お前さんの無茶振りを認めたけどさ……他のシリーズを葬ほうむれとか誰も言いってねぇぇぇぇぇ――――っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ピアニィが死ぬと決まったワケじゃなし。菊地さんがＰＣとして頑張ればいいんですよふふふふふふふふ。

アキナ：かわたなさんが珍しく邪悪な笑いを（笑）。

ギィ：超★露ろ骨こつな無茶振りだな（笑）。

ドラン：……お、面白いじゃねぇ～か!?（笑）　『無印』とピアニィ様はぜってぇ守るナリ!!





　メタな決意に燃えるドラン＝菊池たけしであった。




マルセル：（ひとり淡々と）どうあれやるべきことは変わらん。話を戻すぞ。生命力が吸われているエリアを調べれば、どこに原因があるのか、当たりがつけられるのではないか？

ＧＭ：…………。それがさっきの体調不良に関する判定だったんですよ（笑）。

マルセル：くっ、ちっくしょぉ――っ！（一同笑）

ドラン：これはオープニングのＧＭシーンの影はグリンダだったナリね。研究資材は歪曲砲がらみだろうし……。

マルセル：…………。

アキナ：あの……。その体調不良現象に巻き込まれているリアムさんに、最近行った場所とかを聞きに行きたいと思うんですが……いいですか？

ＧＭ：問題ありません。

アキナ：ありがとうございます！

マルセル：急いでノルドグラムに戻ろう。時間はあまり残されていないぞ。

ＧＭ：ということで、みなさんはバルムンク・ノヴァの隠れ家を後にし、ノルドグラムへ引き返したところで、このシーンを終了しましょう。







◆Middle 05◆からくりの在あり処か




　アキナたちはノルドグラムの宮廷に隣接した医院の門をくぐった。

　王族たちも利用すると言われるだけあって、白い白亜の建物は、清潔感と上品さを兼ね備えたたたずまいである。

　この中に、突然体調を崩してしまったリアムが滞在しているはずだ。




ＧＭ：それでは、次のシーンです。シーンプレイヤーはアキナ、ＰＣは全員登場です。原因不明の体調不良現げん象しようについてさらに調査するため、アキナさんがリアムのところに行くシーンということでよろしいですね？

アキナ：はーい。

マルセル：私わたしもアキナに同行しよう。

ギィ：というか、全員で一緒に行動しよう。

ドラン：確かに。リアムの心当たりを聞いてから行動した方が効率的に思えるナリ。

アキナ：わかりました。そうしましょう！

ＧＭ：では、みなさんは、リアムが入院している医院にやってきました。「お見み舞まいに来ました」と言えば、身元も知られているので、すんなりと通してくれます。

アキナ：入院しちゃったんですか!?　だ、大だい丈じよう夫ぶかな……？　えっと、リアムさんの病室の扉をノックをしてみます。




　アキナが控ひかえめにノックをすると、ややあってから「どうぞ」と声が返ってきた。

　扉とびらを開けると、病室のベッドの上で、リアムが驚おどろいたように身を起こし、目を見み張はっている。顔色は悪いが、倒たおれた時よりはずいぶんと元気そうだった。




アキナ：よかった、ちゃんと起きられるんだ。リアムさん、お加か減げんはいかがですか？

ＧＭ：「ああ、アキナ殿どの。みっともない姿すがたをお見せしてしまって申もうし訳わけない」と、リアムは微び苦く笑しようします。緊きん張ちようしながらも、喜んでいるようですね。

アキナ：（素すに戻もどって）わ、喜んでくれてる！　なんだか可か愛わいいな～♪

マルセル：私もアキナに続いて部屋に入ろう。

ＧＭ：「マルセル君に、合衆国のみなさんもいらしてくださり、ありがとうございます」

マルセル：ああ。具合はどうだ？

ＧＭ：「今は比ひ較かく的てきいいほうだよ」

ドラン：それは何よりナリ。

アキナ：リアムさん、突然押おしかけてごめんなさい。

ＧＭ：リアムはそんなアキナに微笑ほほえむと、「見舞いの品をいただいたんです。よろしければ、アキナ殿も召めし上あがってください」と、リアムはかごに入ったお菓か子しやフルーツを勧めます。

アキナ：…………じゅる（一同笑）。

ギィ：アキナ、よだれが出ているぜ。

アキナ：はっ！　いっけない！　ふきふき（一同笑）。




　色気より食い気である。




アキナ：あの、大だい丈じよう夫ぶです！　そんなに長なが居いはしませんので！

マルセル：ということで本題に入ろう。リアム、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言おう。

ＧＭ：「なんです？」

マルセル：今、ノルドグラムは危き機き的てき状じよう況きようにある。場合によっては、そのまま世界の破は滅めつに繫つながる。
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ＧＭ：「世界の破滅に？　ずいぶんと唐突でおおげさな話ですね」

マルセル：一度は国を出しゆつ奔ぽんした私がこんなことを言っても、にわかには信じられないかもしれない。だが、アキナのことは信じろ。

ＧＭ：リアムは軽く目をつむって考え込んだ後「私は、キミが決して冗じよう談だんを言うような男ではないと知っています。もちろん、アキナ殿のことも信じていますよ」

マルセル：リアム、助かる。

アキナ：友情ですね♪

マルセル：それにしても…………。

ＧＭ：ど、どうしました？

マルセル：いや。こいつは私の裏うら目めを疑うたがったりしないんだな。実にいいやつだと感心しているところだ（一同笑）。

ギィ：確かにそのとおりだな。ずーっと一いつ緒しよにいるオレたちなんか、マルセルが何か言うたびに「お前、それ裏目だろう」って必ず言うもんな（笑）。

アキナ：うーん。マルセルさんには悪いけど、言っちゃいますねー。
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ドラン：逆に、マルセルの予想の逆を考えておくのが正解なんじゃないか、と最近気づいたナリ。

マルセル：お前ら――――っ!?（一同爆笑）。
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　一同は裏目力の怖ろしさを（以下略）。




マルセル：ともあれ、この町で起こっている事象、事じ件けんを包つつみ隠かくさず言う。ただし、ピアニィ様に関することは伏ふせておく。言っても理り解かいできんだろうからな。

ギィ：まあ、オレもまだ理解できないからなぁ（笑）。

マルセル：バルムンク・ノヴァというテロ組そ織しきが、古代兵器を使ってノルドグラムの人間の生命力を吸収する、というテロ行こう為いを働こうとしている。そして、現げん在ざい蔓まん延えんしている体調不良は、その仕し掛かけが原げん因いんである可か能のう性せいが高い。

ＧＭ：「……なるほど。そういうことだったのですか」

マルセル：ああ。私たちは今、そのことについて調査しているところだ。

アキナ：何か知っていることとか、ありませんか？

ＧＭ：「ひとつ、心当たりがあります。デライラ通りを調べてみてください」

アキナ：デライラ通り？




　デライラ通りはノルドグラムの中央部にある、商店が連なる通りだという。




ＧＭ：「以前あの場所に訪おとずれて以来、この体調不良を感じるようになりました。さらにその付近で、原因不明の体調不良を訴うつたえる人が増えたという噂うわさもあります」

アキナ：わかりました！　ありがとうございますっ。

マルセル：……リアム、お前にひとつ頼たのみがある。

ＧＭ：「私にできることならば、何なりと」

マルセル：お前の名前でいいのだが、正式に許きよ可かをもらって調査をしている、というお墨すみ付つきがほしい。もめ事が起きた時に、フェリタニアとレイウォール中ちゆう央おう政せい権けんとの抗こう争そうになってしまうと困こまる。

ＧＭ：「わかりました。ならば、バイバ・ボルガ先生にその件を頼みましょう」

ギィ：なるほどな。バイバ・ボルガは、レイウォール中央政権の軍事を仕切っている軍ぐん師しだ。いくらでも話はつけられるってことか。

ドラン：マルセルのコネが役立ったナリ！




　リアムは、病室の側に控えていた従者を呼び、簡単に事情を説明した書面を用意。バイバ・ボルガに届けさせた。




ＧＭ：ということで、実際にはしばらく後になりますが、以降はバイバ・ボルガの後見のもと活動する墨付きを得たと考えてＯＫです。

マルセル：すまんな。これで多少は動きやすくなる。

ＧＭ：「役に立てたようで何よりです。ただし、あまり派は手でにはやりすぎないように」と微笑みながらリアムは言います。

ドラン：本当にこの人、いい人ナリ。

アキナ：そうなんですっ。リアムさん、いい人なんです！（←力説している）

ギィ：そんなに力説されると逆に怪しく聞こえるぞ（笑）。

アキナ：えっ!?　いやいや、違うんです！　本当に本気で信じてるんですっ！　で、でも、こんなに信じちゃっていいのかなぁ？　あとが怖いかなぁ？（一同笑）

ＧＭ：グリンダの変装かどうか、《天啓》などを使って確認してみますか？

アキナ：いいです！　あたしは自分のカンを信じます！
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ギィ：だな。思い切りがいい方がアキナらしいぜ（笑）。

アキナ：では、リアムさんに言います。ご協力ありがとうございます！　そして、（にっこり笑って）早くあなたの体調不良が治るように頑張ります。

ＧＭ：リアムは「フェリタニア第一の騎き士しの勇ゆう猛もうさは伝え聞いてはおりましたが、その内にこれほどの慈愛も秘ひめたお方だったとは」と、感動したようにつぶやきます。

マルセル：申し訳ないが、時間が惜おしい。そろそろ行こう。

アキナ：あっ、はい！　リアムさん、では失礼します。

ＧＭ：「いえ、お気になさらず。マルセル君、失礼したね」と、冗談っぽく笑います。

マルセル：何をニヤニヤしているんだか……。その場を後にする。

アキナ：（ぽそりと）マルセルさんが冷たい……。

ギィ：あーあ（笑）。

ＧＭ：ふっふっふ。職務に忠実なだけですよ。

ギィ：ということにしておいてやろう（一同笑）。







◆Middle 06◆絡からみ合う蜘く蛛もの糸




　一同は、リアムに別れを告げ、足早に医院から立ち去った。

　赴おもむいた先は、デライラ通り。ノルドグラムきっての商業区画だ。

　午後の通りは、都市の繁栄を誇示するかのように、買い物客で賑にぎわっている。

　その内側に、何が秘められているのかを、知らぬままに……。




ＧＭ：それではデライラ通りで調査をするシーンです。シーンプレイヤーはマルセル。全員登場となります。

マルセル：了解。

ＧＭ：先ほども話しましたが、ここはたくさんの商店が軒のきを連ねる通りです。まもなく夕方で、夕食の買い物客が繰り出し、それを呼び込む商人の声が響くなど、活況を呈しています。

アキナ：ば……晩ご飯！　い、イケナイ！　今大事なのは情報収集！

ドラン：ア、アキナさん（笑）。

マルセル：アキナが屋台に駆け込む前に、聞き込みを始めようか（笑）。

ＧＭ：では、早速うまく聞き込み調査ができたか、判はん定ていをしてください。難なん易い度ど14の【精せい神しん】か【幸運】でお願いします。

マルセル：【精神】ならば、私が判定しよう。ファンブルしない限り、まず成功する。

ギィ：余計なフラグを立てるなぁ――っ！

マルセル：…………。

一同：…………。

マルセル：と、ともかく振ふるぞ。（ダイスを振る）……よし、達たつ成せい値ち21。成功だ。

一同：よかったぁ――――っ!!


マルセル：…………。




　もはや普通に成功するだけで、みなが大喜びする有様であった。




マルセル：くっ！　いいから情報を教えろ！（笑）

ＧＭ：了解。何人にも聞き込みをしたのですが、雑貨屋のおじさんただひとりが「多くの人が体調不良を訴える最中、昼間なのに街がい灯とうが煌こう々こうと灯ともっていた」と証言をします。

アキナ：昼間なのに、街灯がついてたんですか？

ＧＭ：「ああ。俺おれは店の二階から、偶ぐう然ぜん街灯を見てたんだ。気づいたのは俺だけみたいだけどな……」とそのおじさんは言います。

アキナ：すっごい怪あやしい！

ドラン：ふむ、なんでそのおじさんだけが気づいたナリか？　まあ、昼間だし周囲も明るいから街灯がついても気づかない時は気づかないということかな？

ＧＭ：さて、どうでしょう。

ギィ：ま、なぜひとりしか気づかなかったかは、後回しでいいだろう。問題はそのあからさまに怪しい街灯は何なのかってことだが……。

マルセル：これまでの情報からすると、〝嘆きの一撃〟を発射するための生命力吸きゆう収しゆう装置なのだろうが……。
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ドラン：うーん。じゃあ、この街灯を壊こわせば解かい決けつするんじゃないナリか？

マルセル：いや、さすがにいきなり街灯を破は壊かいするわけにもいかんだろう。住民からしてみれば、ただの街灯だ。

ギィ：都市のあちこちにあるみたいだしな。街灯はたくさんあるんだろ？

ＧＭ：そのとおり、そこかしこに街灯が設せつ置ちされています。

ドラン：その街灯すべてが吸収装そう置ちナリか？

ギィ：そうかもしれねぇし、どれか一本だけが問題なのかもしれねぇ。

ドラン：うおー、面めん倒どうくさいナリ！

マルセル：ともかく、いくら街灯が怪しくとも、いきなり我われ々われが寄よってたかってノルドグラムの公共施設である街灯を壊すわけにもいくまい。

アキナ：た、確たしかに……（笑）。

マルセル：バイバ・ボルガ先生に連絡しよう。街灯を設置した業者の背景を洗い、可能なら確保したい。同時に街灯のエネルギー供きよう給きゆうを止めてくれるよう頼たのむ。そいうシステムであれば、の話だが……。

ギィ：なるほど。どんな仕組みかわからねぇから、元から断つ策だな。

マルセル：さらに場合によっては、街灯を全部壊すということもありえるから、「そのために人手を集めてほしい」という要よう請せいもしよう。

アキナ：なるほど！　それなら、ずっと早く壊したりできますね！

ドラン：ワタシは役所に行って、この都市の街灯の数や配置を調べたいナリ。ワタシたちはお墨付きがあるから、なんとかならないか？

ギィ：オレは、街灯を直ちよく接せつ調べたいな。なんか仕掛けがあるかもしれない。

ＧＭ：ＯＫです。

マルセル：時間が惜おしいし、ここは手分けして調査しよう。そして……アキナにも頼みがある。バルムンク・ノヴァが妨害してくるかもしれない。街を監かん視ししていてくれ。

アキナ：わかりましたっ。それじゃあ、怪しい動きがないかチェックします！

マルセル：ああ、頼んだぞ。

ＧＭ：マルセルはバイバ・ボルガに連れん絡らくして街灯を設置した業者について。ドランは街灯の数と配置を。ギィは街灯そのものを調査。アキナは街中の見回り、ということですね。

マルセル：それでＯＫだ。

ＧＭ：ではマルセルから処理をします。街灯を敷ふ設せつしたのは、アルノルド商会です。

マルセル：ほう。

ＧＭ：三年前に打ち出された、レイウォールの治安対たい策さく……「街灯を設せつ立りつして夜道を安全にしよう」という政せい策さくの下、彼らはノルドグラムのいたる所に街灯を設置しました。

ドラン：……三年前？　もし、その政策を進めたのは、ヒューバードナリか？

ＧＭ：そのとおりです。

マルセル：なるほど、これだけ大おお掛がかりなことを、どう実現したのかと思ったが……国の政策ならば納得ができるな。

アキナ：三年も前から計画の準じゆん備びを進めていたんですね～。

ギィ：考えてみりゃバルムンク・ノヴァの首領が長いこと国政を牛耳っていたわけだしな。……って、三年前からピアニィを砲撃するつもりだったのか？

ＧＭ：…………ふっふっふ。それは秘密です。

ギィ：ふーむ。どう考えても別の使用目的があったとしか思えんな。

マルセル：確かに。ヒューバードも、アルディオンの現状を当時から読み切れていたとは思えんしな……。まあ、そこは後回しだ。とにかく、そのアルノルド商会の詳細を知りたい。

ＧＭ：では、さらに【知力】で判定してください。マルセルのコネの相手が、どこまで調査できるかの判定です。難易度は17です。

マルセル：では……（ダイスを振る）……18、成功だ。

ＧＭ：「マルセル様。久しぶりなのに人使いが洗いですね。僕で役にたてるなら、協力しますが……でも裏目に巻き込むのは勘弁してくださいね」とマルセルの元部下のリショットという青年がやってきます。彼はマルセルの協力者候補として準備していた投稿キャラです。




リショット・ハセル（二一歳／男／ヒューリン　投とう稿こう者しや：鳥取県　かるからさん）

　マルセルの元部下のシーフ、ガンスリンガー。どんな仕事も起用にこなすが、極度なに気弱で、愚ぐ痴ちっぽい。どうもマルセルの裏目に苦労させられた経験かららしいが、詳細は不明。だが、マルセルのことは良き上司として敬愛していた。
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マルセル：久しぶりに会って、裏目の心配などするな！（笑）

ＧＭ：「そういわないでください。あんな裏目に巻き込まれて警戒しないほうが無理ですよぉ」と情けない顔で抗議します。

アキナ：何か昔、あったんですね！（笑）

マルセル：何かあったろうことは、否定しづらいな（笑）。と、とにかく頼んだ情報を早く教えてくれ！

ＧＭ：では、リショットからの調査結果により、以下のことが判はん明めいします。商会主はアルノルド・ギャリスンですが、本名はアルノルド・ゴルドレイといいます（一同笑）。

アキナ：ゴルドレイ!?（笑）




　ゴルドレイとは、『デスマーチ』二巻に登場した悪役、経済バルムンクの〝黄金マネー〟のゴルドレイのことである。
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マルセル：ゴルドレイという姓が本名か？　ということは、〝ギャリスン〟のほうが偽ぎ名めいか。

ＧＭ：そうです。どうやら、名前と身分を偽いつわっていたようです。

マルセル：ゴルドレイの親類か？　……バルムンク・ノヴァなのは間違い無さそうだが。

ＧＭ：そして、バイバ・ボルガから連絡が入ります。現在、商会はもぬけの殻からのようです。

アキナ：逃にげられちゃったのかな……。

ギィ：都合のいい隠かくれ蓑みのだったんだろう。ふーむ。……ＧＭ。一般的な知識として聞くが、街灯ってアルディオン大陸でどのくらい珍めずらしいんだ？

ＧＭ：錬金術が発達したのか、最近主要都市ではよく見かけますよ。

ギィ：最近？　……どうにも嫌いやな予感がするぜ。

マルセル：ああ、私もだ。とりあえず、アルノルド商会の情報はこれだけか？

ＧＭ：はい、以上です。次は街灯の数と配置を調べるドランにカメラを移うつしましょう。

ドラン：ノルドグラムの役所にお邪魔して調べるナリよー。

ＧＭ：難易度15の【知力】判定、どちらかを選んで判定してください。

ドラン：ならばワタシが【知力】で判定するナリ。ファンブルしなければ成功ナリ。

ギィ：じゃ、頼んだぜー。

ドラン：地図やら資料やら片っ端から読み込んで分析するナリ――！　……（ダイスを振る）……うむ、達成値は20ナリ。

ＧＭ：了解。ドランの脳のう内ないにインプットされたノルドグラムの地図が、脳のう裏りに展てん開かいされます。




　地図に描えがかれているのは、ノルドグラムの都市の全景だ。

　そこに、次々と街灯の配置場所がマークされていく。

　ふと、気になったドランは、その隣りん接せつするひとつひとつを線で結んでみる。

　やがて街の上に浮うかび上あがるのは、何十もの円が組み合った、巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんであった。




アキナ：都市一個こが収おさまるほどの……魔法陣!?

ドラン：バルムンク・ノヴァめ。やたらと大規模に人に迷惑をかけるのはやめるナリ――っ!?
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ギィ：なるほどな。こうやって、前もって準備してたってわけか。

ドラン：どんだけ、地道な計画ナリか!?

ＧＭ：詳細はわかりませんが、ある程度魔術の知識があるドランには、この魔法陣の目的をある程てい度ど推すい測そくできます。

ドラン：人の生命力を奪うばう……ナリな。

ＧＭ：そのとおり。

ドラン：ふむ。吸収した生命力を、どうしているかはわかるナリか？

ＧＭ：それは、ギィの判定で分かることです。

ギィ：じゃあ、オレは街灯を調べるぜ。

ＧＭ：難易度15の【感知】判定をお願いします。

ギィ：念のために《フィールドワーク》を使って（ダイスを振る）……成功。何がわかる？




　ギィは役人の立ち会いのもの街灯を詳細に調べた。

　発光部やポールの根本など内部構造を見ることが可能な箇か所しよは手当たりしだいに。その作業はひねくれたトラップをいつも相手にしている彼にとって造作もないこと。

　そして街灯の中から見つけ出したのは……。




ＧＭ：街灯をくわしく調べてみると、ポールの根元に発光するための装置以外の機械が設置されていることに気づきます。さらにそこからケーブルが地中を伝わって伸のびています。

ギィ：発光以外の装置って……あからさまに怪しいぜ。こいつは何なんだ？

ＧＭ：詳細は分かりません。特殊な錬金術に技術が用いられているとしか……。

ギィ：じゃケーブルってのは、どこにつながってるんだ？

ＧＭ：ケーブルをたどってみたところ、都市の地下道につながっているようです。ギィはその地下道の入口までを発見できます。

ギィ：地下道ねぇ。アジトでもあるのか？　とりあえず、追いかけてみるか。

ドラン：待つナリ！　待ち伏せされてるかもしれないナリ。

アキナ：ひとりより、みんな一緒のほうが安全ですよ！

ギィ：わかった。合流してから踏み込むか。

マルセル：そうしよう。待ち合わせ場所として、我々の宿舎で合流したことでいいか？

ＧＭ：ＯＫです。では、四人はそれぞれの調査を終え、宿舎でいったん合流しました。

ドラン：では、手早くみんなの情報をすり合わせるナリ。




　こうして一同は、例の街灯は、数年前からバルムンク・ノヴァが組織的に設置したこと、そしてノルドグラム全体に魔法的に意味を持つ形で張り巡らされたことを知る。

　おそらくは街の人々の生命力を吸い取るために。

　そして、その奪った生命力は、街灯につながるケーブルから地下にあるアジトに集積されるであろうと推測した。




アキナ：じゃあ、次のシーンではその怪しい地下道に踏み込みたいと思います。

ＧＭ：了解です。ではこのシーンを終了します。







◆Middle 07◆都市の内蔵




　カツーン。カツーン。

　都市の喧けん騒そうが届かぬ暗い地下道に、足音が響く。

　冷たく湿しめった空気が、肌に不快な感覚を伝えてくる。

　バルムンク・ノヴァが密かに作り上げた劫ごう略りやくのシステムが、その先にあるはずだ。




ＧＭ：さて、ノルドグラムに設置された街灯からつながるケーブルがのびる、先の地下道を探索するシーンとなります。シーンプレイヤーはギィ。全員登場となります。

ギィ：了解だ。じゃあ、カンテラを点けて、灯りを確かく保ほしながら地下道を進んでいくか。

ＧＭ：さて、みなさんは薄うす暗ぐらい地下道の中、足音を響かせながら、無数に伸びるケーブルを追っていきます。内部の空気はひんやりじめじめとした感じではっきりいって不快です。

アキナ：ううっ、いやだなぁ。

ＧＭ：地下道の内壁は作られてからかなりの年月が立ったようで、ところどころ崩れていたりします。どうやら、この大陸に人間がやってきた当初に建造されたもののようです。

マルセル：まあ、ノルドグラム自体古代遺跡みたいなもんだからな。

アキナ：ああ、『デスマーチ』五巻でありましたね。
















ドラン：そのうえで、ケーブルは街の中央部に向かっていた……。ここには先があるはずナリよ。

マルセル：ふむ……とすると、この壁が不自然なわけだな。

ギィ：ここが本当に行き止まりなのかどうか、調べてみるか。

ＧＭ：それでは、【感知】で判定してみてください。難易度は15です。

ギィ：15なら楽勝だな。……（ダイスを振る）……６だから18で成功だ。

ＧＭ：では、ギィにはこの壁が幻げん影えいだということがわかります。

ギィ：そうか。じゃあ、助走つけて、思いっきり体当たりする！

アキナ：わっ!?　ぎ、ギィさん!?

ＧＭ：しかし、ギィは壁にぶつからず、スコッと抜ぬけてしまいます。

アキナ：え、えええーっ!?　ギィさんが消えたーっ!?


マルセル：幻影の壁……か。

ＧＭ：そういうことです。ちなみに通り抜けたギィの側からはこの幻影の壁は見えません。

ギィ：なるほどで、じゃあ、この壁からそっち側へ顔を出だすぜ。見てみろよ、面白いぜー、にゅー（一同笑）。

ドラン：ギィが壁にめり込こんでるナリ。どぉれ、ワタシも……にゅー（笑）。

アキナ：じゃ、じゃああたしも……えいって抜けます！




　小学生ですか！（笑）




マルセル：おい、お前たち、こんな時にはしゃぐな！

アキナ：はーい、先生ごめんなさーい。

マルセル：誰が先生だ（笑）。それで、壁の先にケーブルはつながっているのか？

ＧＭ：はい、そのまま通路にそって伸びています。

ギィ：さすがに壁を抜けたら警けい戒かいするぜ。人じん為い的てきにカモフラージュしてあったんだしな。じゃあ、オレは三人から離はなれて、10ｍぐらい前を先行していくぜ。

マルセル：《プロテクション》が届とどく範はん囲いにいてもらえれば問題ない。

ＧＭ：わかりました。さて、さらに地下道を進んでいくと、巨大な部屋が広がります。

ギィ：クロスボウとカンテラを構えながら、警戒して中に入る。

ＧＭ：と、その部屋に足を踏ふみ入いれた瞬しゆん間かん、ギィの足元にうっすらと光る線が現あらわれます。

ギィ：うおっ、何だこりゃ!?

ＧＭ：その線は円を描き、巨大な魔法陣となって目の前の部屋に広がっています。

アキナ：ま、魔法陣……!?




　その広い部屋は、不ふ可か思し議ぎな機材が設置されていた。いたる所で巨大な歯車がきしみ、床ゆかや壁には様々な形の魔法陣が描かれ、淡あわい光を放っている。

　そして部屋の中央には――光る石のはめ込まれた、円柱形の装置があった。




ギィ：三人を部屋に入れる前に、ひととおりトラップがないか調べとくか。

ＧＭ：なら、判定も特に必要なく、トラップの類たぐいがないことがわかります。

ギィ：了解。大丈夫そうだ。みんなで中に入って、調べてみようぜ。

ＧＭ：さて、ここでみなさん【知力】で判定してみてください。難易度は15です。

ドラン：【知力】なら任せるナリ。……（ダイスを振る）……達成値19ナリ。

ＧＭ：成功です。部屋の中央に擬ぎ似じ竜りゆう輝き石せきがはめ込まれた円えん柱ちゆう状じようの装置があります。

ドラン：なんと!?

マルセル：バルムンク・ノヴァがよく使う動どう力りよく源げんだな。

ＧＭ：街灯の根元にあったケーブルは、すべてこの円柱に集約されているようです。そして、集められた生命力は、一度ここに蓄ちく積せきされていることがわかります。

ドラン：なるほど、擬似竜輝石に生命力を集めているナリか。

ＧＭ：さらに部屋の奥おくには、巨大なパラボラアンテナのようなものがあります。

マルセル：つまり、街灯で生命力を吸収して、そこで集めたものをこの擬似竜輝石のついた装置に集積して……。

ドラン：おそらく、このパラボラアンテナのような装置を使ってその生命力を、どこかにある〝嘆きの一撃〟に送るつもりか……。

ＧＭ：おおよそ合っています。十分な生命力が貯たまったら、なんらかの方法で転送するための装置ではないか、と思われます。

アキナ：それじゃあ、この擬ぎ似じ竜輝石を取ったら、施し設せつは止まるんでしょうか？

マルセル：可能性はある。だが、簡かん単たんに取れるとは思えん。

アキナ：確かに、こんな大事なものを置き忘わすれたりとかはしませんもんね……。何か防御策があるのかも……。

ＧＭ：ではここで【感知】の判定をしてもらいましょう。難易度は20です！

ギィ：嫌な予感がするぜ。これ、もしかしなくても奇き襲しゆうじゃねーか!?

ＧＭ：さて、どうでしょうか？　ちなみにこれは、誰かひとりが成功すれば問題ありません。

ドラン：ギィ、頼むナリよ！

アキナ：お願いしますっ！

ギィ：おう。奇襲だった場合が怖い。《フィールドワーク》とフェイト１点使う。これで確かく実じつだろう。（ダイスを振る）……よし、成功だ！　11だから、達成値23！

ＧＭ：さすがはギィ、お見事です。では、それまで魔法陣が描えがかれていたと思われていた壁がフワッと溶とけて、中からバルムンクのエージェントらしき人ひと影かげが現われます！

ギィ：やっぱり奇襲だったか！　気をつけろ！
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ＧＭ：魔ま法ほう攻こう撃げきを放つエージェント。しかし、全員ギィの警けい告こくのおかげで、巻まき込こまれずに回かい避ひができました。

アキナ：危あぶなかったぁーっ！　ギィさん、ありがとうございます！

ギィ：いいっていいって。

ＧＭ：「ば、馬ば鹿かな……！　気づかれていただと!?」と声を上げるエージェント、どうやら女じよ性せいのようです。

ドラン：アナタたち、もしかしなくてもバルムンク・ノヴァナリね！

ＧＭ：「グリンダ様の計画を邪じや魔ましに来たならば、命を賭かけて排はい除じよする！」と言って指ゆび笛ぶえを吹ふくと、さらに幹かん部ぶらしきエージェントと、その部下たち２グループが現われます。

アキナ：わっ、敵が増ふえた！

ＧＭ：「私は〝色カラー〟のアケハ」と、女エージェントは名乗ります。視し界かいを幻げん惑わくする特とく殊しゆ能のう力りよくを使う、バルムンク・ノヴァのひとりです。




〝色〟のアケハ

（一七歳／女／ヒューリン　投とう稿こう者しや：東京都　島しま風かぜ那な智ちさん）

　バルムンク・ノヴァ所しよ属ぞくの少女魔ま術じゆつ師し。

　髪かみの長い快かい活かつそうな美少女。色彩を操る失われた魔術を継承しており、その特異な力を見込まれて、バルムンク・ノヴァで重ちよう用ようされるようになった。周囲の色を変えて幻げん覚かくを見せることで、潜せん入にゆうや洗せん脳のうを行なう工作員。
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マルセル：なるほど、だから壁に隠かくれることができたんだな。

ＧＭ：余談ですが、例の「街灯が点灯していることを、二階から見たおじさんしか認識できなかった」という現象ですが、アケハのこの視し覚かく的てきなカモフラージュの能力のおかげです。

ギィ：…………ふむ。例のテストを行なった時、こいつが幻影を展開していたんだな。通りにいた人には、街灯の点灯が分からないように。

ＧＭ：そういうことです。アケハの幻影は一方通行なので、通りから街灯を見上げた人は気づかなかったのですが、目もく撃げき者しやは二階から見ていたため、カモフラージュが通用しなかったのです。

ドラン：隠し事はいつかバレるものナリ。

ＧＭ：「偉そうなことを！」と、毒づくアケハ。そしてもうひとりは「〝偽金ブラス〟のアルノルド・ゴルドレイ」と、恭うやうやしく一礼します。




〝偽金ブラス〟のアルノルド・ゴルドレイ

（二三歳／男／ヒューリン　投とう稿こう者しや：千葉県　空く閑がさん）

　バルムンク・ノヴァ所属の剣けん士し。〝金〟のゴルドレイの従弟いとこ。

　優秀な商人だが、それ以上に武の道を好み武人として身を立てるため、傭よう兵へいをしていた人物。従兄を倒した敵と戦えると聞いて、バルムンク・ノヴァに雇やとわれている。




[image: ]




ドラン：〝偽金〟ナリか。真しん鍮ちゆうとか、そういう意味ナリな。

アキナ：あっ！　この人、アルノルド商会の人ですよ！　ゴルドレイですよ！

ギィ：ま、偽金だってんだし、ゴルドレイ姓せいは勝手に名乗ってるだけかもな（笑）。

ＧＭ：本当に親しん戚せきなんですよ。（イラストを見せて）ほら、髪かみ型がたまでゴルドレイ一族の特徴の横ロールになってますし！（一同笑）
















ドラン：そういえば、悪徳商人のレディ・ゴルドレイも横ロールナリ!!（笑）

アキナ：あれって、……遺伝だったんですね！（一同笑）

ＧＭ：「そう！　横ロールはゴルドレイ家の誇りなのであーる！」

ドラン：わけわかんねぇ――ナリよっ!?（一同爆笑）

ギィ：くっそう！　一応商人としては優秀な連中のクセに無駄に面白いのはなぜだ！（笑）

ＧＭ：「確かにゴルドレイは、商家の家柄。だが、我が輩の武力をあなどらぬことだ！　商武両道が我が一族のモットーであーる！」

アキナ：商武両道なんて言葉、初めて聞きました！（笑）

マルセル：だが油断はするな。ゴルドレイも変態的なヤツだったが腕は確かだった。

アキナ：はっ、確かに二巻のクライマックスでも苦戦しました。変態でも強いかもしれません。ジャキッと油断なく剣を構えます。

ドラン：変態、死すべしナリ！

ＧＭ：「変態ではないのであーる」




　哀しみのアルノルドであった。




ＧＭ：では、バルムンク・ノヴァとの戦闘が始まるというところで、次のシーンになります。

一同：了解！







◆Middle 08◆闇やみの拠きよ点てんを叩たたけ




　ノルドグラムの地下で、張り巡めぐらされていたバルムンク・ノヴァの策謀の巣。

　その中ちゆう枢すうで、円柱状の装そう置ちが不気味な唸うなりとともに稼か働どうする。

　命を奪うその力ゆえか、禍まが々まがしい色に染まった擬似竜輝石が中央で輝いていた。

　そして、アキナは大剣を強く握にぎり直す。眼前の邪悪な野望を斬るために――。




ＧＭ：では、戦闘に入ります。配置はエンジェルファイヤーが一エンゲージ。その前、10メートルの位置にバルムンク・ノヴァ・シャドウというモブが二グループいます。

ドラン：シャドウ？　ニンジャかシーフ系ナリか？

ＧＭ：わかりませんが、短たん剣けんを二本構え、身軽そうな連中です。その５メートル先にアルノルドとアケハがひとつのエンゲージに存在ます。

マルセル：ふむ、当面はモブがボスへの邪魔をする感じだな。

ＧＭ：ですね。さて、アルノルドは真しん鍮ちゆう製せいらしき長ちよう剣けんを軽々と二本構え、アケハの方は杖つえを持ってます。

ギィ：アルノルドは二刀流ウォーロードっぽいな。

ＧＭ：では、第一ラウンドを始めましょう。




●第一ラウンド

行こう動どう値ち

ギィ　　　　　　　23

ドラン、アケハ　　17

アキナ　　　　　　15

マルセル　　　　　14

アルノルド　　　　12

シャドウＡ、Ｂ　　10
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ＧＭ：まずはセットアッププロセス。トップはギィですね。

ドラン：ここは《陣じん形けい》ナリかね。

ギィ：とりあえず、いらないんじゃないか？　10メートルなら、アキナは一度の移い動どうでエンゲージできるし。あ、オレ自身はなにもない。

アキナ：それじゃ《陣形》はなしで。

ドラン：ワタシもセットアップはないナリよ。

ＧＭ：それじゃあアケハ。《クイックソング》《エチュード》を自分とアルノルドへ。魔力のこもった怪しげな歌でダメージをアップさせます。

ギィ：ダメージを上げてきたか。

アキナ：次はあたしですが、宣言はありません！

マルセル：次は私だな。《マインドマスター》を宣言。そして《コーデックス》＋《メンターアーツ》でアコライトを指定。これでアコライトのスキルの消費コストを軽減する。

ギィ：《マインドマスター》の効果でもうひとつセットアッププロセスのスキルを使えるな。

マルセル：うむ。ここは《エンサイクロペディア》でエネミー識別をしよう。対象はアルノルドでいいか？

アキナ：アルノルドさんはただ者じゃなさそうだし、いいと思います！

マルセル：では、アルノルド・ゴルドレイをエネミー識別。……（ダイスを振る）……26。

ＧＭ：識別値を超こえました。成功です（詳細はＰ[image: 161]のコラム参照）。




　数々の戦いを潜くぐり抜けてきたマルセルの眼は、正面に立つ双剣の偉い丈じよう夫ふの実力を、たちどころに見極めたのであった。




ドラン：（データを見て）やっぱり【物理防御力】の方が【魔法防御力】より高いナリね。

マルセル：予想していたが、やはり《ディフェンスライン》を持っていたか。《カバーリング》《カバームーブ》もあるし、優秀な壁役だな。

ＧＭ：わかりやすいコンセプトのキャラですから。あと、オリジナルエネミースキルである《偽金の輝かがやき》と《偽金の守り》を解説しましょう。




《偽金の輝き》

　このエネミーが行なう武ぶ器き攻こう撃げきの命中判定の直前に使用。その武器攻撃のダメージに対してスキルやアイテムによるダメージ軽けい減げんを行えなくする。１ラウンドに１回使し用よう可か能のう。
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《偽金の守り》

　このエネミーがダメージを受けるダメージロールの直後に使用。ダメージ軽減を行なう。受ける予定のダメージをマイナス［10Ｄ］し、さらにその攻撃ではバッドステータスを受けない。１ラウンドに１回使用可能。




アキナ：《偽金の輝き》って《ウェポンガード》が使えなくなるんですね。――強い。

ドラン：うーむ。ゴルドレイ一族とは思えぬ脳筋ぶりナリ！

ＧＭ：「失礼な！　だが、我が輩の実力を看破した眼力、見事であーる」というアルノルド。「あんた敵を褒めてる場合じゃないでしょ！」とアケハがつっこみますが、彼は意に介したそぶりもありません。

アキナ：なんかデコボココンビですね（笑）。

マルセル：……さて、これで私は終わりだが、ＧＭ。さらにギルドサポートを宣言したい。

ＧＭ：ええ。

マルセル：アキナ。ここで《陣形》を使うぞ。

アキナ：やっぱり使うんですか？

マルセル：アルノルドが《間合い》を持ってる。ヤツの【移動力】が15メートル以上だと、このセットアッププロセスで、我われ々のエンゲージに突つっ込こまれる可能性がある。

ギィ：そしておそらく、この布ふ陣じんなら15メートルより下ってことはねえはず……か。

ＧＭ：…………。

アキナ：相手に突っ込まれる前に、あたしが前に出るんですね。では《陣形》を使います！




　この《陣形》でアキナはバルムンク・ノヴァ・シャドウのエンゲージへ移動。

　他の三人は、その場に留とどまることを選せん択たくした。




ＧＭ：（しくしくしく）《間合い》に気づかれなければ、ドランかマルセルを攻撃できたのに……。

ギィ：《エンサイクロペディア》が超ちよう役やくに立ったな！

マルセル：ああ。使ったかいがあった。

ＧＭ：なお、シャドウが《脚あし止め》を持っているので、アキナのいるエンゲージが封鎖されます。

アキナ：わかりました！

ドラン：で、次はアルノルドナリよ。

ＧＭ：一応《間合い》を使って、アキナとエンゲージしておきましょう。

アキナ：来たなー！

ＧＭ：「アキナ・ブルックス、この日を待ちわびていたのであーる。我わが従兄いとこを倒したお前を倒し、我が輩がより優すぐれていると証しよう明めいするのであーる」と、巻まき舌じたで言うアルノルド。
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アキナ：イラッ。
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ギィ：ちょっと、アキナがすごい微び妙みような顔になってるよ！（笑）

アキナ：懐なつかしのゴルドレイを思い出してイラつきました（笑）。

ＧＭ：「な、なんか、気分を害したのならすまないのであーる」（一同笑）

ドラン：コイツ、いいひとナリ（笑）。

アキナ：ゴルドレイさんって、一対一で話しているとイラっとする人でした。あなたは違うみたいですけど、立たち塞ふさがるなら倒します！

ＧＭ：「上う手まくいくかな？」ニヤリと笑うアルノルド。次のシャドウは宣言なし。では、イニシアチブプロセス。

ギィ：特にそちらが動かないなら、オレのメインプロセスいくぜ。




　誰よりも早く攻撃に移ったのはギィ。

　瞬まばたきする間もなく、必殺の矢の狙いを定める。




ギィ：ムーブアクションで《ホークアイ》、マイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションは《ワイドアタック》。対象はアキナのいるエンゲージ、アキナ以外の三体。リンメルの矢も使っておくか。《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使用。今見せよう、我が新秘密兵器、マジカルクロスボウ！
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ＧＭ：クロスボウによる範囲攻撃が来た！

ギィ：そのとおり。命中判定に《フィールドワーク》。片手で狙いをつけ……（ダイスを振る）クリティカルだ！

マルセル：ならばギィに《シーリィ》だ。ダメージに＋40。

ドラン：毎回思うけど《シーリィ》はでかいナリねー。

ＧＭ：シャドウは回避を振ります。（ダイスを振る）Ａはクリティカルせず。命中。（ダイスを振る）Ｂ、ファンブル!!


マルセル：３Ｄ振って全部１とはすごいな（笑）。

アキナ：かわたなさん、その調子です！

ＧＭ：ぐぬぬ……（笑）。アルノルドは《ディフェンスライン》を使用します！　４Ｄ＋10で……（ダイスを振る）惜しい、３、４、５、６！　クリティカルが出れば避けられたのに。

アキナ：（安心したように）ほっ。

マルセル：全員当たったのなら、《チェックメイト》を使用する。（ダイスを振る）……む。出目が低かった。29点を足してくれ。

ギィ：オレは《ピアシングストライク》を使用。……（ダイスを振る）……合わせて[image: 187]点の〈無〉属性魔法ダメージだ。

ＧＭ：くっ、クリティカルしなければ生きていたのに！　シャドウは両方とも戦せん闘とう不ふ能のうです。




　ギィの魔法の矢が、アケハの部下の工作員〝シャドウ〟たちに次々とつき刺さる。

　一連の猛もう射しやが終わったあと、そこに立っていたのは、過か剰じようなほどに屈くつ強きようなアルノルドのみ。




ギィ：よしよし、これでオレの仕事は終わった。あとは任せたぜ。

ドラン：わかったナリよ。次はワタシの番。ムーブアクションで《ランニングセット》から《クラッシュバリア》。マイナーアクションで《ファストドロウ》を使って、メジャーアクションは《エアリアルスラッシュ》でアケハとアルノルドを攻撃するナリ。

ＧＭ：むう。

ドラン：命中判定の直前に真理の書も使っちゃう。（ダイスを振る）クリティカルせず。でも、達たつ成せい値ち43ナリよ。
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ＧＭ：回避の目はないが……ここは使っておくか。オリジナルのエネミースキル《トラップカラー》を使用。

ドラン：効果は？

ＧＭ：回避判定を行ない、その結果にかかわらずメインプロセスの終しゆう了りよう時に攻撃を仕掛けてきたキャラクターへ《エアリアルスラッシュ》で反はん撃げきを行ないます。

ドラン：こっちに攻撃が飛んできたナリ！

マルセル：回避してもしなくても反撃できるのか。かなり強力だな。

ＧＭ：一ラウンド一回しか使えないですけどね。自分自身を囮おとりに、幻げん術じゆつで隠した魔ま術じゆつ的てきトラップに引っかけるスキルです。では回避判定を。（ダイスを振る）アケハは達成値13で失敗。（ダイスを振る）アルノルドも命中しました。

ドラン：当たったけど、実はクリティカルしなかったからダメージは低いナリ。

ＧＭ：あ、待ってください。ダメージロールの直前にアルノルドが《カバーリング》《カバームーブ》でアケハをカバーします。「アケハ殿どの、危あぶないのであーる！」




　ドランの疾しつ風ぷうの魔法がアケハを斬り裂さくかに見えた時、小柄な彼女に被かぶさるように割って入ったのはアルノルドであった――。




ギィ：おお、仲間をかばった!?

マルセル：あのゴルドレイだったら、あっさり見み捨すててたところだ。

ＧＭ：「ノルドグラムの作戦での我が輩の任務は、アケハ殿を守ること。バルムンク・ノヴァの悲願のため、彼女には指一本触れさせないのであーる！」

アキナ：本当にゴルドレイさんとは違うんですね！

ドラン：しかし、今は敵てき同どう士し。手て加か減げんはしないナリよ。（ダイスを振る）……おわっ、ダイス目が低い。83点の【魔法防御力】無む視しで。

ＧＭ：ここで《偽金の守り》を使う。（ダイスを振る）……（計算中）……結果は高めだった。39点軽減して、44点抜け。倍にして88点喰らった。まだまだ。

ドラン：あんまり通らなかったナリ!!

ＧＭ：ではアケハの《エアリアルスラッシュ》による反撃を行ないます！　巧こう妙みように隠された風の刃やいばをドランの死角から放つ！　……（ダイスを振る）……クリティカル!!

ドラン：なにぃ――――っ!?





　ドランの魔法をアルノルドが身を挺ていしてかばう。ニヤリと笑うアルノルド。

　その背で聞こえる、早口で呪文を紡つむぐ鈴のような少女の声――。

　アルノルドが稼かせいだわずかな時間的余裕を最大限に活用したアケハは、ドランに反撃の魔法を叩き込んだのだ。




アキナ：うわぁ。

ドラン：お願いクリティカル！　……（ダイスを振る）……無理！　喰らったナリ。

ギィ：ここはオレが《カバーリング》しておく。

ＧＭ：ダメージロールいきます。（ダイスを振る）なかなかの出目。ダメージは[image: 133]点の〈風〉属性魔法ダメージです。

ギィ：想像以上に痛いたいな。マルセル、《プロテクション》をくれ！

マルセル：了解、《プロテクション》をギィに。（ダイスを振る）65点軽減だ。

ギィ：自前の【魔法防御力】は３点だから、65点ダメージだな。痛え、【ＨＰ】が半分近く削けずれたぜ。

アキナ：この人たち……強い！

マルセル：なめてかかれる相手ではないようだな。

ドラン：で、次はアケハの番ナリね。

ＧＭ：（しばし考え）……よし、ここは仕掛けましょう。ムーブアクションはなしで、マイナーアクションで《ファストドロウ》、メジャーアクションは《ダブルキャスト》。一回目に《レインボーカラー》を使用します。

ギィ：属性を変えてきたか。

ＧＭ：はい。まずは命中判定ですが、その前にオリジナルのエネミースキル《アンブッシュカラー》を使用。幻術を使用して魔ま術じゆつを隠いん蔽ぺいし、回避を不ふ可か能のうにします。

マルセル：具体的には？

ＧＭ：リアクション不可、さらにカバーも行なえなくなります。ただし、シナリオ１回のみ。

ギィ：つまり止めたきゃ《インタラプト》しろってことか。

アキナ：でも、ここで使うのはもったいないですよね？

マルセル：そうだな。これは受けるほうがいいだろう。

ＧＭ：わかりました。それでは、魔術判定いきますよ。（ダイスを振る）……クリティカルで発動。《アンブッシュカラー》の意味ねぇ――っ!?（笑）

ギィ：いや、リアクションでクリティカルするかもしれないし、無む駄だではないぞー（笑）。

ＧＭ：それはそうですが（笑）。リアクション不可なので《レインボーカラー》が命中。みなさんの属性が〈地〉に変へん更こうされます。で、続いて《エンチャントウェポン：風》。

ギィ：だよなー。

ＧＭ：（ダイスを振る）発動しました。アルノルドのふたつの剣に風の魔法が纏まとわりつき、武器攻撃が〈風〉属性の魔法ダメージに変更されました。

ドラン：これでアルノルドの攻撃が【魔法防御力】を無視するナリね。

アキナ：魔法ダメージだと《ウェポンガード》が使えません！

ギィ：（渋い顔になって）こいつは何なに気げに面めん倒どうだな。




　この《レインボーカラー》と《エンチャントウェポン：風》を組み合わせることによってエンジェルファイヤーの【魔法防御力】を無効化する。

　一発一発の攻撃で最大限にダメージを引き出そうという、ＧＭの狙いであった。

　しかし、ギィによってシャドウを倒された結果、肝心のダメージを与える手数が減少しており、効果も半減であった！　がっかりである。




ＧＭ：（しくしくしく）以上でアケハの行動はこれで終わり。次はアキナ。

アキナ：ここはアルノルドさんを攻撃していいですよね。

マルセル：ああ、やってしまえ。

アキナ：はい！　まず、ムーブアクションで《ファストセット》から《フルスイング》。マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》。攻撃の対象はアルノルドさんです。

ＧＭ：「真まっ向こうから来るか、アキナ・ブルックス。受けて立つのであーる!!」

アキナ：それじゃ、一撃目いきますっ！（ダイスを振る）……低い！　達成値23です。

ドラン：アルノルドは《ディフェンスライン》を使って４Ｄ＋10で避さけるから、《バトルコンプリート》で振り直した方がよさそうナリ。

マルセル：23だと、だいたい期き待たい値ちで避けるな。

アキナ：なるほど。じゃあ《バトルコンプリート》で振り直します！（ダイスを振る）……クリティカルしなかった。達成値27です。

ＧＭ：アルノルドは《ディフェンスライン》を使用。27は厳きびしいな。だが――（ダイスを振る）……クリティカル！　ガシイィッ――と、アルノルドがアキナの剣を受け止めます。




　ブンッ！

　アキナが鉄てつ塊かいのごとき大剣を打ち込む。

「ふんっ！」

　アルノルドが双剣を交差させ、その一撃を止める。
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アキナ：ええぇぇぇぇ――っ!?


ギィ：これはしょうがないな。

マルセル：《パリペイティア》。そのクリティカルを振り直してもらおう。《ストラグルクラッシュ》の一撃目を避けられると、二撃目がなくなるからな。ここは当てておきたい。

ＧＭ：む。だが、今日は調子がいい。もう一度クリティカルするはず！（ダイスを振る）……そうそううまくはいかないか。達成値25で回避失敗！

アキナ：よーしっ!!　（ダイスを振る）……[image: 161]点の物理ダメージです！




「ば、馬鹿なであーる！」

　アルノルドの表情が驚愕に歪む。

　アキナの一撃はアルノルドのガードを弾き飛ばし、敵手の身体を切り裂いた。




ＧＭ：【物理防御力】30で[image: 131]点抜けてきた。痛かったけど、まだ立ってますよ。

ドラン：なかなかしぶといナリね。

ＧＭ：「我が使命のため、簡単に倒れるワケにはいかないのであーる！」

アキナ：それじゃ、二回目！　（ダイスを振る）……ちょっと低いな。《バトルコンプリート》で振り直します。クリティカルして！（ダイスを振る）……きた！　クリティカル!!


ドラン：おおー!!

マルセル：《シーリィ》を使用する。畳たたみかけろ、アキナ。

ＧＭ：ここは一いち縷るの望みをかけて回避。《ディフェンスライン》。（ダイスを振る）……よし、きたっ！　……クリティカル――ッ！

ドラン：なにい!?


ギィ：おい、ＧＭ!!

アキナ：信じられない!!　あたしの剣がまた避けられた!?

ＧＭ：「ふっふっふ！　これがゴルドレイ一族の底力であーる!!」

マルセル：――《パリペイティア》。振り直せ。

ＧＭ：…………。こんなに頑がん張ばっているのに。潰つぶされたっ!!


ドラン：そんな頑張り、いらないナリ――っ!!（笑）

ＧＭ：ううっ……（ダイスを振る）……達成値22で回避失敗。

アキナ：よーし、ならここで《スラッシュブロウ》を使います。（ダイスを振る）……ちょっと低かった。[image: 237]点。クリティカルしているので、《バーストスラッシュ》の効果が適てき用ようされて、【物理防御力】無視でダメージが行きます！

ドラン：十分すごいダメージナリよ。

ＧＭ：[image: 237]点そのままもらった。【ＨＰ】の大半が吹ふっ飛とんだけど、まだ生きてます！　「さすがはフェリタニア第一の騎士……なかなかやるのであーる！」

アキナ：アルノルドさんもいい防御でした。だけど、倒します！

マルセル：次は私の行動だが待機する。

ＧＭ：ならアルノルドの行動。「今度はこちらであーる！」と、ムーブアクションで《ファストセット》《スマッシュ》、マイナーアクションで《フルスイング》《ツインアーツ》を使用。

ドラン：あの隙すきのない構え！　こいつ、できるナリ！

ＧＭ：メジャーアクションは《クロススラッシュ》でアキナを攻撃します。（ダイスを振る）命中判定の達成値は24です。
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アキナ：普通に回避します。（ダイスを振る）13で命中しました。
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ＧＭ：ダメージは……（ダイスを振る）おお、出目がいいですよ。[image: 127]点の〈風〉属性魔法ダメージ。

アキナ：魔法ダメージだと《ウェポンガード》できません！




　轟っ――と、アルノルドの双剣が迫る。

　その刀身に防御をかいぐぐり、装甲を軽々と切り裂く風の魔力を宿した斬撃だ。




ギィ：しかも〈地〉属性にされたから、【魔法防御力】０だ。軽減できるのは《プロテクション》ぐらいか

アキナ：マルセルさん、お願いします！

マルセル：任せろ。《プロテクション》（ダイスを振る）65点軽減だ。

ＧＭ：65点!?　アルノルドも「なんと分厚い魔法障しよう壁へきだ!?」と驚きます。

アキナ：ありがとう！　これで62点ダメージです。四分の一くらい、【ＨＰ】が減へりました。アルノルドさん、やりますね！

ギィ：ああ。だが、これなら大丈夫そうだな。

ＧＭ：安心するのは早い！　二回目の命中判定の直前で《偽金の輝き》を使用。ダメージ軽減を行なえなくします！

ギィ：あ、それがあったか！

ＧＭ：真鍮の剣がギラリと怪あやしげな輝きを放ち、アキナへ迫せまる。（ダイスを振る）………達成値23！

ギィ：23か……マルセル、《パトロナイズ》で止められるか？

マルセル：出ない数字ではないが、フェイトを使用しないと厳きびしいな。

ギィ：だったら、オレが防ふせぐか。二発目に《インターフィアレンス》だ。切り札切ってきたんだ、確実に止めるぜ！　５Ｄ＋29だから、ファンブルじゃなきゃ成功。

アキナ：ギィさん、すごい！

ＧＭ：くー、全部１出ろー!!

ギィ：さすがに５Ｄ振ってそれはない。（ダイスを振る）ファンブルはしなかった。刀身を撃って、剣の軌道をそらす。アキナにはそう簡単に触ふれさせねえぜ。

ＧＭ：「我が剣をよく防いだのであーる。そうでなくては、戦う意味がないのであーる！」ニヤリとわらうアルノルド。

ギィ：げ、こういうタイプ、オレ苦手なんだよね（笑）。




　続くマルセルは、ムーブアクションで５メートル後こう退たいしつつ、《ヒール》をアキナへ。

　これでアキナの【ＨＰ】が【最大ＨＰ】まで回かい復ふくした。

　そして、全員が行こう動どう済ずみとなり――。




ＧＭ：では、ここで《二回行動》をアルノルドとアケハが使用します。

ドラン：アケハもナリか！

マルセル：だいぶ厳しいな。

ＧＭ：まずはアケハから。「私はこの戦い、一歩も退くつもりはない！」と叫び、ムーブアクションで《ランニングセット》からの《マジックブラスト》。マイナーアクションで《カーススペル》を使い、リアクションの判定にマイナス１Ｄのペナルティをつけます。
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ギィ：ぎゃ――っ!?

ドラン：クリティカル封ふうじの魔法攻撃が範囲で来たナリ!!

ＧＭ：メジャーアクションは《ダブルキャスト》で、《エアリアルスラッシュ》を二連発でギィとドランに撃ちますよ。

ギィ：《マジックブラスト》を持ってたか……。

ドラン：《陣形》を使った時にエンゲージから離れておけばよかったナリ……。

マルセル：《カバームーブ》のコストを節約するためだったが、判はん断だんミスだったか。

アキナ：もっと思い切ってやったほうがよかったですね。

ＧＭ：「吹き飛んでしまえ！」一発目の命中判定は……（ダイスを振る）達成値33！

ギィ：それは避けられねえ！

ドラン：こっちもナリ！

アキナ：あたしが《カバーリング》した方がいいですか？

ギィ：いや、ここはオレが《カバーリング》する。

マルセル：それはギィが落ちないか？

ギィ：さっきの反撃のダメージからして、しようがしまいがオレは落ちる。なら、ドランをかばう方がいい。《インターフィアレンス》も使ったしな。

ドラン：申し訳ないナリ。ワタシもさっきと同じダメージが来ると、ちょっと厳しいから助かるナリよ。

ＧＭ：「風の刃、存分に味わうがいい！」……（ダイスを振る）……お、出目がいい。[image: 131]点の〈風〉属性魔法ダメージ。




　バルムンク・ノヴァの地下アジトで吹き荒れる風の刃。

　咄とつ嗟さに、ギィはドランを押しのける。

　結果、ドランはことなきを得たが、すべてを斬り裂く魔法にさらされたギィは……。
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ギィ：――オレはこれで倒れる。《プロテクション》で削っても無理。あとは頼んだぜ～。

ドラン：ギィ、すまんナリ。

ＧＭ：よし、ひとり倒した！　続いて二回目の《エアリアルスラッシュ》！　（ダイスを振る）クリティカルはせず。達成値26になります。

ドラン：回避で振れるダイスが１Ｄじゃ、どうしようもない。命中ナリよ。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: 121]点。

マルセル：《プロテクション》だ。（ダイスを振る）62点軽減してくれ。

ドラン：59点抜け。【ＨＰ】が半分になったけど、まだ立っているナリ。

ＧＭ：続いてアルノルドの行動。ドランを倒したいが、アキナに止められているので、攻撃できない。

アキナ：ここは通しません！

ＧＭ：「ならばアキナ・ブルックス――。お前を倒して我が輩は前に進もう！」　ムーブアクションで《ファストセット》から《スマッシュ》、マイナーアクションで《フルスイング》＋《ツインアーツ》、メジャーアクションは《クロススラッシュ》。一撃目。（ダイスを振る）達成値23です。

アキナ：クリティカルだけですね。こいっ。（ダイスを振る）……あー!?

ドラン：（ダイス目を見て）出目11、惜しかったナリ。

アキナ：命中しちゃいました。とほほ。

ＧＭ：（ダイスを振る）……[image: 125]点の〈風〉属性魔法ダメージになります。

マルセル：《プロテクション》。（ダイスを振る）65点軽減。

アキナ：60点ダメージを受けましたけど、まだ平気です！

ＧＭ：「よく耐たえるものであーる。だが貴様を倒して我らが理想を実現するのであーる！」

アキナ：その決意の強さはわかりました！　……でもあたしたちも、バルムンク・ノヴァの野望を絶ぜつ対たいに阻はばみます！

ドラン：おお、アキナさんが燃えているナリ！

ＧＭ：「よかろう。ならば我が渾身の一撃を受けきってみるであーる！」と、二回目。（ダイスを振る）きた――――クリティカル！

アキナ：うそぉ――――っ!?





　双剣が鋭い弧を描く。

　アルノルドの執念が宿ったかのような凄せい絶ぜつな一撃。

　身を躱かわす余地すら与えぬ巧みな剣撃が、アキナの肢体を捉える――。




ドラン：《ニゲイト》……はもったいないか。

アキナ：回避――。クリティカル出てぇ――！（ダイスを振る）……達成値16。命中です。

ギィ：残念。

ＧＭ：ダメージロール。（ダイスを振る）……ちょっと低いか。クリティカルしたのに、さっきと同じ。[image: 125]点の〈風〉属性、魔法ダメージ。

マルセル：《プロテクション》。（ダイスを振る）……む、ちょっと低かった。53点軽減だ。

アキナ：72点受けました！　残り【ＨＰ】78点なんで、もう一撃なら大丈夫です。

ギィ：とはいえ、かなり削られたな。

マルセル：ミドルだからといって、これ以上温おん存ぞんするのは、かえって危険かもしれん。

アキナ：ですね。この人たち、本当に手強いです！

ＧＭ：これで全員行動終了。クリンナップが特になければ、第二ラウンドへ！




●第二ラウンド

行こう動どう値ち

ドラン、アケハ　　17

アキナ　　　　　　15

マルセル　　　　　14

アルノルド　　　　12
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ＧＭ：では、セットアップから始めます。




　第二ラウンドのセットアッププロセスで宣言をしたのはマルセルのみ。




マルセル：――選せん択たく肢しはひとつ、アキナに《ヘイスト》だ。

アキナ：アルノルドさんを倒すんですね！

ギィ：だな。速そつ攻こうでアルノルドを潰さないと、こちらが全ぜん滅めつする。




　この《ヘイスト》の判定でマルセルはクリティカルを出す。

　結果。アキナの【行動値】は35に！




ＧＭ：アルノルドは吠えます。「アキナ・ブルックス。最後の最後まで、真っ向勝負なのであーる!!」では、イニシアチブプロセス。

アキナ：はい、いきます！　ムーブアクションで《ファストセット》《スマッシュ》、マイナーアクションで《フルスイング》、メジャーアクションは《ストラグルクラッシュ》！

ドラン：ここはフェイトを使ってクリティカルさせた方がいいナリよ。

アキナ：それじゃあ、フェイトを１点使って、命中判定に＋１Ｄしておきますね。

　このアキナの攻撃に対し残り三人は《結けつ束そく》使用、フェイトを提供する。




アキナ：みんな、ありがとう！　これで８Ｄ振れます。えいっ！　（ダイスを振る）……でぇーいっ!!　６が二個でクリティカル!!

マルセル：では、その攻撃に《シーリィ》を使用、ダメージに＋40する。

ＧＭ：ええい、クリティカルすればいいこと！　《ディフェンスライン》。（ダイスを振る）……やった、クリティカル!!　「見切ったのであーる！」叫ぶアルノルド。

アキナ：そんなぁ――――っ!?





　日々の修練の果てにアキナが到達した神速の一撃。

　人では反応できぬその一撃を、アルノルドは剣で受け止めた。かに見えたのだが――。




ドラン：――《ニゲイト》で、そのクリティカルを打ち消すナリ。

ＧＭ：そ、そんなぁ――――っ!?（一同爆笑）

アキナ：こちらのクリティカル対策は万ばん全ぜんですね（笑）。

ギィ：オレたち、ＧＭのクリティカルに苦しめられたからなぁ（笑）。

ドラン：ていうか、この戦闘でも出しすぎなぐらいクリティカルしてるナリ（笑）。

アキナ：それじゃ、ダメージロールいきます！

マルセル：待て。ここは出だし惜おしみなしでいこう。《チェックメイト》だ。（ダイスを振る）……37点追加だ。

アキナ：ありがとう！（ダイスを振る）……１もいっぱいだけど、６もいっぱいある！

ドラン：だいたい平へい均きん的てきナリね。

アキナ：（計算中）……えっと、[image: 240]点の防御力無視です！

ＧＭ：さすがにそれはヤバイ。「ここで我が輩が倒れてはアケハ殿が……！　させんっ！」《偽金の守り》を使用して、ダメージを殺す！




「なにっ！」受け止めたはずの剣の勢いがおさまらない。

　驚きつつもアルノルドは、一瞬の判断で真鍮の双剣の能力を発動させた。

　攻撃力を減げん殺さいさせるべく、双剣が怪しく輝く!!

　だが…………それでも止まらない。

　まるでバターのように二本の真鍮の剣を両断したアキナの剣は、その勢いのままアルノルドに叩き込まれた……。
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ＧＭ：（ダイスを振る）……30点軽減では足りないか。「無念、届かなかったのであーる。アケハ殿……逃げるのであーる」と、アルノルドは仰向けに倒れます。

アキナ：トドメは刺さしません。瀕ひん死しの人を殴なぐるのは好きじゃないですから。

ＧＭ：……了解。一方アケハは「アルノルド――っ!?」と仲間の名を叫びます！




　バルムンク・ノヴァの少女魔術師は小さな身体を怒りに震ふるわせて、アキナたちを見み据すえる。

　どうやら僚りよう友ゆうの助言に従って撤てつ退たいするつもりはさらさらないようだった。




ドラン：うーん……。アルノルドは倒したものの。ここでアケハを倒せないと、全滅する可能性がありそうナリね。

アキナ：《トラップカラー》というスキルでの反撃がやっかいですね。

ギィ：だな。それに《ダブルキャスト》による二回攻撃。あと《二回行動》もあるか。確かにやばいな。

マルセル：《クイックヒール》……焼け石に水だな。仕し留とめ損そこなった場合、《アフェクション》か《蘇そ生せい》を切ることになるやもしれん。

ドラン：ここは出し惜しみなしで全力攻撃で攻撃するのが、最善手と見た！　アケハとやら、本気で行くナリよ！

ＧＭ：「おのれっ！　よくもアルノルドを！」アケハはドランを睨みます。

ドラン：ムーブアクションで《ランニングセット》《クラッシュバリア》、マイナーアクションで《ブーストマジック》。メジャーアクションが《ダブルキャスト》。一回目は《エアリアルスラッシュ》で、命中判定の前に《エイミングフォージ》を使う。これで８Ｄ振れるナリ。
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ギィ：さあ、クリティカルをするんだ。さもないとアケハの《トラップカラー》で逆に殺やられちまうぜ！

ドラン：もちろんナリ。出なかったら振り直す勢いナリ。……（ダイスを振る）……よし、クリティカル！

アキナ：マルセルさん！

マルセル：ああ、《シーリィ》だ。

ＧＭ：くっ！　クリティカルを出されるときついな。《トラップカラー》で反撃する……（ダイスを振る）……失敗！




　高速で呪文を詠唱したドランが猛然と風の魔法を放つ！

　速さと勢いを兼ね備えた疾風によろめき、アケハは魔法による反撃も外してしまう。




ドラン：では、ダメージ！　（ダイスを振る）……ぐわっ、ダイス目が低い!?

ギィ：菊きく池ちさーん!!（笑）

ドラン：うおー、なんでここで低いんだ!?　[image: 190]点ジャスト……。

ＧＭ：けっこう痛いですけど、それじゃあまだ倒れませんね。「グリンダ様のために、アルノルドのためにも！」気き丈じように立ち続けます。
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ドラン：くう、二回目の《エアリアルスラッシュ》。こっちもクリティカルしてみせるナリ。真理の書を使用し、さらにフェイトを１点。そして……（ちらりとギィを見る）。

ギィ：わかった、《結束》してやるよ。フェイトを１点使用する。

アキナ：わたしも《結束》します！

マルセル：こちらも《結束》でフェイトを１点使用。

ドラン：助かるナリ！　これで11Ｄ。（ダイスを振る）……お、いった。クリティカル!!


アキナ：（ダイス目を見て）すごい、６が四つ出てます!!


ギィ：で、ここでＧＭがクリティカルを出して……。

ドラン：そういうこと言うの止めるナリ!!（笑）

ＧＭ：「私は必ず生き残る――っ！」と、必死で回避するアケハ。……（ダイスを振る）……さすがに無理だった。命中です。

ドラン：ほっ。（ダイスを振る）[image: 207]点、【魔法防御力】無視ナリ!!




　ドランの放ったふたつの風の刃やいばが、アケハへと迫せまる。

　アルノルドが倒れたいま、その風の刃を防ぐ術はもうない。

　魔術的トラップと、己おのれの魔術を組み合わせれば、エンジェルファイヤーを殲せん滅めつできる。

　勝利まであと一歩……だがその一歩があまりにも遠かった。

　心の中でグリンダへ謝しや罪ざいの言葉をつぶやきながら、アケハは風の刃に意い識しきを断たち切きられた。




ＧＭ：そのダメージでふらり……とアケハは倒れます。

ドラン：や、やった……。押し切った！　ヒヤリとしたが、ワタシたちの勝利ナリ！

アキナ：予想以上に強かったですね。

ギィ：ああ。だが、アケハが普通の魔法使いらしく【ＨＰ】が少なかったのが幸いしたな。アルノルドが必死に彼女をかばったり、逃げろっていったのもわかるぜ。

マルセル：ＧＭのクリティカルを潰せてなければ、まだアルノルドもアケハも立っていたかもしれん。そうなると、本当に全滅の危機だったな。

ＧＭ：惜しかった……。

アキナ：それにしても、連携が良くてバルムンク・ノヴァらしくない感じでした。やろうとしていることは許せないけど……彼らも必死なんですね。

マルセル：そうだな。この作戦に掛ける執念は否定できんな。……ところでＧＭ、回復のタイミングはあるか？

ＧＭ：はい、戦闘も終了し、安全も確保できましたので、回復してＯＫです。

一同：うおーっ！　回復じゃー！（笑）




　持ち合わせているポーション類や、マルセルの《ヒール》などを目め一いつ杯ぱい用い、回復をするエンジェルファイヤー。その結果、【ＨＰ】は全員全回復。【ＭＰ】も、アキナは全回復、残る三人もほぼ完全に近い状じよう態たいまで回復した。




アキナ：満タンになりましたっ！

ＧＭ：それでは、ここでシーンを切きり替かえましょう。







◆Middle 09◆果てなき陥かん穽せい




　激げき闘とうの果て、アキナたちはバルムンク・ノヴァのアジトを制圧した。

　闘争の余波で、部屋の機材は少なからぬダメージを受けたように見えた。しかし、人々の生命力を吸収する悪魔の装置はいまだ重い音を立てて稼働していた。




ＧＭ：では、次のシーンです。襲おそってきたアケハたちを退けた直後となります。場所は変わらず地下のアジトの中。シーンプレイヤーはマルセル、ＰＣは引き続き全員登場です。

マルセル：了解だ。まだここには用があるからな。

ＧＭ：バルムンク・ノヴァの工作員たちは沈黙しました。しかし、激しい戦闘が行なわれたにもかかわらず、この地下アジトの装置はいまだ稼働中です。

ドラン：では、早速壊すナリ！

マルセル：待てドラン。壊したらどうなるかわからない。我々には決定的な情報が欠けている。あわてて破壊する前に、ひととおり部屋を調査するべきだ。

アキナ：欠けている決定的な情報って、何ですか？

マルセル：決まっている。〝嘆きの一撃〟がどこにあるのかだ。

アキナ：そ、そうでした！

ギィ：確かに、ここには生命力吸収装置と、それを転送する装置しかない。どこかにある〝嘆きの一撃〟を破壊しないと根本的な問題は解決しないだろう。

アキナ：そうですね！

マルセル：では、この部屋を調べてみよう。

ＧＭ：……了解です。難易度13の【感知】判定をしてください。

ギィ：じゃあ、オレがやるよ。……（ダイスを振る）……９、21で成功。




　バルムンク・ノヴァのアジトを鋭するどい視線で見み定さだめるギィ。

　その盗とう賊ぞく特とく有ゆうのカンを持つ彼は、隠かくされていた見み慣なれぬ装置の存在を突き止めた。




ギィ：見慣れぬ装置？

ＧＭ：モニターと演えん算ざん回かい路ろと記き憶おく装そう置ち、入にう力りよく装置などで構成された錬金術性の箱……要するにコンピューターです。

一同：コンピューターかいっ!?（一同爆笑）

マルセル：ま、エクスマキナの頭脳や古代兵器のことを考えれば、コンピューターがあっても無理はない、か？（笑）

ギィ：なあ、ＧＭ。オレたち、コンピューターとか扱えるのか？

ＧＭ：実はこのコンピューターとドランはケーブルでリンクでき、情報を入手できます。

アキナ：ど……ドランさん、超便利ですね！

マルセル：そこは、ＧＭのいいかげんな設定ぶりに突っ込むところだと思う（笑）。

ドラン：マルセルの言うとおりに、装置を破壊しなくて良かったナリ。裏目がちょっと心配だったけど（笑）。

マルセル：……そんなことを心配してたのか。

ドラン：まあ、情報が手に入るなら早速リンクするナリ。じゃこっ！（コードを差した）




　かくして、ドランの記憶装置に以下のような情報が流れ込んできた。




・時空を破壊する〝嘆きの一撃ドウラーレスストロークス〟の〝歪曲砲デイストーシヨンブラスト〟の目標はピアニィ。

・擬似竜輝石や焰えん硝しよう石せきだけでは望む出力が得られず、都市に住む人間の生命力を収奪して発射する計画が進行中である。

・街中に張り巡らせた街灯（生命力吸収端末）により、ノルドグラムのほぼ全域に住む人々の生命力を吸収する。




アキナ：ノルドグラム中の人の生命力を溜ため込こもうとしてたんですよね。

ＧＭ：歪曲砲が発射されると、町の人々は生命力を吸い尽つくされて死亡します。

ドラン：改めて聞くと、なんて凶きよう悪あくな兵器ナリか！

ＧＭ：実は、この生命力吸収装置は、本来は魔族から侵攻を受けた際、都市を守るためのシェルターとして作られたものでした。ヒューバードが密かに設置させたのです。

ドラン：なんと！　人を守るつもりの装置だったナリか。

ＧＭ：ですがヒューバードの死など、事態は激げき変へん。〝歪曲砲〟のエネルギーを欲したグリンダが、その術式を組み替えて、今のような形で運用することを思いついたのです。

マルセル：なるほどな。この仕掛は作られた当初の目的は、ピアニィ様を砲撃するためのものではなかったということか。ひとつ疑問は氷ひよう塊かいした。

ＧＭ：さらに以下の情報もわかります。




・この生命力吸収装置は、ノルドグラム以外の八都市に存在する。

・そのうちわけは、ベルクシーレ、ウォリックフォード、エルモード、クリスタ、ドールセント、ビルムリオン、ベルストン、シャールズベリ。
















ギィ：げ、ヒューバードは、主要都市のあちこちに、装置をばらまいてたんかい！

マルセル：そのためのアルノルド商会か……。

ＧＭ：そして、〝嘆きの一撃〟は、明日発射予定です。
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一同：な、何だって――――っ!?


ドラン：あ……明日ナリか!?

アキナ：そんな！　一日じゃ、八つもある都市を全部は助けられないよ！

ＧＭ：さらに〝嘆きの一撃〟は、どうやらアヴェルシアとベルリールの国こつ境きよう地帯、バーランド付近の山中に隠されているようです。〝嘆きの一撃〟を中心に、バルムンク・ノヴァの守備隊が集結していることも判明します。

アキナ：ついに〝嘆きの一撃〟の場所が分かりましたね！

マルセル：だが、歪曲砲の砲ほう撃げきを成功させるため、しっかり防衛ラインを引いているようだな……。

ギィ：念のために確認しておくが、〝嘆きの一撃〟とともに、焰硝石爆ばく弾だんがあるんだな？

ＧＭ：はい。アベルから奪った、という記録があります。

ドラン：やれやれ、結局最後の武器も失ったナリか。反乱などするもんじゃないナリな。

アキナ：とにかく、こうしてる場合じゃないです。早く何とかしなくちゃ！

マルセル：ああ。だがその前にこの部屋の装置を破壊しよう。できるか、ＧＭ？

ＧＭ：宣せん言げんすれば、生命力吸収装置を破壊できます。

ドラン：他の都市にも同じ装置があるなら、壊す意味はあるナリか？

マルセル：ここのものだけでも、壊せばノルドグラムの危機が去るというメリットがある。それとこの技ぎ術じゆつも抹消したい。危険すぎる技術だ。「戦闘時に壊れてしまった」と言えばレイウォールにも言いい訳わけが立つはずだ。

ギィ：オレもマルセルに賛成だ。

ドラン：てなわけで、アキナさん。思う存ぞん分ぶん壊すナリ。

アキナ：わかりました！　やっちゃいましょう！

ＧＭ：判定不要です。

アキナ：じゃあ、思いっきり振りかぶって……柱を、擬似竜輝石ごと叩き斬きりますっ!!　どすんどすん、どーんどーん！　がしゃんがしゃん!!（一同笑）
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　こうして生命力吸収装置はアキナの手で粉ふん砕さいされたのであった。




ＧＭ：これでこの装置は、誰も悪用できなくなりました。

アキナ：とりあえずここは一段落ですね！（笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




　ひととおり装置を破壊し終えたアキナたちは、地上へと戻って今後の対策を練ることに。




ＧＭ：というわけで、みなさんはいったん宿舎に戻って今後の話をすることになります。

アキナ：わかりました。そういえば……リアムさんを初めとした生命力吸収装置の犠牲者の方はどうなりましたか？

ＧＭ：装置も壊れましたし、ゆっくり回復していくでしょう。

アキナ：（ホッとしたように）そうですか、よかったぁ。

ドラン：さて、これからどうするかを考えなければいけないナリ。

マルセル：まず、この件けんをリアムに話をしよう。緊きん急きゆう事じ態たいにつき見合いは中ちゆう断だんだ。

ドラン：落ち着いた頃に「日を改めて」となるナリな。

マルセル：ＧＭ、確認だが、仕掛けられている主要都市に、合衆国の友好国があるな？

ＧＭ：はい。グラスウェルズのベルクシーレ、ゴルフォードのウォリックフォード、ベルリールのベルストン、アガルタ公国のシャールズベリですね。
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マルセル：その各国には私が以前作った緊急連絡用のシステムや、転送装置など使って、大至急事じ情じようを伝えよう。アンソン、ゲオルグあたりは私が話した方が早い。エルザ殿にも事情を説明しよう。

アキナ：あの、ノルウィッチは？　スリス様のことも心配で。
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ＧＭ：少なくとも、計画の対象にノルウィッチは含まれていません。

アキナ：わかりました。

ギィ：で、残り一日じゃ狙われた都市を全部救うのは難しい。なにせ、クリスタ、ドールセント、エルモード、ビルムリオンは、合衆国体制とは距離をおいている国の都市だからな。

ドラン：ドールセントは神しん聖せいアンリ帝てい国こくで、エルモードはラングエンド。ビルムリオンはレイウォールアライアンスで、敵対的な国々ナリ。連絡できても、果たして耳を貸すかどうか。敵対してはいないが、カムロートのクリスタは交流が薄うすいナリ。

マルセル：一いち応おう情報だけ流しておく。裏ぐらいはとってくれるだろう。技術を取られる可能性もあるが、大量の死人がでるよりマシだ。

アキナ：敵てき国こくでも、罪つみのない国民が犠牲になるのは嫌ですっ！

マルセル：とにかく、すべての装置を短時間で破壊できない以上、我々が打てる手はひとつだ。

ドラン：それはなんナリか？

マルセル：速すみやかに、〝嘆きの一撃〟のもとにたどり着き、これを破壊することだ。

アキナ：なるほど。

マルセル：ＧＭ。〝嘆きの一撃〟に近いバーランドに行きたい。転送装置で現げん地ちに行けるか？

ＧＭ：はい、バイバ・ボルガに頼めば手配してもらえます。

マルセル：バーランドから〝嘆きの一撃〟まではどれくらいの行こう程ていになる？

ＧＭ：馬で飛ばして一〇時間です。

マルセル：わかった、ではみんな、こうしよう。




　みなと話し合いながら〝嘆きの一撃〟を攻撃するプランを練るマルセル。しばしの後、以下のような方針で行動することが決まった。




・エンジェルファイヤーは転送装置を用いてバーランドに移動。そこから、西にある〝嘆きの一撃〟を襲撃する。

・バーランド近辺にいる、フェリタニア軍のメンバーを可能な限り招集する。

・生命力吸収装置の標的にされている都市に事情を連絡。対策は各都市に任せる。




ドラン：援軍を頼んだものの、正直このタイミングでは、大した数は集められないナリ。軍ぐん勢ぜいを動員できるかも難しいナリな。

ギィ：軍隊の編へん制せいは無理だろ。だから、個こ人じんレベルで行けるやつを引ひっ張ぱってくるんだ。

マルセル：各都市の、生命力吸収装置への対応も、それぞれの国のＮＰＣ任せだ。アンソンやゲオルグなら上手くやるだろうが、時間は絶望的に足りない。

ギィ：ラングエンドや神聖アンリ帝国はもっと期待できないしな。

アキナ：その意味でも、あたしたちが確実に〝嘆きの一撃〟を止める必要があるんですね。

マルセル：そうだ。我々が先せん陣じんであり、かつ最後の砦とりでという覚悟をもって突っ込むしかない。




　マルセルの言葉をかみしめたアキナは、顔を上げ、遠くを見るまなざしで宣言した――。




アキナ：それじゃあ、行きましょう！　〝嘆きの一撃〟を……グリンダを止めなくちゃ！

一同：おうっ！

ＧＭ：では、みなさんが〝嘆きの一撃〟のもとに向かったところで、シーンを終えましょう。







◆Middle 10◆鎮魂曲レクイエムは死を招く




　夜明け前――。

　アヴェルシアとベルリールの国境地帯に横たわるキール山さん脈みやく――。

　のどかで素そ朴ぼくな風景が拡がる山中にそぐわない、巨大で硬こう質しつな影かげがひとつ見える。

　沈ちん黙もくしたまま座ざすその影の名は、〝嘆きの一撃ドウラーレスストロークス〟。

　あらゆる空間と時間を破は壊かいする力を持つ、恐怖の権ごん化げであった。




ＧＭ：さて、次はマスターシーンとなります。みなさんが様々な手配を終え、バーランドに移動するタイミングと、ほぼ時を同じくして起きる出来事です。

アキナ：むっ！

マルセル：グリンダが動く……か。

ドラン：発射も目前のタイミングだし、あちらとしては大詰めナリな。

ＧＭ：そんなところです。さて舞台は、フェリタニアとベルリールの国境に横たわるキール山脈の山中。そこに、巨大な砲を肩に設置したゴーレムが鎮ちん座ざしています。

アキナ：〝嘆きの一撃〟……ですね。

ＧＭ：そうです。




〝嘆きの一撃〟の周囲には作業のための仮設の足場が組まれ、その周辺では、バルムンク・ノヴァの研究員、錬金術士たちがせわしなく立ち働く。




ＧＭ：〝嘆きの一撃〟の巨体にはエネルギーを供給するため、あるいは機体を調整するためと思しき、無数のケーブルが接続されています。

ギィ：そのケーブルから生命力が供給されるんだな。

ＧＭ：そういうことです。さて――。




　着々と進む〝嘆きの一撃〟起動の指揮をとっていたひとりの錬れん金きん術じゆつ士しが、やや後方で作業の進行を見守っていた人物に近寄り、何ごとかを報告する。

　その人物は、仮か面めんをつけた黒衣の魔女であった――。




アキナ：グリンダ……！




　大きく頷いた彼女は厳おごそかに宣言した。

「今こそ、ヒューバード様の悲願を実じつ現げんする時でございます」

　そしてグリンダは破壊の巨人へと静かにその手を差し伸べ、指示を出す――……。

























　錬れん金きん術じゆつ師したちの手が、機体をコントロールするためのレバーを次々と押し下げる。やがて起動のための、すべての手順が住んだ後――。




〝嘆きの一撃〟の瞳ひとみに、ギラリと赤い光が灯った。




　そしてグリンダが言い放つ。




「わたくしたちの悲願、〝鎮魂曲計画オペレーション・レクイエム〟は現時刻をもって最終フェイズに突入。一二時間後、前統一帝ピアニィが潜むエストネルを〝歪曲砲〟にて砲撃する！」




アキナ：ついに〝嘆きの一撃〟が起動しちゃったんですね！

ドラン：ああ。それにしてもヒューバードの手向けのつもりナリね……。魔女が奏かなでる鎮魂曲とともに復讐と果たす――か。なんて感かん傷しよう的てきな趣味ナリ！

ギィ：まったくだ。追つい悼とうは勝手だが、巻き添えが多すぎだぜ！

ＧＭ：そう。既に犠牲も出始めています。




〝嘆きの一撃〟の起動とともに、各国の主要都市で異い常じよう事態が起こっていた。

　ある都市では街灯が怪しげな光を放ち始め、ある都市では石せき像ぞうの瞳が輝き――それらを目にした人々が、次々と体の不調を訴え始めたのだ。




アキナ：生命力が吸われちゃってる！

ＧＭ：ご名答。〝嘆きの一撃〟の砲撃準備のため、各国の都市の住民が、次々と生命力を奪われ始めたのです。症しよう状じようには個こ人じん差さがあり、気分が悪くなるだけの人もいれば、いきなりバタリと倒れこむ人もいます。

マルセル：ついに始まったか……。

ＧＭ：〝歪曲砲〟の発射予定時刻は一二時間後。それがひとたび発射されれば、多くの人が回復不能なほど、生命力を搾さく取しゆされてしまうでしょう。

ドラン：そして、〝嘆きの一撃〟の歪曲砲が発射された時……。

ギィ：……連中は全員、生命力を吸い尽くされて死ぬ、か。

アキナ：早く何とかしなくちゃ……!!

ＧＭ：といったところで、マスターシーンを終了しましょう。







◆Middle 11◆不退転の思い




〝嘆きの一撃ドウラーレスストローク〟が起動した。

　破滅まで、残された時間はわずか。

　決戦に赴おもむく前に、慌あわただただしくマルセルは方々に連絡し、策さく謀ぼうに対する注意を喚かん起きする。

　他の三名も、敵てき陣じんに乗り込む直前に最善の準備を図る。

　そんな中、一同は最後の決戦の前に、状況確認のため意見を交換することにした。




ＧＭ：さて、次のシーンです。シーンプレイヤーはギィ。みなさんは、グリンダと〝嘆きの一撃〟を止めるべく、転送装置を用いてバーランドに到着した……というところからスタートとなります。

ギィ：ＧＭ。この後は一気に、バルムンク・ノヴァとの戦闘になるんだろ？　多少気になることがあるんで、ここらでみなと相談するシーンを取りたいんだが。

ＧＭ：了解しました。

ギィ：じゃあバーランドで一室を借りて、みんなで緊急ミーティングを開こう。途中からバタバタって進行してしまっていくつか気になる点を調査できてねぇ。具体的に言うとオレのオープニングで出てきた救世主とか。

ドラン：あ、あったナリ。

ギィ：まあ時間もないがギルドサポートの《天てん啓けい》ならなにかひとつ、聞きたいことが聞けるだろう。ギルドサポートなんでみんな相談し、最終的にはギルドマスターのアキナの承認がほしいところだ。




《天啓》

　ＧＭに何かひとつ、任意の質問を行なうことができるギルドサポート。これまで、グリンダの策をあばくなど『デスマーチ』シリーズで重要な役割を果たしている。




アキナ：なるほど……個こ人じん的てきには、〝グリンダを逃にがさない方法〟について聞きたいんですけど……。

ドラン：これまで、何度も戦っては逃亡されて、悔しい思いをしてきたナリからねぇ。

アキナ：（力強く）ええ！　でも、それ以上に、〝嘆きの一撃〟を止めるほうが重要だと思うんです。

ＧＭ：……ほう。

アキナ：グリンダに逃げられても、また追いかければいいだけですし。でも、〝嘆きの一撃〟をほっといたら、多くの人が死んじゃうから。それだけは許ゆるせないです！

ギィ：グリンダの瞬間転移は《転移の靴くつ》ってスキルだから、《インタラプト》で潰せるかもしれないしな（笑）。

アキナ：そこで気になることがあって……。ドランさんのオープニングで「〝嘆きの一撃〟を壊すな」って言われてましたよね。あたし思い切り壊こわす気でしたけど（笑）。

ギィ：ああ、それも気になるんだよな。

アキナ：壊すのが正解でないなら、このままだとちょっと不安かも……。
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マルセル：ふむ「〝嘆きの一撃〟を壊してはいけない理由」「救世主とは誰か？」「グリンダの転移を封じる方法」といったあたりが《天啓》で聞く対象として考えられるな。

ギィ：どれを聞いても収穫はありそうだな。

ドラン：救世主とやらが敵てきだった場合、途と中ちゆうで横よこ槍やりを入れてくるかもしれない。その可能性が分かるのは大きいナリ。「転移」を封じられれば、グリンダの決着に専念できるナリ。

アキナ：うーん。

マルセル：……ここは我々の本来の目的に立ち戻ろう。

ドラン：というと？

マルセル：まず優先すべきは〝嘆きの一撃〟による破滅を防ぐこと。なら、「〝嘆きの一撃〟を壊すな」という発言の理由がわからなければ手出しができん。

アキナ：（大きく頷いて）マルセルさんの言うとおりだと思います。今は多くの人が危機にさらされている状態ですから

ドラン：確かに裏うらがあるなら、知っておきたいナリ。

アキナ：それじゃあ、《天啓》を使いますねっ。質しつ問もんは「〝嘆きの一撃〟を壊してはいけない理由は？」です。

ＧＭ：…………後悔はないですね。

アキナ：もちろんです！




　ＧＭは《天啓》は「グリンダを転移させない方法を知る」ために使われる、と想定していた。実際、ドランの発言にあったとおり、アキナたちはグリンダの転移には何度も悔しい思いをしていたからだ。

　しかし今、アキナは自らの意志で、グリンダとの決着以上に人々を守ることを最優先に考えた決断をしたのである。




　ＧＭは感慨を覚えた――。

　アキナは真の意味で、




　フェリタニア第一の騎士になったのだ――と。




ＧＭ：…………了解。では、なぜ「〝嘆きの一撃〟を壊してはいけない」とミレイが言ったのかが判はん明めいします。……とどめをさされなかったアルノルドが告白したという演出で。

アキナ：はい。

ＧＭ：さて、グリンダおよびミレイたちバルムンク・ノヴァは、「〝嘆きの一撃〟でピアニィを殺さなければ、世界が滅ほろぶ」と考えています。

ドラン：なぜピアニィがいると世界が滅ぶ、と思っているナリか？

ＧＭ：現げん在ざい、各地にある異い次じ元げんのひずみが広がり、魔ま族ぞくや魔ま獣じゆうがアルディオンに侵しん入にゆうを始めています。ピアニィがアルディオンをエリンにつないでいる限かぎり、魔族はアルディオンを侵しん略りやくし続けるでしょう。

アキナ：そうなる前に、アルディオンを切きり離はなそう、っていうんですか？

ＧＭ：そのとおりです。

マルセル：だが、歪曲砲デイストーシヨンブラストが使われれば、アルディオン大陸はこの世界〝エリン〟から分離し、エリンには今以上に巨きよ大だいな異次元の穴あながうがたれるのだろう？

ドラン：そこから魔族が侵入してくるなら、歪曲砲を使う意味がないナリ！

ＧＭ：エリンは壊滅的なダメージを受けても、アルディオンだけは、魔族の侵入を排はい除じよできると彼らは考えています。そこで選ばれた人間による平和な世界を構こう築ちくするつもりなのです。

ギィ：けっ、アルディオン大陸だってただじゃすまないだろうによ。

ＧＭ：グリンダたちはヒューバードの遺い志しを完成させることで世界が救われる、と本気で信じていますから。

マルセル：いずれにせよ、受け入れがたい思想だな。

アキナ：要するに、「〝嘆きの一撃〟を壊すな」というのは魔族に侵入されたら人間は滅ぶから、選ばれた人だけでも救う。その邪魔はしてくれるなってことですよね？

ＧＭ：そのとおりです。

アキナ：でも、そのために〝嘆きの一撃〟を使ったら、ピアニィさんもアル兄さまも死んじゃうし、無関係な、大おお勢ぜいの人も死んじゃいますよね？

ギィ：ああ。〝嘆きの一撃〟を使うためには、何千、何万って人間の命が必要らしいからな。

ドラン：世界の大部分を生いけ贄にえに捧げて、アルディオンを大陸を箱船にするナリか……。

アキナ：（凛りんとした声で）だったら、壊しましょう。

ドラン：おお？

アキナ：確かに、〝嘆きの一撃〟があれば、世界は救えるかもしれない。エネルギーも何とかすれば、魔族とか、そういうのに対たい抗こうできるかもしれない。でも……。




「強い人が生き残るために、弱い人たちを犠ぎ牲せいにするなんて、間ま違ちがってると思うんです」

　アキナは、強く拳こぶしを握にぎり締しめて言った。




一同：…………。

アキナ：みんなが笑え顔がおで生きられる世界を作るために、ピアニィさんはずっとがんばってました。アル兄さまは、その願いを叶かなえたいと思ったから、一いつ緒しよに戦うことを選んだんだと思うんです。




　アキナの胸に去来するものは――。

　いつも先頭に立って苦難に挑んできた、うら若き元統一帝のまなざし。

　そして、彼女を支え続け、常に戦いの場にあった、あこがれの兄の背中であった……。




アキナ：あたしは、難むずかしいことはよくわからないですけど……。最後までその思いを守るために戦おうと思ってます。だから――――。




「〝嘆きの一撃〟を壊しましょう。そして、誰だれの犠牲も出ださないで、みんなが笑顔になれる道を探さがしましょう！」




ギィ：（にやっと笑い）ああ、そうだな。

ドラン：うんうん、アキナの言うとおりナリ。

マルセル：ふっ。実にアキナらしい言葉だ。お前のそういうところを、好ましく思う。

アキナ：えへへ（照れ照れ）。

マルセル：ならば、余よ計けいにぐずぐずしていられない。後ほど合流する人々には、〝嘆きの一撃〟のもたらす危き険けん性せいについての伝言を残し、破壊の意図を伝えておく。そして我々は、可か及きゆう的てき速すみやかに移動を開始し、〝嘆きの一撃〟の破壊に向かう。

アキナ：よーし、行くぞーっ!!




[image: ]




一同：おうっ！

ＧＭ：といったところで、シーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle 12◆強行突破！




　残された時間は、わずか。

　刻こく一いつ刻こくと迫せまり来るタイムリミットに背せ中なかを押おされながら、バーランドを出発したエンジェルファイヤーは一路キール山脈へ分け入っていく。

　夕暮れに赤黒く染まった山の奥に、バルムンク・ノヴァの兵たちが潜んでいるはずだった。




ＧＭ：それでは、次のシーンです。シーンプレイヤーはマルセル、ＰＣは全員登場です。バーランドで準備を整えたみなさんは、キール山脈に座する〝嘆きの一撃〟に向けて出発。そこで待つグリンダのもとへ向かうシーンとなります。

アキナ：急げ急げー！

ＧＭ：出発の準備は、アヴェルシアの宮きゆう廷ていを仕切っているナイジェルが便べん宜ぎを図ってくれました。
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マルセル：ナイジェル殿どのか。

ＧＭ：「マルセル殿！　エルザ様には現状を報告済み。また外に出で払はらっている守しゆ備び隊たいには直接目的地を目指すよう通達しています」

マルセル：わかった。ご協力、感謝する。

ＧＭ：「どうか、事態の解かい決けつを図はかりピアニィ様をお守りください」

アキナ：任まかせてください！




　ナイジェルから早馬を借り受け、エンジェルファイヤーは出発した。

　バーランドの西へ西へと休みなく馬を駆けさせる。

　やがて眼前に大きく拡がるキール山脈の雄大なシルエット。

　そして、その山中に潜むバルムンク・ノヴァの気配が悪意ある瘴気のように立ち上る。




ＧＭ：さて、日も暮れつつある上り坂を進んでいくと、前方にバルムンク・ノヴァの集しゆう団だんらしき影かげが木々の隙すき間まから見え始めます。

アキナ：もしかして、バルムンク・ノヴァの防ぼう衛えい線せんって、ここから？

ＧＭ：そのとおり。ここはバルムンク・ノヴァの第一防衛ライン。これからＦＳ判はん定ていを用い、防衛陣地を突とつ破ぱして〝嘆きの一撃〟のもとにたどり着いてもらいましょう！

アキナ：みんな、がんばろう！

一同：おーっ！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それでは、ＦＳ判定に移うつります。その内ない容ようは次のとおりです。




名めい称しよう：バルムンク・ノヴァの防ぼう御ぎよ陣じんを突とつ破ぱせよ！

制せい限げん人数：４人

終了条じよう件けん：３ラウンド終了

支し援えん判定：能力値すべて

判定：【感知】

難なん易い度ど：17

完かん了りよう値ち：15

成長点：20点




ＧＭ：３ラウンドが経過すると〝嘆きの一撃〟の歪曲砲が発射されます。

一同：何だって――っ!?


ドラン：うおおおおっナリっ！

ギィ：逆ぎやくに言えば、３ラウンドかけて終われば間に合うってことだな。

ＧＭ：そういうことです。また、ＦＳ判定が早く終了すると、クライマックスフェイズでの戦せん闘とうが少し楽になりますよ。

アキナ：きっと、歪曲砲の溜ため時間が長くなるんですよっ。

マルセル：おそらくそうだろうな。よし、それじゃ、ちゃっちゃと終わらせちまおうぜ！

ＧＭ：さて、みなさんが疲労で限界を迎えた馬を放し、山の方に踏ふみ込こんでいくと、バルムンク・ノヴァの警けい戒かい網もうを感知します。正面突破すると戦闘となり時間をロスするでしょう。

アキナ：うう、急いでるのに！

ＧＭ：その時、背はい後ごから声がかけられます。

マルセル：むっ、誰だ？

ＧＭ：見れば、かつてともに戦ったスコットとギンブリー、そして鋼こう鉄てつ騎き士し団だんがいます。彼らは、ここで陽動を買って出てくれます。ＦＳ判定の最初は「彼らが産み出した隙すきを見み逃のがさずに突破する」という【感知】の判定となっております。
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一同：おおーっ！（笑）

ドラン：これは嬉しいナリ！

ＧＭ：ふたりは、アキナに敬けい礼れいして言います。「アキナ様、あの時石になりかけて、井い戸どに沈しずめられていた我々を助けていただきました」「あの時は助かったぜ！　ひゃっはー！」

ドラン：第一巻かんの話ナリな。懐なつかしい話ナリ。

アキナ：あたしも覚えてます！　あの後も何回か一緒に戦いましたよねっ？

ＧＭ：は、そのとおりです（笑）。

ドラン：ワタシと一いつ緒しよにピアニィ様のコスプレをしたなぁと、スコットの肩を叩くナリ。

ＧＭ：「私わたしにとっては黒歴史なんですが！」（一同笑）

アキナ：おふたりとも、ありがとう。がんばりましょう！

ＧＭ：「はっ！　ではアキナ様、みなさん、行って参ります！」と言って、ふたりは部下を引き連れ飛び出します。

ドラン：鋼鉄騎士団、頼たのんだナリよ！

ＧＭ：「お任せください、将しよう軍ぐん！　いざ！」と、鋼鉄騎士団も勇ましく参戦します。




　「ひゃっはー！　俺おれたちは髑どく髏ろ騎士団だぜぇーっ!!」

　「きゃっほーうっ!!」

　奇き矯きような雄おたけびを上げながら、ギンブリー率ひきいる髑髏騎士団が暴あばれまわる。スコットや、鋼鉄の騎士団がそれに続く。

「フェリタニア軍だ！　応おう戦せんしろ！」その結果、バルムンク・ノヴァのエージェントたちの目は、完全にスコットたちのほうへと向けられていた。
















マルセル：よし、護ご衛えいの連中の気がそれている。今のうちだな。

アキナ：みんな、どうか無事で！




●第一ラウンド

行こう動どう値ち

ギィ　　　　　　　23

ドラン　　　　　　17

アキナ　　　　　　15

マルセル　　　　　14
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ＧＭ：それでは、セットアッププロセスです！

ギィ：オレとドランとアキナは何もねぇから、マルセルだな。

マルセル：うむ。《コーデックス》を使用する。クラスの指定はアコライトだ。

ＧＭ：了りよう解かいです。イニシアチブプロセス、最初の行動はギィからです。

ギィ：もちろん、進行判定をする。スコットたちが敵を引きつけている今のうちだぜ。

ＧＭ：わかりました。判定に使う能のう力りよく値は現在【感知】で、難なん易い度どは17です。

ギィ：けっこう高いがまだ一回目の進行判定だ。無理をせず、ここは《フィールドワーク》だけ使っておく。フェイトは温おん存ぞんだ。

ＧＭ：それでは、３Ｄで判定をどうぞ。

ギィ：（ダイスを振ふる）……くっ、出目８。達たつ成せい値ちは20だ。

ＧＭ：難易度との差分が３なので、進行値が２点上じよう昇しようします。残念ながら、イベントはありません。判定も【感知】の17のままです。

ギィ：すまん、ちと出目が微び妙みようだったな。あとは任せた（笑）。

ＧＭ：日も落ち薄暗くなった山道を進むみなさん。ですが、状況に変化はなく、後方のスコットたちともさほど距離は拡がっていません。次はドランですね。

ドラン：【感知】は９あるけど、進行値を上げるのは難しいナリね。……よし、ここはフェイト２点使って進行判定に＋２Ｄするナリ！

アキナ：ドランさん、がんばって！

ドラン：任せるナリ！　とう！（ダイスを振る）…………達成値は23！　差分６で進行値が４点上がるナリ！

ＧＭ：おっと、これで現在の進行値は６。イベントが立て続けに発生します。まずは進行値３のイベントです。

アキナ：はーい。

ＧＭ：スコットたちの陽動に紛まぎれ、みなさんはバルムンク・ノヴァの防衛網の内側へ潜せん入にゆうすることができました。

ドラン：みんな、こっちに来るナリー！

ＧＭ：陣じん中ちゆうには複ふく数すうのルートがあり、どれが正せい解かいかわかりません。しかし、幸運にも、先行して侵しん入にゆうしていた隠おん密みつ部隊のピスケーとイルファ、アジサイと合流することができました。
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アキナ：イルファちゃんっ！

ＧＭ：「無事だったか、アキナ！」イルファは少しだけ目元を緩ゆるめ、安あん堵どの表ひよう情じようを見せます。

ギィ：おう、ピスケーにアジサイも来てたんだな。

ＧＭ：「うむ。たった今、敵てきの首しゆ魁かいのもとへつながるルートの選定を終えたところでござる」

ドラン：素晴らしい！　それでどの道を行けばいいナリか？

ＧＭ：「はっ！　敵の首魁は、こちらの道の先におります」と、アジサイが道のひとつを示しめします。

マルセル：すまん、助かる。

アキナ：じゃあ、一緒にグリンダのもとに行きましょう！

ＧＭ：ピスケーは首を振ります。「あちらを御覧あれ」と彼が指差す先には、山を駆け上がってきたバルムンク・ノヴァの追っ手が見えます。

ギィ：ギンブリーたちだけじゃ、やっぱ押さえきれねぇか。

ＧＭ：ピスケーは言います。「さあ、下からの追っ手は我々が防ぐゆえ、先に進まれい！」

アキナ：お任せします！　イルファちゃん、ピスケーさん、アジサイさん、気をつけて！

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶだよ、アキナ。絶ぜつ対たいに負けるもんか」と、イルファは不ふ敵てきな笑えみで頷き、三人は駆かけ出して行きます。




　そして、三人のニンジャは、風のように山道の両脇に並ぶ木立の間に分け入り、影に溶け込むように姿を消してしまった。




マルセル：気配を消し、追っ手に不意打ちを掛けるつもりか。ニンジャらしい戦法だな。

ドラン：くぅ～っ、かっこいいナリっ！

ギィ：さあ、オレたちも行くぜ、アキナ！

アキナ：はい！

ＧＭ：彼らに教わった〝嘆きの一撃〟へのルートを進む途中で、進行値６のイベントが発生します。山頂付近を見上げると〝嘆きの一撃〟が見えるようになったのです。

アキナ：あと一歩ですね！

マルセル：遠目には隠せても、近づくと巨体ゆえそのシルエットが見えてしまうんだな。……見えた、あれが〝嘆きの一撃〟のようだ。

ギィ：ひゅう！　でっけぇなぁ！

ＧＭ：そして警けい戒かい警けい報ほうが山全体に鳴なり響ひびきます。陽動作戦やピスケーたちの戦闘の影響で、バルムンク・ノヴァの指揮官が全守備兵に非常事態を通つう達たつしたのです。

ドラン：まあ、そろそろ気づかれるとは思っていたナリよ！

ギィ：（守備兵になって）「侵しん入にゆう者しや発見！　侵入者は……エンジェルファイヤーだ！」

アキナ：そのまま走り続けます！

ＧＭ：しかし、そこにバルムンク・ノヴァの守備兵が立ち塞がる！　ということで、ここからは【筋きん力りよく】の判定となります。難易度は20です。

アキナ：任せてください！　あたし、バルムンク・ノヴァのザコを蹴け散ちらすのは得意なんです！（一同笑）

ギィ：得意技だったのか（笑）。

ＧＭ：守備兵たちは、訓練が行き届いているようで、綺麗な隊列を組んで待ち構えます。

アキナ：でも、関係ありません！　邪魔するならぶっ飛ばします！　……（ふと計算して）……えっと、目標が20だから……ぴったりだと、ちょっと厳しいかな。




　ここでアキナは自身のフェイトに、《結束》によるギィのフェイトを加え　４Ｄ＋14で進行判定を行なう。しかし達成値は24。進行値２点上昇という結果がでる。




アキナ：不十分ですね。…………。わかりました。フェイトを１点使って振り直します！

ＧＭ：増えたダイスは減へりませんので、そのまま４Ｄで振ってください。

アキナ：えぇーいっ！　どっけぇーっ！（ダイスを振る）……やった！　26で成功です！

一同：おおっ！




　アキナの巨大な剣が横に一いつ閃せん。

　すると、複数の守備兵が吹っ飛ぶ。

　もう一閃――。さらに吹っ飛ぶ兵士たち。

　まるで赤い台風のような勢いで少女騎士は隊列をつき崩す。

　手のつけられぬ暴れっぷりに、守備兵たちは算さんを乱みだして逃走を開始した――。




ＧＭ：アキナの活躍で兵士たちの防衛線は崩壊。これで差分が６点になるので、進行値が４点上昇しました。

ギィ：いい調子だ！　これで進行値は10。あと５点稼かせげば終わる！

ＧＭ：と、このイベントでは追加の演出が発生します。進むアキナの眼前に、強烈な殺気を纏まとった黒い影が立ち塞ふさがります

ドラン：むっ、何者ナリか！

ＧＭ：黒きマントと帽子に身を包んだ銃使い、バルムンク・ノヴァ一六魔将がひとり〝ガンブレイド〟のヴィクトールです。
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一同：あいつかぁ――っ!?

ＧＭ：不気味につぶやくヴィクトール。「……いつぞやの返礼に来た」

ギィ：こんなところで出てくるレベルの敵じゃねぇ

アキナ：誰だろうと関係ない！　邪魔はさせませんっ！

ＧＭ：と、アキナが突つっ込こもうとした時……素早く魔将のもとに切きり込こむ三つの人ひと影かげが。

アキナ：わっ!?

ＧＭ：その人影、アキナはよく覚えています。ブルックス商会とは昔馴染みのエクスマキナ、アウロラです。
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アキナ：あ、アウロラ!?

ＧＭ：続くふたりは、クルスとフィンレイ。七巻で、バルムンク・ノヴァに操あやつられ、ギィとドランと戦ったふたりです。
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ギィ：おお、お前ら！

ＧＭ：「「我ら、名誉挽回に来ました！」」

ドラン：ならば、ここでいいところを見せるナリよ！




「我はフェリタニア王国近衛このえ隊、クルス・コルトバル！」

「ドラン将軍！　おいらの働き、見ていてくださいっ！」

「アキナお嬢じよう様さまの邪魔はさせませんっ！」

　三名はそれぞれの得物を構え、一気にヴィクトールに突撃、距離をつめて襲いかかる。

「小こ賢ざかしい！」

　射撃戦を得意とするヴィクトールにとって、敵に肉にく薄はくされれば自分の長所を殺される。間合いを取ろうと牽けん制せい射撃を行なうが、三名はうまく連れん携けいしてヴィクトールの意い図とをくじく。




[image: ]




ドラン：おおっ！　ヴィクトール相手に押しているナリ！

アキナ：す、すごい……！

ＧＭ：ヴィクトールとやり合いながら、フィンレイがさらに声を張り上げます。「アキナさん、先に行ってください！　ここはおいらたちが防ふせぎます！」

アキナ：ありがとう、お願いね！　……みんな、行こう！

一同：おうっ！

ＧＭ：「アキナお嬢様、お気をつけて！」「〝嘆きの一撃〟は任せました！」と、アウロラとクルスの声を背せに、みなさんは再ふたたび走り出します。それでは次のイベントです！

ドラン：さあて、お次は何ナリか？

ＧＭ：〝嘆きの一撃〟まであと少し、といったところで、みなさんの眼がん前ぜんに、結界が立ち塞がります。

アキナ：結界!?




　それはいくつかの魔ま法ほう陣じんによって構こう成せいされた、魔ま術じゆつ的てきな障しよう壁へきであった。通行を阻そ害がいするために設置されたものであることは簡単に見て取れた。




ＧＭ：この結界は解かい除じよすることが可能です。

アキナ：ふむふむ。

ＧＭ：ですが、結界を解除しようとするものにたいして、結界が自動的に攻撃を行ないます。ある程度の怪け我がを覚かく悟ごして判定に挑いどんでください。

マルセル：具体的には？

ＧＭ：ここから進行判定を行なったキャラクターは、30点のＨＰロスを受けます。なお、判定には任意の能力値を使用でき、難易度は23となります。

ギィ：残ってるのはマルセルだな。

ドラン：任意だし、一番高い能力値で勝負すればいいナリ。

マルセル：ああ。私は【知力】で判定する。結界の解析を試みるとしよう。フェイトを２点使用して４Ｄにする。……（ダイスを振る）よし、達成値27、成功だ。

ＧＭ：難易度との差分は４点で、進行値が＋２されます。これで第一ラウンドは終了です。

ギィ：でかした！　これでオレの判定がだいぶ楽になる。

ＧＭ：マルセルは進行判定によるＨＰロス30点を受けてください。解析中に結界から魔法の雷かみなりが走り、マルセルの身体を撃うち抜ぬきます。

アキナ：ま、マルセルさーんっ!?　大丈夫ですか!?

マルセル：ふつ、少ししびれただけだ、たいした問題ではない。その代わり、この結界の弱点を摑つかんだぞ。ギィ、あとは任せた。
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ギィ：おうよ！　任せておけって！




●第二ラウンド

行動値

ギィ　　　　　　　23

ドラン　　　　　　17

アキナ　　　　　　15

マルセル　　　　　14




ＧＭ：それでは、第二ラウンドのセットアッププロセスです。宣言がある人はいますか？

一同：ありませーん。

ＧＭ：では、次はイニシアチブプロセスに移ります。

マルセル：ならば《クイックヒール》からの《ヒール》を自分にかける。

ドラン：このあと回復の機会があるかわからないし、回復しておくのは悪くないナリね。

アキナ：なるほど！

マルセル：というわけで、《ヒール》の魔ま術じゆつ判定は……（ダイスを振る）成功。全ぜん快かいした。

ギィ：んじゃ、オレの行動だな。【器き用よう】で進行判定する。《アキュレイト》があるから＋１Ｄ、さらに《フィールドワーク》を使って＋１Ｄ、合計４Ｄ＋15でいく。

アキナ：ギィさん、がんばってー！

ギィ：ほらよ！（ダイスを振る）……げっ、ちょっと微妙か？　出目10、25だ。




　差分は＋２なので、進行値１点上昇するという結果である。これに満足するわけにいかないギィは、一気にＦＳ判定の終了を狙い、フェイトで振り直しを選択。しかし……。




ギィ：……（ダイスを振る）達成値26！

ＧＭ：差分３点で、進行値２点上昇。合計14点になりました。

ギィ：ぐはっ、完了値まで１点足りねぇ！　くそぉーっ!!（一同笑）

ＧＭ：そして、さらに30点のＨＰロスです、ばりばりっと受けてください（笑）。

ギィ：いでででで!?　もう踏ふんだり蹴けったりじゃねーかっ!?（笑）

アキナ：あ、あと１点なのに……！




　この結果を受け、一同はアキナの【筋力】判定で強引に結界を叩たたき割わることを選択。

　その前にドランとマルセルが支援判定を行ない、次のアキナの判定に＋２のボーナスを得た。なお、アキナが失敗した場合はギィが《アデンダム》で再度調整する予定である。




ＧＭ：というわけで、次はアキナの行動です！

アキナ：もちろん、この壁をぶっ壊しますっ!!　フェイトを１点使って、３Ｄで進行判定します！　それっ！（ダイスを振る）出目９で、25です！　でやあああっ!!
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ＧＭ：差分＋２なので、進行値が１点上昇して合計15点。完了値にたどり着きました！




　気を吐はきながら、アキナが結界に剣を振ふり下おろす。

　結界は、アキナに一瞬だけ電流の爪つめを立てたものの、叩きつけられた剣の勢いきおいに耐たえられず、ガラスの割われるような音を立てて、粉々に砕くだけ散ちった。




一同：やったー！

ＧＭ：おっと。アキナは30点のＨＰロスを受けます。

アキナ：あうっ、しびしびしたー。

ＧＭ：結界の残ざん滓しが崩くずれていく中、後方からフェリタニアの勇者たちが戦う音が聞こえます。

アキナ：みんな、頑張ってくれてるんだね。

ＧＭ：ここでさらにイベントが生じます。鬨ときの声とともに、さらなる守備隊がやってきます。皆さんが進んだルートとは別の道から来た守備兵で、味方の足止めが及ばなかった連中です。

ドラン：このままでは〝嘆きの一撃〟の元にいるグリンダと挟はさみ撃うちになるナリ。

マルセル：クライマックスで挟きよう撃げきされる形になるのは上手くないな。

ＧＭ：と緊迫した空気の中、それを打ち破るように上空から女性の声が響きます。




「インフェルノ!!」

　その声と同時に、迫り来るバルムンク・ノヴァたちは劫ごう火かに包まれた。




ＧＭ：この急場にエルザが来らい援えんしてくれたのです。翼持つドラゴネットの、〝鉄てつ塊かい軍ぐん師し〟ディアの助けをかりて飛行し、いっきに山頂までやってきました。

アキナ：エルザ姉さまっ!?




ディア・シルガラント（一五歳／女／ドラゴネット　大阪府：シオン君さん）

　フェリタニアに仕つかえる、竜の瞳と翼を持つ軍師。常にフルフェイスのプレートアーマーを着用しているため、〝鉄塊軍師〟のふたつ名を持つ。無口で必要最低限のことしか話さないが、スリスとマルセルには心を許している。
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ＧＭ：エルザを抱えたディアは翼を羽ばたかせ、アキナたちの元に着地。彼女の鎧が〝がしゃり〟と音を立てます。「遅くなってごめんなさい。空路も意外と妨害されて」とエルザが声をかけます。

アキナ：エルザ姉さま、ありがとうございます！

ＧＭ：「後方はわたしたちに任せて！　あなたはグリンダを！」エルザは下方から、さらに押し寄せてくる敵を見み据すえて言います。「護衛は私が……」ディアが言葉少なに言い添えます。

マルセル：エルザ殿の火力なら、ちょっとした軍隊を支えることも可能だ。行くぞアキナ。

アキナ：はい、エルザ姉さまもご無事で！　ディアさん、姉さまをよろしくお願いします！




　ふたりは力強く頷うなずき、バルムンク・ノヴァの部隊へ向け、戦闘態勢に入った。




アキナ：…………。みんなのためにも勝ちましょう！　前へ進みます。

ＧＭ：そしてついに、みなさんは〝嘆きの一撃〟の足元にまでたどり着きました。このシーンは終了します――。







◆Middle 13◆〝仮面マスク〟のグリンダ




　防衛網は突破した。結界はぶち破やぶった。

　疾しつ走そうの果て、目指した〝嘆きの一撃〟は目の前にあった。

　息をきらすアキナたちの前に立つ女がひとり。

　その名は〝仮面〟のグリンダ。エンジェルファイヤーの宿敵であった。




ＧＭ：それでは、ミドルフェイズ最後のシーンです。シーンプレイヤーはアキナ、他のＰＣも全員登場になります。舞台はキール山脈の山中にバルムンク・ノヴァが切り開いた、歪曲砲の発射場です。その中央には、圧あつ倒とう的てきな存在感を持つ巨大なゴーレム〝嘆きの一撃〟。

ギィ：近くで見るとすげえ威い圧あつ感だな！　と感想を述べてみよう（笑）。

アキナ：（仰ぎ見る仕し草ぐさ）あれが、〝嘆きの一撃〟……。

ドラン：なんとも禍々しい姿すがたナリ。

ＧＭ：〝嘆きの一撃〟の肩には巨大な砲、〝歪曲砲〟が備えつけられています。周囲には整備用の足場が組まれ、胴には無数のケーブルが接続されています。

アキナ：ケーブル……吸収した生命力を供給するためのものですか？

ＧＭ：そのとおり。そして、頭部と思しき場所には、とてつもなく巨大なふたつの擬似竜輝石の結晶がはめ込まれています。

ドラン：まさか……生命力を擬似竜輝石に蓄ちく積せきしているナリか!?




〝嘆きの一撃〟の巨大な擬似竜輝石は赤く輝き、その激しさは刻々と増ていくばかり。

　それは多くの人々の命の光。それが今この時も強奪され続けていることを表していた。




ＧＭ：そういうことです。そして、燐りん光こうが舞う肩口の砲台――歪曲砲の発射口は大陸中央部、エストネルを向いています。

マルセル：既に照しよう準じゆんをピアニィ様に合わせているのか。

ＧＭ：はい。実はこの〝嘆きの一撃〟、他にもいくつか能力がありますが、歪曲砲による砲撃を成功させるため、余分な機き能のうは外されています。

ギィ：擬似竜輝石や焰硝石だけじゃあパワー不足って話だったからな。

アキナ：歪曲砲だけにパワーを集めているんですね。

ＧＭ：ええ。そして、〝嘆きの一撃〟の前に佇たたずむのは、仮面の魔女――。

アキナ：……グリンダ。

ＧＭ：いかにも。駆かけ込こんできたみなさんを、グリンダは一いち瞥べつします。「来たのですね。エンジェルファイヤー、そしてアキナ・ブルックス」

アキナ：〝嘆きの一撃〟を壊しに来ました！

ＧＭ：グリンダは呆あきれたように言います。「まさか、力ずくであの結界を突破してくるとは」

アキナ：（ニヤリと笑って）あなたを止めるために、ちょっとね！

ＧＭ：「そうですか。……どこまでもわたくしの邪魔するのですね、アキナ・ブルックス」

アキナ：初めて会ったのは、確か……ナドレスの町。




　始まりは、フェリタニアとゴルフォードの国境地帯にある町だった。

　以後、グランニコルで、バーゼルで、ノルウィッチで――影に日に、時には軍を率いて、グリンダとアキナたちエンジェルファイヤーは死闘を繰り広げてきた。




ＧＭ：「今回もあなたたちが現われる確信がわたくしにはございました。決定的な勝利を奪われた、あのノルウィッチ城の時のように」

マルセル：それにしても、お前にはあとがないというのに、ずいぶんと余裕だな。

ＧＭ：「確かにヒューバード様を失ったわたくしに、真に守るべきものはございません」




　「あの方の理想を成なし遂とげたい――。

　…………今のわたくしは、その思いだけで動く亡ぼう霊れいのようなもの」

　グリンダは、どこか寂さびしげにつぶやき、ゆっくりとアキナへ視し線せんを向ける。




ＧＭ：「アキナ・ブルックス。あなたに質問がございます」

アキナ：……なに？

ＧＭ：「あなたは知っているのでしょう？　わたくしたちの目的を」

アキナ：知ってます。

ＧＭ：「すべては人を滅びから救うため。今や世界に亀き裂れつが生じ、魔族の流入が始まっています。いずれ人類は、圧倒的な力を持つ魔族に滅ぼされることでしょう。ゆえに――」




「人類を救うには、いまだ古き世界に大陸をつなぎとめているピアニィを殺し、アルディオン大陸をくびきから解とき放はなつしかないのでございます」




ＧＭ：「それを知って、わたくしの計画を、あなたはなぜ邪魔するのですか？」

アキナ：……………。

ギィ：あのよぉ……ちょっといいか？




　ひらり、と手を振って話を遮ったのは、ギィだった。




ギィ：オレとしてはな、世界がどうだとかってのは、正直な話よくわからねぇんだよ。ぶっちゃけ、世界を守るとか、そんな話は実はどうでもいいんだ。

ＧＭ：「矮わい小しような考えでございますね」

ギィ：へっ、違いねぇ。オレぁ案外、器うつわの小さい男でね。




「けどな――」

　猛もう禽きんにも似た鋭するどい眼めが細められ、グリンダを射い貫ぬく。

「オレの気に入ったほんの数人が、お前らのせいでひどい目に遭う。だから、お前のことは止めさせてもらうぜ」
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一同：…………。

ドラン：ギィ、そんなにマムが大事ナリか？

ギィ：ちげーよっ！（一同爆笑）

ＧＭ：ふぅ、とグリンダはため息ひとつ。「ですが、たとえ矮小であったとしても、立ちふさがるのならば、払はらいのけるのみ」

アキナ：（少し考えて）ねえ、グリンダ。あたしからも、聞きたいことがあるの。

ＧＭ：「何を、でございますか」

アキナ：あなたは何のために戦うの？

ＧＭ：「わたくしが、何のために戦うか、ですって？」

アキナ：だって、あなたの大切なヒューバードさんは、もうこの世にいないのでしょう？

ＧＭ：「あなたならば、わかるはずです。兄と別れて自分の道を行くあなたなら」

アキナ：あたしなら？

ＧＭ：「たとえヒューバード様が死んだとしても、ヒューバード様の抱いだいた理想は、わたくしの胸むねに今も眩まぶしく輝かがやいているのでございます。あの人の理想を実じつ現げんするために、わたくしはこの命を捧ささげます。たとえ、燃もえ尽つきて灰はいになろうとも」

アキナ：…………うーん。やっぱり間違ってると思うけど、グリンダの執念ってスゴイ。ここは、しっかりとあたしの意見をぶつけないといけない気がします……。

ドラン：そうナリね！

アキナ：……って、すぐには思いつかないんですけど（笑）。

ＧＭ：まあ、せっかくの対決の場面ですから、落ち着いて考えていいですよ（笑）。

アキナ：ありがとうございます！




　そして考え込む酒井さん。

　真剣そのものの表情であった――。

　しばしの後、ふと、キャラクターシートのライフパスの覧を覗のぞき込む。




アキナ：……あ、これですね！

マルセル：何かつかんだみたいだな。

アキナ：はい！　お待たせしました。では、グリンダに言います。…………そう、わかった。――確かに、あたしも同じだよ。

ＧＭ：「…………そう」

アキナ：うん。あなたが一番大切なもののために戦うように、あたしも一番大切なアル兄さまや、ピアニィさんや、フェリタニアのために、あたしのすべてを掛けて戦う。

ＧＭ：「ならば…………」

アキナ：だけど、それだけじゃない！

ＧＭ：「…………っ!?」

アキナ：あたしは小さい時に家族を戦乱で失って、エルゼリエお母さまに引き取って貰った。

ドラン：（しんみりと）ああ、そうだったナリね。

アキナ：あなたは戦いの中ヒューバードさんを失った……。

ＧＭ：「何が言いたいのでございますか？」

アキナ：アル兄さまは戦乱の中、両親を失ったあたしを助けてくれました。

ギィ：（静かな声で）キャラメイクの時、ライフパスでそんなことを決めたっけなぁ。

アキナ：アル兄さまは、それ以来どんな時もあたしの憧あこがれです。だから騎士を目ざして頑張ってきたんです！　あなたがヒューバードさんの理想を目指したように。

ＧＭ：「…………」グリンダは静かにアキナを見つめます。

アキナ：あなたの計画は、そんな家族を――大切な人を失う哀しみを無数に産み出します。そう、あなたの理想は間違っている！　だから――。




「――だからあたしは、この大陸のどこかの誰かのために戦います！　その人たちがアキナ・ブルックスや〝仮面〟のグリンダのように、戦乱で哀かなしい思いをしないために！」

一同：おおおおお――――っ!!（←思わず叫んだ）

ドラン：すっごく、アキナさんらしい言葉ナリ！
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ＧＭ：グリンダは、喉のどの奥で小さく笑います。「ククッ、まいりましたね。戦いを生なり業わいにするあなたがそんなことを言うなんて……。あなたはとんだ偽ぎ善ぜん者しやか、わたくし以上に巨大な理想を抱いだいた大おお馬ば鹿か者ものでございます！」

アキナ：バカでもいい。グリンダ。あなたを絶対に止めてみせる!!　みんな、行くよ！
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一同：おうっ！

ＧＭ：「ならば、わたくしを倒して、その言葉を証しよう明めいしてごらんなさい！」では、クライマックスシーンに移ります。











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆対決




　アキナは見み据すえた。グリンダを。そして剣を構え直す。

　仮面の魔女も見つめ返す。戦い続け、今やフェリタニア第一の騎士となった少女騎士を。

〝ゴウンッ！〟

　そびえる〝嘆きの一撃ドウラーレスストローク〟が地じ響ひびきのような駆く動どう音おんをあげた。

　互いの生死、そして過去と未来を掛けた戦いの始まりを告つげるように――。




ＧＭ：ではクライマックスフェイズです。グリンダとの戦闘を始めましょう。

一同：了解！

ＧＭ：では、状況を解説します。アキナとの会話が終わるのを待っていたかのように、シュンッと、グリンダの両りよう隣どなりに敵がひとりずつ出現します。

マルセル：護ご衛えいがいるだろうとは思っていたが。

ＧＭ：ひとりは翼つばさの生えた赤毛の青年、〝レイピア〟のルシエルハルトです。
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アキナ：『デスマーチ』四巻に出てきましたね。

ギィ：ヴィクトールと同じく一六魔将だったな。

ＧＭ：もうひとりは、新しい読者投とう稿こうキャラです。




〝影歩きシャドウウォーカー〟のサイ・ハットリ（男／三五歳／ヒューリン　投稿者：東京都　ぜんじさん）

　ヒューバード配下の隠密部隊〝竜影〟の部隊長だった人物だ。その実体はバルムンク・ノヴァ一六魔将。黒装束に身を包み、ヒューバードの意を汲くんで様々な特殊工作に従じゆう事じしてきた。ヒューバードに対する忠誠に準じ、鎮魂曲作戦オペレーシヨン・レイクイエムに参加した。なお、ミドルフェイズで登場したバルムンク・ノヴァ・シャドウは彼の部下たちである。
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ギィ：ってことは、ここにいる三人とも、読者投稿のキャラだな。

アキナ：そっか！　本当だー！　なんだかすごいですねー！

ＧＭ：そして、グリンダの後には〝嘆きの一撃〟が存在します。では、配置を確認します。ＰＣ全員で一エンゲージ。そこから10メートル先に、グリンダとハットリが一エンゲージでいます。

マルセル：ルシエルハルトは？

ＧＭ：みなさんから10メートル、グリンダたちから５メートル離はなれた位置に、〝嘆きの一撃〟と同じエンゲージにいます。

マルセル：私わたしたちとグリンダ、ルシエルハルトがそれぞれ二等辺三角形の頂ちよう点てんにいるわけか。

ＧＭ：はい。なお、ルシエルハルトの隣となりにある〝嘆きの一撃〟は話したとおり〝歪曲砲〟の砲撃を極限まで強化した機体です。ぶっちゃけ『アクロス』の時のデータとは別物です。

ギィ：細かいことはいい。コイツをぶっ壊こわせば砲撃は止まるんだな。

ＧＭ：ええ。ただし、２ラウンドのクリンナッププロセスまでに〝嘆きの一撃〟を破壊できなければ、砲撃が遂行されます。

アキナ：時間制限があるんですね。

ＧＭ：はい。これはミドルフェイズのＦＳ判はん定ていの結果で変動するのですが、２ラウンドでクリアしたおかげでこのタイミングになりました。

ギィ：３ラウンドまでかかってたら、第一ラウンドのクリンナッププロセスで発射だったんだろうな。

ドラン：頑がん張ばってよかったナリね。

アキナ：ですね。（少し考えて）……うん、まずは〝嘆きの一撃〟を壊しましょう！

ＧＭ：それでは、第一ラウンド始めますよ。




●第一ラウンド

行こう動どう値ち

ルシエルハルト　　　　　27

ギィ　　　　　　　　　　23

グリンダ　　　　　　　　22

ドラン　　　　　　　　　17

サイ・ハットリ　　　　　16

アキナ　　　　　　　　　15

マルセル　　　　　　　　14

嘆きの一撃　　　　　　　10
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ギィ：〝嘆きの一撃〟も戦うのかよ！

ＧＭ：はい、こいつもキャラクター扱あつかいです。移動はしませんが、攻こう撃げきなどもしてきますよ。

アキナ：やっぱり、早く倒さなくちゃダメですね。

ＧＭ：ではセットアッププロセス。まずはルシエルハルト。彼かれは《グランディア》＋《アグランダイズ》を使用。拳けん法ぽうの構かまえを取り、命中判定とダメージにボーナスを得ます。「フ、再ふたたび美しき少女騎士と再戦できるとは、身に余あまる光栄」とアキナに恭うやうやしく一礼します。

アキナ：（しみじみと）そういえば、こういう変な人でしたね……。

ＧＭ：ルシエルハルトはこれで終わり。次はギィ。

ギィ：まずは《限げん界かい突とつ破ぱ》と《陣じん形けい》を使うよな。

アキナ：使います！　ここで出だし惜おしみはナシだから！




　この《陣形》でアキナはルシエルハルトと〝嘆きの一撃〟に接敵。

　ギィとマルセルはエンゲージを離し、ドランはグリンダ、ルシエルハルトのエンゲージからそれぞれ９メートルの位置まで前進した。




ＧＭ：ん、両方の敵から９メートル？　ドランの位置が中途半端なのはなぜだろう？

ドラン：ワタシの【移い動どう力りよく】が９しかないからナリ。いざという時に、いずれかにエンゲージして、《ブロウアップ》で自じ爆ばくするつもりナリ。

ＧＭ：……壮そう絶ぜつな覚悟ですね。

ギィ：あとは《最後の力》も使おう。オレ自身はなにもないから、これで終わり。

アキナ：はい！　これでフェイトが３点回復ですね。

ＧＭ：ではグリンダの番です。グリンダの仮か面めんの下から甲かん高だかい不気味なアリアが流れます。オリジナルエネミースキル《崩ほう壊かいの調しらべ》を使用。

ギィ：前回は使ってないスキルだな。

ＧＭ：はい。対象は場面（選せん択たく）。エネミー全員を選び、シーン終しゆう了りようまで攻撃のダメージに＋10。なお、この効こう果かは累るい積せきします。

マルセル：重なるのか！

アキナ：ということは、毎ラウンド10点ずつダメージが増ふえていくんですか？

ドラン：そうナリ。長引けば長引くだけ、こちらが不利になるナリよ！

ＧＭ：「アキナ・ブルックス。ひとたびはわたくしの同志にと望んだ力の持ち主。全力で倒させていただきます」とグリンダ。

ドラン：そういえば『デスマーチ』八巻で勧かん誘ゆうされてたナリ。




『デスマーチ』八巻でグリンダはピアニィになりおおせ、フェリタニア合衆国を一時的に支配した。その際、アキナは、グリンダに同志になるよう、勧誘を受けている。




アキナ：よく覚えています。――あの時、スリス様を人質に取られて、頭が怒りで一杯になったから。どんな事情があっても……あなたたちのやり方は許せません！

ＧＭ：「そうですか――。では、そのことを後悔させてあげましょう！」悪魔のような殺気を放ちながら、グリンダはアキナを見据えます。

　ギラリ――仮面の奥のグリンダの瞳が光った。




アキナ：あたしだって負けません！

ドラン：ふたりが燃えている！　あ、ワタシは宣言はないナリ。

ＧＭ：では、サイ・ハットリ。印を結び《ランナップ》を使用。「臨りん兵ぴよう闘とう者じや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜん！」と唱えると、一いつ瞬しゆんでギィのエンゲージに黒衣の男が出現します。

ギィ：うわ、こっち来た!?　でも、なんでオレなんだよ。

ＧＭ：「お前を自由にするな、とグリンダ様に言われていてな」なお、ハットリは《脚あし止め》を取得しているので、このエンゲージは封ふう鎖さされます。

アキナ：ギィさん、警戒されてますね。

ギィ：（渋しぶい顔をして）ちっ、オレなんか止めてもいいことないと思うぜ。

マルセル：次は私だな。《マインドマスター》を使用。《コーデックス》＋《メンターアーツ》でアコライトを指定。もうひとつスキルが使えるが、《スピリチュアルウェポン》か《エンサイクロペディア》か……。

ギィ：《エンサイクロペディア》で〝嘆きの一撃〟を調べるとか。

マルセル：いや、《エンサイクロペディア》はおそらく無駄だ。〝嘆きの一撃〟は我々の戦略目標であり、シナリオの勝利条件だ。その情報をエネミー識しき別べつで、ＧＭがあっさり開示することはあるまい。

ＧＭ：…………。




　――なぜ分かった!?


　そして、なぜ裏目らない!?

　ＧＭは二重の意味で戦せん慄りつした。

　実は〝嘆きの一撃〟はエネミースキル《識別不能》を持っていた。つまり、エネミー識別を行なったら、完全に空振りに終わっていたところだ。




マルセル：というわけで、アキナに《スピリチュアルウェポン》。（ダイスを振ふる）魔ま術じゆつ判定は成功。アキナ、このシーンの間、ダメージ＋10点だ。

アキナ：ありがとうございます、マルセルさん！
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ＧＭ：最後、〝嘆きの一撃〟はなにもないので、イニシアチブプロセスへ。まずはルシエルハルトが《エンカレッジ》をグリンダに使用します。

マルセル：いきなり動いてきたか。

ギィ：こっちは特にない。《インタラプト》で妨害もしない。

ＧＭ：ではグリンダのメインプロセス。《戦せん陣じんの祝しゆく福ふく》を使用。（ダイスを振る）発動しました。このラウンド中、エネミーたちが行なう判定に＋１Ｄされます。

ドラン：前回も使ってきたパワーナリね。

ギィ：パワーだから《インタラプト》じゃ止められないんだよな。まったくやっかいだぜ。




　パワーとは、スキルの上位に位置する能力である。

　ゆえにスキルである《インタラプト》で打ち消すことはできないのであった。





ＧＭ：「我らが理想に祝福を！　邪魔するものには災いを！」魔女の言葉が響きます。

アキナ：人を不幸にする理想なんて止とめて見せます！

ＧＭ：では、グリンダのイニシアチブプロセスが終わり、ルシエルハルトの行動。まずムーブアクションで《ウィング》を使用して飛行状じよう態たいになります。

ドラン：と、飛んだナリー!?

ＧＭ：さらにマイナーアクションはオリジナルエネミースキル《点てん穴けつ刺し突とつ》を使います。そのメインプロセスでダメージを与あたえると、シーンの間、対象のダメージロールにマイナス３Ｄです。ちなみにこの効果は累積します。

ドラン：なにっ!?　シーン持続で、しかも累積!?　やばすぎるナリよ！

ＧＭ：そのうえで、マイナーアクションを使えば、この効果から回復できます。

アキナ：ほっ、よかった。

ＧＭ：続きまして、メジャーアクションは《ペネトレイトブロウ》。翼を広げたルシエルハルトは、アキナの頭上に舞まい上あがると、猛もう禽きんのように急降下して襲おそいかかります！

アキナ：さあ、こーいっ！

ＧＭ：（ダイスを振る）……クリティカルはせず。達成値31です。

アキナ：《限界突破》してるから、３Ｄで回避っ！　（ダイスを振る）……20。ダメだった。

ＧＭ：ダメージロール（ダイスを振る）……[image: 117]点の物理ダメージ。【物理防ぼう御ぎよ力りよく】無む視しです。

アキナ：なら、《ウェポンガード》で軽けい減げんします！

マルセル：さらに《プロテクション》。（ダイスを振る）57点軽減だ。

アキナ：合わせて70点止まって、47点ダメージを受けました。

ＧＭ：では、《点穴刺突》の効果でアキナはダメージロールにマイナス３Ｄされます。「あなたの力は美しく、驚きよう異い的てきだ。削そがせてもらいますよ」




　剣によるガードと防御魔法、そして鎧すらすり抜け、拳士の手刀がアキナの肌を裂さく。

　傷から血が止まらない――。悪魔のような技の持ち主だった。




アキナ：いたっ！　でも負けません！　顔を上げます。

ギィ：次はオレか。ムーブアクションで《ホークアイ》、マイナーアクションは《ブルズアイ》。メジャーアクションは〝嘆きの一撃〟を《ダブルショット》で攻撃する。
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ＧＭ：〝嘆きの一撃〟は《回かい避ひ不ふ能のう》というオリジナルスキルのせいで、回避判定は常つねに失敗です。

ギィ：なら、遠慮なく。（ダイスを振る）……６が一個こ出てる。一撃目だし、いっちょやるか。《ハードラック》で別のダイスの出目を６に変へん更こうして、クリティカルだ。

マルセル：なら《シーリィ》を。ダメージに＋40点。

ＧＭ：しかし、リアクション自体は可か能のうなので、オリジナルのエネミースキル《リベンジフィールド》を使用。ギィが矢を撃った瞬間、〝嘆きの一撃〟がバリアを展てん開かいします。

ギィ：バリアぁ？




　光の矢が風を切って飛ぶ。対して瞬時に展開される輝くバリア。そこに矢が振れたと同時に、正反対の方向――ギィに向かって反撃のエネルギーが射出される――。




ＧＭ：バリアを矢が通つう過かするやいなや、攻撃してきたギィへ光の矢が発射されます。ギィの攻撃は命中。しかし、ギィも10点のＨＰロスを受けます。なお、使用回数の制限はなし。

ギィ：何度でも使えるのか。一発一発は大したことねえが、重なるとウザイな。

ＧＭ：さらにバリアの内側で、ルシエルハルトが〝嘆きの一撃〟を《カバーリング》します。

ギィ：こっちは《ピアシングストライク》を使ってダメージロールだ。（ダイスを振る）……[image: 175]点の〈無〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージ。

ＧＭ：「悪いが止めさせて貰ったよ」ニヤリと笑うルシエルハルトに[image: 155]点ダメージ。

ギィ：はっ、だが次の射撃は《カバーリング》できねえだろ。




　ギィは二の矢を放つ。それを遮さえぎるものはなく。矢はゴーレムの内ない部ぶ構こう造ぞうを傷つける。

　結果〝嘆きの一撃〟は[image: 136]点の、ギィも《リベンジフィールド》で10点のダメージとなった。




ドラン：次はワタシ。ムーブアクションで《ランニングセット》《クラッシュバリア》、マイナーアクションで《ファストドロウ》。メジャーアクションは《ダブルキャスト》。一回目は《エアリアルスラッシュ》で、判定前に《エイミングフォージ》。これで魔術判定９Ｄナリ！

ギィ：すごいぞ。さすがに９個振ればクリティカルするよな。

ドラン：もちろん狙うナリ。あ、《ファストドロウ》で、対象は敵全員ね。（ダイスを振る）……６が三つでクリティカルナリ!!
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マルセル：《シーリィ》でダメージ＋40だ。

ＧＭ：頼たのむ、クリティカルしてくれぇ――っ！




　というＧＭの願いも虚むなしく、全員回避失敗。

　ドランの放った風の刃やいばが全員に命中、荒れ狂う嵐のように敵を攻め苛さいなむ。一方〝嘆きの一撃〟の《リベンジフィールド》が自動的に起動、ドランの【ＨＰ】を削けずりとった。




ドラン：ワタシは【ＨＰ】が低いから10点でも痛いナリ。

ＧＭ：ルシエルハルトは《カバーリング》で、〝嘆きの一撃〟をカバーします。

ドラン：一撃目は仕方ないナリね。では……（ダイスを振る）おわっ、低い！　（計算中）……18Ｄ振って、出目が44しか出てない。

ギィ：さすが菊きく池ちさん、というべきか（笑）。

ドラン：うー、[image: 177]点の〈風〉属性魔法ダメージ。【魔法防御力】は無視ナリ。

ＧＭ：出目が低いと言っても、かなり痛い。ですが、まだ誰だれも倒れませんよ。

ドラン：では二撃目の《エアリアルスラッシュ》と同時に《バリアントマジック》、さらに命中判定の直前に真理の書も使うナリ。（ダイスを振る）……またまた６が三つ出てクリティカルナリよー!!


アキナ：今日のドランさん、絶ぜつ好こう調ちようですね♪




　今日のドランは魔術のキレが違った。

　マルセルの《シーリィ》と《チェックメイト》の支援を受け、最終的なダメージは……。




ドラン：（ダイスを振る）……合わせて[image: 259]点ナリ！

ＧＭ：[image: 259]点!?　〝嘆きの一撃〟は半はん壊かい状態。ルシエルハルトが「くっ、まさかこれほどとは!?　しゃくに障さわるが、その強さは美しい……！」と呻きます。

ドラン：もっと褒ほめるナリ！　併せて20点のＨＰロスを受けた甲か斐いがあったナリ！

マルセル：…………（つぶやくように）脆もろいな。

ＧＭ：では、次はハットリの番。ムーブアクションは特になし、マイナーアクションで《ディスアピア》を使い隠おん密みつ状態に。

ギィ：お、消えた!?

ＧＭ：ハットリは『ディスカバリーガイド』で追加されたスキル《感知困こん難なん》を有し、エンゲージ中でも隠密状態になれます。メジャーアクションでギィを《サプライザル》で攻撃。




　黒衣の男はギィの目の前でかき消えた。

　と、次の瞬間――ギィは凍り付くような殺気を背中から感じる。

　誰にも知覚させぬまま背後をとったハットリが、ギィに短たん剣けんを向けたのだ。
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ＧＭ：「その命、頂ちよう戴だいする！」と、ハットリはギィの背後から襲おそいかかります。命中判定の直前にオリジナルスキル《影かげ絡がらみ》を使用。ダメージが通ると【行こう動どう値ち】と【移動力】をマイナス５します。

ギィ：徹てつ底てい的てきにオレの動きを妨ぼう害がいしようってのか。面めん倒どうくせえ。いったい、何を考えてる？

マルセル：…………。現げん状じよう、狙ねらいが見えないが……。

ＧＭ：《影絡み》の効果はシーン終了まで持続しますが、ムーブアクションを使って解かい除じよ可能。一ラウンドに一回使し用よう可か能のうです。（ダイスを振る）……命中判定は30。

ギィ：（ダイスを振る）……21で回避失敗。

ＧＭ：ダメージは12Ｄ＋75。（ダイスを振る）……[image: 108]点物理。ハットリの振るった短剣が、ギィの脚あしを切きり裂さき、動きを封ふうじる！

マルセル：《プロテクション》（ダイスを振る）……64点軽減だ。

ギィ：30点喰らって、【行動値】と【移動力】はマイナス５。こうもマークされるとやりづらいぜ。

ＧＭ：次はアキナです。

アキナ：はいっ。〝嘆きの一撃〟を壊します！　《点穴刺突》によるダメージのマイナスを消した方がいいでしょうか？

マルセル：……ふむ。ＧＭ、この効果が累積した場合、一回の解除で全部消えるのか？

ＧＭ：消えます。たとえば、二回累積してマイナス６Ｄになっても、マイナーアクションを一回使えば０にできます。

ギィ：だったら、二回以上喰らったら、消せばいい。

アキナ：じゃあ今回は無視で、ムーブアクションで《ファストセット》《スマッシュ》、マイナーアクションで《フルスイング》、メジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》。命中判定もフェイトを１点使っておきますね。

ドラン：なら、《結束》で１点使うナリ！

マルセル：私も１点使おう。

ギィ：オレは温おん存ぞんしとく。ハットリの狙いが読めないから、念のためな。

アキナ：それじゃ、これで８Ｄ＋14。これはいけますよ、えいっ!!（ダイスを振る）……あ、すっごく出目が悪い。６が１個もないです（笑）。




　ここで、《バトルコンプリート》で振り直したアキナ。しかし出目が悪く、さらにフェイトを使って振り直し。呪われているのか、この出目も悪かったのだが……。




ドラン：（ダイスを見て）……あ、今回は６が一個だけ出ているナリ。

アキナ：本当だ！　なら、《グレートバースト》を使って、クリティカルに!!

マルセル：いろいろと使ってしまったが、結果オーライだ（笑）。《シーリィ》を使用するぞ。

ＧＭ：執しゆう念ねんのクリティカルですね。さて、どうするか……。とりあえず《リベンジフィールド》で10点のＨＰロスをプレゼント。

アキナ：その程てい度どなら全然平気です！

ＧＭ：で、ルシエルハルトの《カバーリング》は……（少し考え）なしで。〝嘆きの一撃〟が受けます。

ギィ：ほう？（探さぐるようにＧＭを見る）

マルセル：ルシエルハルトは限界が近いようだな。

アキナ：それじゃダメージを出します。（ダイスを振る）……[image: 201]点の物理！　クリティカルしてるので、《バーストスラッシュ》の効果で【物理防御力】無視です！

ＧＭ：だ、大だい丈じよう夫ぶ！　〝嘆きの一撃〟の装そう甲こうはもうボロボロですが、内部の機き構こうはまだ動く！　あと一撃くらいなら……。

アキナ：じゃあ二撃目に《ボルテクスアタック》を使用します！

ＧＭ：ギャー!?　それは無理ぃ!!





　しかし、この命中判定にアキナは失敗してしまう。《結束》により、フェイトをアキナ、ドラン、マルセルが１点ずつ使っての結果だった。




アキナ：くう、気合いが入りすぎてちょっと空回り中みたいです（笑）。

マルセル：落ち着いて《バトルコンプリート》で振り直すといい。

アキナ：はい！　次は絶対６が二個出ます！（ダイスを振る）……出た、出た！　ついに出た、６が三個！

マルセル：《シーリィ》だ。

ＧＭ：《リベンジフィールド》を使用。そして《カバーリング》は……いや、しない！

ギィ：臆おく病びようだな、ルシエルハルト。〝嘆きの一撃〟を守れよ（笑）。

アキナ：そうそう、《カバーリング》してもいいですよ（笑）。

ＧＭ：「ありがたい助言だが、気分が乗らなくてね。どうやらオレは、アキナ・ブルックスの美しい一撃をまだ見たいと思っているようだ」

ギィ：何、言ってんだお前はぁ――っ!!（一同爆ばく笑しよう）

ドラン：ひどい、ただの保ほ身しんナリよ！（笑）

アキナ：とりあえず、ダメージを出しますね。《スラッシュブロウ》も使っちゃいます。（ダイスを振る）……[image: 455]点です!!
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　アキナ渾こん身しんの一撃が〝嘆きの一撃〟に叩たたき込こまれた。

　轟ごう音おんと衝しよう撃げきがあたりに広がる。

　装甲を大きくへこませた〝嘆きの一撃〟は……沈ちん黙もくした。

　だが――。




ＧＭ：（データ確かく認にん中）……ダメだ、それは耐たえられない！　いったん〝嘆きの一撃〟は戦せん闘とう不能になります。

アキナ：やったぁ…………って、いま「いったん」って言いました？

ＧＭ：ええ、このタイミングで〝嘆きの一撃〟はオリジナルスキル《予よ備びユニット作動》を使用。戦闘不能を回復し、【ＨＰ】を[image: 400]点まで回復します。

ギィ：なるほど復ふつ活かつか。

ＧＭ：さらにオリジナルスキル《緊きん急きゆう遮しや蔽へいモード》を同時に使用。〝嘆きの一撃〟へ供きよう給きゆうしているエネルギーの一部を利用して防御フィールドを展開します。

ドラン：防御形けい態たいナリか？

ＧＭ：ええ。これで〝嘆きの一撃〟へのダメージはすべて０に変更されます。

アキナ：ええ!?　それじゃどうすればいいの!?

ＧＭ：〝嘆きの一撃〟の手動操作装置をいじって、現状を変更する必要があります。具体的には難なん易い度ど35のトラップ解除に成功すれば、《緊急遮蔽モード》の効果は解除されます。

ギィ：ああっ!!　だから、ずっとハットリはオレを止めてたのか!!

ドラン：そりゃ、いままで散々爆ばく弾だん解除をしてきたギィが狙われるわけナリ。

ＧＭ：「そのとおりでございます。ヴォルケイノやスーパーバトルゴーレムなど、わたくしの陰謀の鍵をなす兵器を無力化してきたのが、誰なのか？　よく存じております」

　今や、大陸随ずい一いちの特殊工作員となったギィをいかに封じるかが、この戦いでの重要なポイントであった――。




ドラン：イヤらしいヤツナリ！

マルセル：こちらがグリンダ対策をして《天啓》をとったように、向こうもやるべきことをやってきたということだ。

アキナ：勝つために必死なんですね。




　次の行動はマルセル。

　戦いの趨すう勢せいを握にぎるギィへ《ヒール》を使用し、【ＨＰ】を【最大ＨＰ】まで回復させた。

　その次は〝嘆きの一撃〟の行動。




ＧＭ：〝嘆きの一撃〟はムーブアクションとマイナーアクションでは特に何もしません。メジャーアクションはオリジナルスキルの《エネルギーシュート》。ここは……目の前のアキナか。

アキナ：何をしてくるんですか？

ＧＭ：〝嘆きの一撃〟の胴部からにゅっと銃じゆう身しんが伸び、そこから対人ビームを発射します。アキナに向かって射しや撃げき攻こう撃げき。（ダイスを振る）……期き待たい値ちだ。28！

ギィ：その数すう値ちだと、マルセルの《パトロナイズ》の圏けん内ないか？

マルセル：いや、遠いな。いまの魔術判定は３Ｄ＋12。あと＋２Ｄ、欲よくを言えば＋３Ｄがほしいところだ……とはいえ、チャンスであることも確か、か。

ＧＭ：さて、どうします？

マルセル：《パトロナイズ》だ。フェイトを２点使っておこう。確実を期したい、誰か《結束》でフェイトを使ってほしい。

ギィ：なら、オレが《結束》で１点。

ドラン：それなら、念のためワタシも１点出すナリ！

マルセル：これで７Ｄ＋12。余よ裕ゆうだな。

ＧＭ：そういうこと言うと、失敗しますよ？

マルセル：では、判定。（ダイスを振る）……。




〝嘆きの一撃〟が対人ビームの狙いをアキナにつけ、光線を放つ。

　だが、アキナは避けるそぶりすらしない。

　それは仲間への信しん頼らいの証。事実、マルセルが動いた。
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　彼は素す早ばやく魔術を発動させると、光の盾たてがビームの前に作り出される。そしてビームはそれを貫くこともできずに、消え去った。




マルセル：（ダイスを計算して）……順当だな。出目が24で、達成値36。攻撃を止めたぞ

ＧＭ：〝嘆きの一撃〟、何もできず行動終了……。

アキナ：助かりました、マルセルさん！

ＧＭ：これで、全員が［行動済ずみ］となりました。

アキナ：それじゃ、《再さい行こう動どう》を使用します！

ＧＭ：こちらは《二回行動》をグリンダ、ルシエルハルト、ハットリ、〝嘆きの一撃〟が使用。

ドラン：うわ、全員使ってくるナリか！

ＧＭ：「ここで、さらに攻撃態勢を取れるのがあなたたちの強み。その運動量についていけない者など、この戦いに参加する資格もございません」と、グリンダは笑みを浮かべます。

ドラン：評価が重いナリ――っ!?

アキナ：なら、この戦い――最後までつきあってくれるんですね！

ＧＭ：「それはこちらの台詞でございます！」

ドラン：アキナさんが、熱い！　そして密ひそかに転移しないよう釘を刺したナリ！（笑）




　影で陰謀を操ってきたグリンダは形勢不利になると、しばしば《転移の靴》で脱出を試みてきた前科があった。




ＧＭ：ところでギィ、《インタラプト》しますか？

ギィ：（少し考え）……いや、止めておこう。グリンダの動きに備そなえておく。

ＧＭ：了りよう解かい。では全員［未行動］に戻もどり、最初はルシエルハルトのメインプロセスとなります。「戦いも佳か境きように入ってきましたね。そろそろ、我わが奥おう義ぎを見せましょう」

アキナ：奥義！　強そうですね。

ＧＭ：ルシエルハルトが再び天高く舞い上がったかと思うと、ピカッと光り、三つに分身して急きゆう降こう下かしてきます！　マイナーアクションで《点穴刺突》、メジャーアクションでオリジナルスキルの《ファントムブロウ》！
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アキナ：分身した！

ＧＭ：この攻撃のダメージは軽減不ふ可か。１シナリオ１回使用可能。さらに同時に《フロンタルアサルト》も使います！（ダイスを振る）……達成値は28！

アキナ：（ダイスを振る）……無理、避けられない！　６が一個出たのにー！

ＧＭ：「ふっ、囮おとりに気をとられたようですね、アキナ。本命はこちら！」と、地上にいた本体が、あらゆる守りを貫く超ちよう高こう速そくの拳撃を繰くり出だす！

ドラン：卑ひ怯きよう臭くさいナリよ！（笑）

アキナ：そんなの防げません！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: 143]点の貫かん通つうダメージ！　ダメージ軽減不可で、１点でもダメージを受けたらダメージロールにマイナス３Ｄです！

マルセル：それはさすがにやらせん。《アフェクション》だ。




　ルシエルハルトの強打が、完かん璧ぺきなタイミングで放たれた。

　鎧よろいすら打ち抜く拳がアキナの身体に突つき刺ささる……その直前で急停止した。

　見れば、ルシエルハルトの腕うでを光の網あみが絡からめ取とり、動きを封じている。

　即そく座ざに動いたマルセルの魔術が、攻撃を防いだのだ。




アキナ：ありがとう、マルセルさんっ！

ＧＭ：「おのれ！　美しき奥義を横から阻はばむなど、なんたる無ぶ粋すい！」と苛いら立だたしげに言い放ち、ルシエルハルトは間合いを取って仕切り直します。

マルセル：ふん、そんな美び意い識しきにつきあっていられるか。仲間を守る、それだけだ。

ＧＭ：では、次……。

ギィ：――の前に、オレが《アデンダム》で動く。

ドラン：このタイミングでナリか？

ギィ：ああ、このタイミングが重要なんだ。まずはムーブアクションで《影絡み》の効果を解除。マイナーアクションで《クローズショット》を使って、《ダブルショット》でハットリを攻撃するぜ！

アキナ：足止めしてる人を倒すんですね。

ギィ：ああ、とっとと倒さないと面倒なことになるからな。一撃目の命中に《フィールドワーク》とフェイト１点を使用。これで８Ｄ。（ダイスを振る）……しょぼい、クリティカルしない！　６が一個もない！

マルセル：振り直すか？

ギィ：ああ、フェイトを使って振り直し。ここでクリティカルしないとか、ねえぜ！　でないといろいろ展開がヤバくなるんでな。…………とりゃっ！（ダイスを振る）




　勝負どころとみたギィがフェイトを投入してまで振り直した命中判定のダイスが、乾かわいた音を立てて卓上を跳はね回る。そして……。




ギィ：……出た、クリティカルッ!!


マルセル：なら《シーリィ》。

ＧＭ：（ダイスを振る）……くっ、６は一個出たが、それだけ。命中です！

ギィ：《ピアシングストライク》を使用。（ダイスを振る）……まあまあだな。[image: 165]点の〈無〉属性魔法ダメージ。

ＧＭ：至し近きん距きよ離りから射い貫ぬかれのけぞるハットリ。だが「なんの！」と、踏ふみ止とどまります。




　ギィの矢が黒衣の男の胸を貫つらぬいた――。

　常人なら、立っていられるはずもない一撃。

　そのうえ、既にドランの魔法によって少なくないダメージを彼は受けていたのである。

　だが隠密部隊〝竜影〟の元頭かしらとしての矜きよう恃じを発揮し、ハットリは短剣を構え、ギィを睨にらむ。




ギィ：まだ耐えるのかよ！　なら、二発目。次は《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使用。……（ダイスを振る）……お、出たよクリティカル！

アキナ：おおー、すごいです!!

マルセル：よし。では、《シーリィ》だ。

ＧＭ：ハットリ、回避！（ダイスを振る）……無理っ！

ギィ：ふう、ＧＭが回避判定でクリティカルしなくて嬉うれしいよ。《ピアシングストライク》を使用。（ダイスを振る）…………合計で[image: 187]点！




　再び射貫かれてのけぞったハットリが、倒れまいと脚に力を入れる。

　だが、今度は踏ん張れない。

　意い志しに反して脚に力が入らず膝ひざが折れ、ハットリは大地に倒れた。




ＧＭ：耐えられない、戦闘不能です。ハットリはゴホッと血を吐はく。「まさか我が足止めすら叶かなわぬとは……ならば、これが最さい期ごの奉ほう公こう！」オリジナルスキル《最期の奉公》を使用。

ドラン：まさか自爆ナリか!?

ＧＭ：そうです！

ギィ：なにぃ――っ!?





　地に伏したハットリはニヤリと笑う。その手にはいつのまにか懐ふところから取り出した小さなスイッチ。止めるまもなくぐっと握り締めると、〝ドウッ！〟と大だい爆ばく発はつが巻き起こった――。

アキナ：ギィさんっ!?

ＧＭ：「射しや程てい：至近」「対象：範はん囲い（選択）」なので、ギィに特とく殊しゆ攻撃。（ダイスを振る）……33！

ギィ：ギャー!?　それは避けられねえ!!（ダイスを振る）……命中だ！

ＧＭ：（ダイスを振る）……ダメージは[image: 148]点の〈火〉属性魔法ダメージ！

マルセル：それはそれとして《プロテクション》。（ダイスを振る）64点防いだ。

ギィ：…………84点ダメージを受けたが、立っている。




　閃せん光こうと爆ばく煙えんに包まれ、一瞬みなの視界から姿を消したギィ。

　だが、それが収おさまると、ボロボロになりながらも健在な姿を見せた。




ギィ：あっぶねえ！　さっき、マルセルに【ＨＰ】を回復してもらってなきゃ、死んでたところだぜ！

アキナ：よかったぁ――。

ギィ：んで、イニシアチブプロセスが終わってオレのメインプロセスだな。

ＧＭ：ええ、どうぞ。

ギィ：ムーブアクションで戦闘移動して〝嘆きの一撃〟のエンゲージに入る。マイナーアクションはなしで、メジャーアクションでトラップ解除だ。難易度35だったよな？

ＧＭ：はい、そうです。

ギィ：……よし。《限界突破》が効きいている今ならいける。《フィールドワーク》を使用して、６Ｄ＋15。（ダイスを振る）……達成値37！
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　ギィが〝嘆きの一撃〟に取りつき、すぐさま内部機構をいじり出す。

　いままで何度となくバルムンクのトラップを解除してきた彼にとって、グリンダたちの奥の手すら赤子の手を捻ひねるようなもの。

　わずかな時間で、〝嘆きの一撃〟のあらゆる攻撃を弾く防御フィールドは解除されてしまった。




アキナ：やりました！

ＧＭ：くっ、再び〝嘆きの一撃〟がダメージを受けるようになりました。それを見たグリンダが「さすがはエンジェルファイヤー、と申しておきましょう」と言います。

アキナ：けっこう余裕ですね？

ＧＭ：「余裕？　そのようなもの、最初からございません。ゆえに……わたくしの力をお見せしましょう」というわけで、グリンダがイニシアチブプロセスに《アデンダム》を使用して行動します。

ドラン：おお、ついに自分から攻撃してくる？

ＧＭ：ええ。まずはムーブアクションで、〝嘆きの一撃〟にエンゲージ。

マルセル：いざとなったら〝嘆きの一撃〟をかばうつもりか。

ＧＭ：そのとおり。選せん択たく肢しは少しでも増やしておく。マイナーアクションはなし。メジャーアクションで《ホーリーライト》。パワーの《粛しゆく清せいの光》のおかげで、ダメージ軽減不可！

ギィ：軽減不可か……下手すると、誰かが落ちるな。

ＧＭ：対象は……ドランですね。「ドラン・ベレレン。まずはあなたからです」




〝カッ！〟と目映い光が、グリンダの手からドランに向けて放たれたっ！




ＧＭ：……（ダイスを振る）……出目が悪いな。達成値は25です。

ドラン：なんでワタシ!?

ギィ：ドランが倒れそうで、かつ攻こう撃げき力りよくがあるからだろう。にしてもヤバイな。それを《インターフィアレンス》できねえ。

アキナ：あっ、同じエンゲージにいるから！

ＧＭ：「あなたの手札は把は握あくしています。この距離なら妨害はできないでしょう。ドラン・ベレレン、死になさい！」

ドラン：それでもワタシは生きる――！　（ダイスを振る）……無理っ。15で回避失敗。

ギィ：なら、オレが《カバーリング》……。

アキナ：待ってください。ここでギィさんが《カバーリング》すると倒れちゃいそうですし、わたしがかばいます！

ギィ：む、そうだな……。頼むぜ。

アキナ：はい！　《カバーリング》＋《カバームーブ》でドランさんをかばいます！

ＧＭ：ではダメージ！（ダイスを振る）……[image: 103]点の貫通ダメージ。




　ドランに直進する光。グリンダの行動をまるで読んでいたかのように飛び出したアキナによって、それは遮られた。
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　しかし、アキナもただではすまない……。




アキナ：[image: 103]点抜けて、残り【ＨＰ】20点。フラフラです。

ＧＭ：「自ら身をさらして仲間を助ける……。勇敢ですが、将たるものとしては、〝愚か〟と言うものでございます」グリンダは冷徹に言い放ちます。

アキナ：なんと言われようと、これがあたしの戦い方です！

ＧＭ：「ならば、そこにつけこませていただきましょう」ではグリンダの行動です。

マルセル：アキナが消耗している今はマズイ！　《クイックヒール》を……。

ギィ：それはできない。今のは《アデンダム》での行動。《クイックヒール》を宣言するタイミングは既に終わってる。

マルセル：しまった、そうだった！

アキナ：わっ、ピンチです！

ＧＭ：では、改めて。ムーブアクション、マイナーアクションはなしで、メジャーアクションはオリジナルパワーの《存そん在ざい吸きゆう収しゆう》を使用します。

ドラン：（なにかに気がつき）……ま、まさか。

ＧＭ：グリンダが仮面を外し、ピアニィと同じ顔をさらします。「この仮面は変身能のう力りよくの他にもうひとつの能力があるのでございます」と言って、仮面を〝パキッ〟と割わる――。
















　――その瞬間、アキナたちはグリンダに吸すい込こまれるような錯さつ覚かくを感じた。

　いや、それは錯覚ではない。

　目には見えない力、存在そのものを構こう成せいするなにかが急速に身体から抜けて、グリンダへ流れていく！




ギィ：（気がついて）……これ、もしかしてピアニィの吸収能力か！

ＧＭ：そのとおり！　「わたくしにはピアニィの能力がコピーされています。しかし、彼かの女じよほどの力は得られず、人間の命を多少奪うばうくらいがせいぜい」

マルセル：さしずめその仮面は、吸収能力で力を封ふう印いんするアイテムか……。

ＧＭ：「ええ。そのとおり。そしてこれがすべてを投げ打ち、勝利を摑むという覚悟！」というわけで、ＰＣ全員に特殊攻撃。当たれば、９Ｄ＋90点の貫通ダメージがいきます！




　グリンダを中心に巨大な空気の渦巻きが生じる。

　その魔女の産み出したメールシュトロームに巻き込まれることは、生命を根こそぎ強奪されることを意味していた。




ギィ：[image: 120]点近くダメージが来るのか。くそっ、止めたいけど《インターフィアレンス》できねえ！　パワーだから《インタラプト》もダメだ！

ドラン：これは厳しいナリね！

ＧＭ：「さあ、その存在ごと葬りさってさしあげます！」（ダイスを振る）……達成値は31。

マルセル：……31か。ひとり……いや、ふたりは避けておきたいな。《結束》を使って、最低ふたりは避けさせよう。




　この方ほう針しんに従い、一同は回避の目があるギィとマルセルへフェイトを集中させる。

　ギィは自身でフェイトを３点使用。さらにドランとアキナが《結束》を使用してフェイトを渡わたし、８Ｄ＋８。マルセルは《トリビアリスト》を使用し、自身のフェイトを４点、ドランが《結束》で１点を使用し、８Ｄ＋12で判定を行なうことに。




ギィ：（ダイスを振る）……よし、出た出たクリティカル！　回避したぜ。

マルセル：（ダイスを振る）……私もクリティカルで回避だ。

アキナ：わたしは……（ダイスを振る）……回避失敗です。

ドラン：クリティカルしたらもうけもの……（ダイスを振る）……出ない。命中されたナリ。

ギィ：なら、今度はオレがドランを《カバーリング》＋《カバームーブ》で守る。

ＧＭ：では、ダメージロール。「見なさい、これが世界のために命を賭けるものの姿すがたでございます！」（ダイスを振る）……お、出目がいい！　[image: 128]点貫通ダメージ！

アキナ：ではここで《蘇生》を使用します！　これでわたしは倒れません。「世界のために命を賭けているのは、あなただけじゃありません！」

マルセル：アキナに《プロテクション》……。

アキナ：いえ、それはギィさんに。わたしは《ソウルバスター》で[image: 128]点をお返しです！

ＧＭ：ぐっ、能力を使用したわずかな隙すきを突ついて繰り出したアキナの剣けんがグリンダを捉える。[image: 128]点のＨＰロスを受けました。

マルセル：改めて《プロテクション》をギィに（ダイスを振る）……64点軽減だ。

ギィ：助かった。オレは残り【ＨＰ】85点。

アキナ：わたしは残り【ＨＰ】82点です。

ドラン：危なかったが、しのぎきったナリ！

ＧＭ：「それも儚はかない抵てい抗こうでございます。あなたがたは倒れ、世界を救うのはわたくしたちの理想！」とグリンダの口元から血が一ひと筋すじたれる。〝力〟を行使した代償に[image: 100]点のＨＰロスを受けました。
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マルセル：ピアニィの〝力〟を振るうことは、たとえグリンダでも、負ふ荷かがかかるということか……。

ドラン：ピアニィ様のお顔でやられると、何とも言えない気分ナリ……。

ＧＭ：なお、このパワーは一ラウンド一回使用できます。

アキナ：今回は耐えましたが、次は危険です！




　続くイニシアチブプロセスで、マルセルが《クイックヒール》＋《ヒール》を使用。

　アキナの【ＨＰ】を全ぜん快かいさせた。その次はドランのメインプロセス。




ドラン：グリンダ、ルシエルハルト、〝嘆きの一撃〟と、ちょうどいい具合に敵がまとまってるナリ。ムーブアクションで《ランニングセット》《クラッシュバリア》、マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションに《ダブルキャスト》で薙なぎ払はらうナリ！

ＧＭ：厳しいですね……。だから、ドランを始末したかったのですが……。

ドラン：一回目の《エアリアルスラッシュ》。命中判定の前に真理の書を使用。（ダイスを振る）……うーん、出目が悪いナリよ。

ギィ：ドラン、振り直すんだ！




　と、ドランは命中判定を振り直す。結局クリティカルはせずに、全員に命中。ルシエルハルトが〝嘆きの一撃〟を《カバーリング》する。さらにドランは〝嘆きの一撃〟の《リベンジフィールド》により【ＨＰ】に10点ダメージを受けた。




ドラン：（ダイスを振る）……出目がしょぼい～。83点、【魔法防御力】を０にしてダメージ算出ナリ。うーむ、クリティカルした時の半分以下しかダメージが出ないナリ。
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ＧＭ：グリンダとルシエルハルトはダメージを受けましたが、まだ倒れません。

ドラン：ではもう一回《エアリアルスラッシュ》。真理の書を使って（ダイスを振る）……一個だけ６が出てる。なので《シークレットアーツ》で他を振り直すナリ！（ダイスを振る）……出た、クリティカル！

マルセル：《シーリィ》でダメージに＋40点。ドラン行け！

ＧＭ：〝嘆きの一撃〟は《リベンジフィールド》。他のふたりは（ダイスを振る）……避けられない！

マルセル：さらにここで《ディバインフォース》。一気に削けずる！

ドラン：（ダイスを振る）……[image: 282]点ダメージ。どうナリか!?




　ドランは特大の暴ぼう風ふう圏けんを作り出した。魔力を引き出された体内の竜輝石が激しく輝く――。　その内側にいるものは、いくつものカマイタチの刃に切り刻まれていく――。




ＧＭ：〝嘆きの一撃〟は、残り[image: 118]点で健けん在ざい。ルシエルハルトは《インバルネラブル》でダメージを０に。グリンダはそのまま受けます。ぼ、ボロボロだ……。

ドラン：よし、いい具合に削ったナリ。あとは任まかせたナリよアキナさん!!

アキナ：任せてください！　次はわたしの行動！　ムーブアクションで《ファストセット》《フルスイング》、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》を使って〝嘆きの一撃〟を攻撃！　まずは一回目。フェイトを１点使います。

ドラン：それに《結束》でワタシから１点。アキナさん、クリティカルナリよ！

アキナ：はい！　クリティカルしてー！（ダイスを振る）　きた！　クリティカルです!!

マルセル：よし《シーリィ》だ。

ＧＭ：〝嘆きの一撃〟は回避できない。《リベンジフィールド》。

アキナ：はい、反撃で10点。でも全然平気！

ＧＭ：（考え込み）……受けきれるか微妙だが……。目的を考えればそうせざるをえない。《カバーリング》でそのダメージをルシエルハルトが受ける！

アキナ：なら、いきます！　（ダイスを振る）……[image: 209]点、【物理防御力】無視です！

ＧＭ：生き残ってくれ（計算して）……ダメか。アキナの壮絶な一閃を受けて吹ふき飛とび、大地に転がるルシエルハルト。「やはり美しい……あなたに倒されるのなら本ほん望もう……！」

アキナ：……すみません、今あなたを気にしているわけにはいかないんです。では、《ストラグルクラッシュ》の二撃目を〝嘆きの一撃〟へ……。

ＧＭ：グリンダは叫びます！「やめなさい！　あなたは、人の未来を滅ぼすというの!?」




　アキナを見み据すえるグリンダの目はかつてない動揺を表していた――。

　そこに浮かんでいたのは恐怖。

　自らのすべてをかけた理想を失う、恐れの色であった――。




アキナ：言ったはずです。あなたを止めて見せる――って。二撃目いきます！




「アキナ・ブルックス――――ッ!!」




　魔女の絶叫が響いた。




アキナ：フェイトを１点使用。（ダイスを振る）…………クリティカル!!

一同：やったぁ――――っ!!

マルセル：《シーリィ》。アキナの攻撃に＋40点ダメージ。

ＧＭ：《リベンジフィールド》。回避はできません。

アキナ：10点、【ＨＰ】が減るけど気にしません！　（ダイスを振る）……[image: 218]点の防御力無視でダメージです!!




　渾身の力で剣を叩たたき込み、ルシエルハルトを屠ったアキナは、そこからさらに身体を弾はずませ一回転。

　一撃目の勢いきおいを利用して本命となる二撃目を放つ。

〝斬――っ！〟

　そして、〝嘆きの一撃〟はアキナの剣の前に砕かれた。




ＧＭ：…………くっ！　アキナの一撃に〝嘆きの一撃〟は機能停止、流れ込むエネルギーがオーバーロードし、大爆発を起こします！

アキナ：やった！　やりました！

ＧＭ：「よくもわたくしたちの希望を！　ヒューバード様の理想を潰つぶしてくれましたね、アキナ・ブルックス!!」と爆風を背に受け、グリンダは鬼おにの形相で叫びます。
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アキナ：あなたたちの理想を現げん実じつにするわけにはいきません！




　行き場を失ったエネルギーが、あちこちで爆ばく発はつして炎ほのおがあがる。

　赤く照らされて、向かい合うグリンダとアキナ。




ギィ：……でＧＭ。グリンダはどうするんだ？　いつもなら、ここで逃にげるとこだが？

ＧＭ：逃げません。仮面を砕いたのは彼女にとって本当に最後の切り札。ピアニィほどではないにせよ、人間社会で生きるには大きな負担を強いられます。

ドラン：ピアニィ様の劣れつ化か版ばん能力とはいえ、代償は大きいナリね。

ＧＭ：それでもギィの《インタラプト》が残っていなければ、脱出して再起を考えるところですが、現状では《転移の靴》を使っても潰されてしまう。

マルセル：なるほどな。

ＧＭ：なので、グリンダは完全にあとがない状態。最期まで戦い、せめて一矢報います！

アキナ：……わかりました。今度こそ、本当に今度こそ、決着をつけましょう、グリンダ！

ＧＭ：「もちろんです、アキナ・ブルックス。最初に会った時、あなたを殺さなかったのがわたくしの最大のミス。遅まきながら、それをここで取り返します！」




　なお、ラウンド最後に、マルセルは行動し、《ヒール》を使用、アキナの【ＨＰ】を88点回復させた。

　これであまりにも多くのことが起きた第一ラウンドが終了する――。

　クリンナッププロセスでギィが《バーサタイル》で《アデンダム》を、アキナが《バイオレントヒット》で《ボルテクスアタック》を復活させ、第二ラウンドへ。




●第二ラウンド

行動値

ギィ　　　　　　　　23

グリンダ　　　　　　22

ドラン　　　　　　　17

アキナ　　　　　　　15

マルセル　　　　　　14
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ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアッププロセスです。行動するのはグリンダとマルセルだけですね。では、グリンダは二回目の《崩壊の調べ》。ダメージへの修しゆう正せいが累積して＋20になります。

ドラン：《存在吸収》のダメージが９Ｄ＋[image: 100]。ワタシが即死するナリね……。

ギィ：それどころか、下手したら総そう崩くずれになって全滅コースだぜ。

マルセル：ならば、私がやることは決まってる。《ヘイスト》をアキナへ。（ダイスを振る）……発動して、13点【行動値】が上じよう昇しようする。

アキナ：これで【行動値】が28になりました！

ＧＭ：グリンダを超えられたか！　覚悟はしてましたが……。

ギィ：これでセットアッププロセスは終わりだな？　ならイニシアチブプロセスでオレが《アデンダム》を使用するぜ。

ＧＭ：止められません。どうぞ。

ギィ：《インターフィアレンス》で止められるように、ムーブで離り脱だつしておく。そしてメジャーアクションで《ダブルショット》だ！




　ギィはフェイトや《ハードラック》など、残るリソースをすべて使用して、二回の攻撃を両方ともクリティカルさせる。結果、グリンダは合わせて[image: 301]点の【ＨＰ】ダメージ受けた。




ギィ：これでオレはリソースを全部使い尽くした。あとは頼む、アキナ。

ドラン：グリンダとの決着をつけるナリよ！

マルセル：ここで終わらせよう。

アキナ：…………はい！　ムーブアクションに《ファストセット》《フルスイング》、マイナーアクションは《スマッシュ》、メジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》！　一撃目に《ボルテクスアタック》をのせます！

ＧＭ：グリンダは「ここを耐えれば死ぬのはあなたたち……。来なさい、アキナ・ブルックス！」とアキナを正面から見み据すえて、待ち受けます。

アキナ：命中判定にフェイトを１点使用します！　みんな、力を貸してください！




　自らのすべての力を叩きつける一撃を放つ直前、アキナは周囲の仲間を見回す。




マルセル：わかってる《結束》だな。フェイトを１点……受け取れ！

ドラン：ワタシからも１点。決めるナリよ!!

ギィ：オレはもうフェイトがねぇ。魂だけ送るぜ（笑）。がんばれ、アキナ。

アキナ：みんな、ありがとう！　これで７Ｄ！（ダイスを振る）……ていっ！




　勢いよく卓たく上じようを七つの六面体が跳はね回る。

　そして出た結果は――。




アキナ：――よし、クリティカル!!


マルセル：《シーリィ》だ。

ＧＭ：回避判定は３Ｄ。ここを避ければ……っ。（ダイスを振る）……おっ、６が一個出た！

一同：なに――っ!?

ＧＭ：残りは…………。




　ＧＭが視し線せんを向けた先にある、停止した残りふたつのダイス。

　そのふたつが上に向けている数字は１と………６！




ＧＭ：――よしっ！　やったっ！　クリティカルっ!!　グリンダに希望が――っ!!


アキナ：そ、そんなぁ――――!?

ギィ：（感慨深げに）……グリンダが執念を見せたか。

ドラン：そうナリね。だが、遅すぎたナリ。

マルセル：このＧＭにしては珍しいが、これが、クライマックス初のクリティカルだしな。

ドラン：……《ニゲイト》。そのクリティカルを打ち消すナリ。

ＧＭ：…………。
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　何度も見てきたアキナの剣の太た刀ち筋すじ。

　容た易やすくはないが、避けられるはずだった。

　しかし、なぜか足が動かない。

　グリンダがふと見れば、ドランの魔法によって切きり裂さかれた足は血に染そまり……言うことを聞いてくれなかった。




ＧＭ：「うあああああぁぁぁっ!?」

マルセル：《チェックメイト》だ。（ダイスを振る）……39点足してくれ。アキナ、ダメージロールだ。

アキナ：はい！　マルセルさん！　……（ダイスを振る）……合計[image: 426]点、【物理防御力】無視の物理ダメージ!!




　一瞬の攻こう防ぼうの中、ふたりの視線が互たがい瞳ひとみの中を貫く。

　アキナは見る。グリンダの瞳の中に映うつる、ひとりの男の孤高なる背せ中なかを。

　グリンダは見る。アキナの瞳の中に映る、多くの人の背中と、それ以上の笑え顔がおを。

　次の瞬間、アキナの剣が銀の閃光となって走はしり抜ぬけ、グリンダを大地へ叩たたき伏ふせた。
















アキナ：どうだぁっ!?


ＧＭ：無理だっ!!　累るい計けいダメージ二〇〇〇点オーバー。耐えきれません。グリンダは仰向けに倒れ、微び動どうだにしません。

一同：よっしゃぁぁぁぁっ!?

ドラン：ピアニィ様を守りきったナリ―――!!　（ぼそりと）そして無茶振りもクリアしたナリ（笑）。

マルセル：やったな、アキナ――。

アキナ：（静かな口調で）…………長い、長い戦いでしたけど……これで、終わりです。

ＧＭ：「なぜ……わたくしはアキナ・ブルックスに勝てないのでございますか？　力だけならわたくしたちの方が上。覚かく悟ごだって負けてはいないのに……」




　慟どう哭こくを堪こらえるように、魔女がつぶやく。




アキナ：それは……（答えに窮きゆうする）。

マルセル：簡かん単たんなことだ。

アキナ：マルセルさん？

マルセル：お前たちの作戦は壮大に見えて、莫ばく大だいな犠ぎ牲せいをともなう安あん易いな手段だ。あえて言えば、逃げにすぎない。

ギィ：ああ、大陸ごと逃亡するなんてのは、象徴的だな。

ＧＭ：「…………」グリンダは目を閉じます。

マルセル：だが、アキナは困難に立ち向かい、常に最前線で過か酷こくな戦いに身を投じた。それは単たん純じゆんだが、とても大きな違ちがいだ。

ＧＭ：グリンダは顔を歪ゆがめます。「ああ……そうかもしれませんわね。あなたの勝ちでございます、アキナ・ブルックス」

アキナ：…………はい、わたしの……いえ、わたしたち、エンジェルファイヤーの勝ちです。




　アキナから紡つむがれた言葉。

　それが、エンジェルファイヤーと〝仮面マスク〟のグリンダとの長い戦いに終しゆう止し符ふを打つ、勝利宣言となった。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆救世主は嗤わらう




　激げき闘とうのすえ、〝嘆きの一撃ドウラーレスストロークス〟は焦こげた鉄てつ塊かいとなり果てた。

〝仮面マスク〟は砕くだけ、グリンダは力ちから尽つきて地に伏した。

　すべては終わった……かに見えたのだが――。




ＧＭ：それでは、エンディングフェイズへ移うつりましょう。みなさんはグリンダとの戦いに勝利しました。その戦いの場から始めます。

ギィ：やったぜ。なんとか止められた……。へなへなと座すわり込こむ。さすがにもう余よ力りよくがねぇ。

アキナ：グリンダを……倒した……！

ドラン：我われ々われとグリンダの長い戦いにも、ついに決着ナリね。

ＧＭ：そのグリンダは、息も絶え絶えな状態で、大地に横たわっています。その向こうにはぶすぶすと煙をあげる〝嘆きの一撃〟の残ざん骸がい。中央部のコアを残し、瓦が礫れきとなっています。

アキナ：…………。

マルセル：降こう伏ふくしろ、グリンダ。お前はもう、戦えん。

ＧＭ：「甘いですね……殺しなさい。助ければ、わたくしは力を取り戻し、敵をすべて吸収するまで戦いをやめることはございません！」

マルセル：お前には聞きたいことがあるのだがな……。

ＧＭ：「無む駄だなことを。わたくしは合衆国を利りするはずもなし。……何をしているのです！　ヒューバード様の理想を叶えられなかったわたくしを殺しなさい！」

アキナ：グリンダ……。

ＧＭ：……と、その時。あらぬ方向から声が響きます。




「そんなに死にたければ死ぬがいい」




ＧＭ：という声とともに、突とつ然ぜん〝パンッ〟と乾いた銃じゆう声せいが響きます。

一同：えっ？

ＧＭ：ここで誰かが隠おん密みつ状じよう態たいから攻撃をします。攻撃対象は――〝仮面〟のグリンダ。

一同：何だってーっ!?

ＧＭ：なお、この攻撃は《完全奇き襲しゆう》というパワーの効果により、スキルによるリアクション、カバー、打ち消しができません。

一同：えええええっ!?

ＧＭ：これは、瀕死のグリンダにトドメを刺す攻撃だと思ってください。

アキナ：そんなっ……!?




　それは、ほんの一瞬の出来事であった。

　グリンダ自身でさえも、状じよう況きようを把握しきれていないのか、目を見開いている。

　胸むな元もとにじわりと咲さくのは、鮮あざやかな紅あか。

　銃声のした方向を見れば少し離れた山の峰に、銃を構えた女がいた。




ＧＭ：銃を持っている女は、みなさんも知っています。『デスマーチ』四巻で対たい峙じし、取とり逃にがした〝ポジトロンライフル〟のカーネリアです。
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ギィ：また懐なつかしいやつが出てきたぜ。

アキナ：くっ……！　にらみます！

ＧＭ：カーネリアは、アキナと視線が合うと、にやりと笑って転移により逃とう走そうします。

ドラン：あっ！　逃げたナリよ！

ＧＭ：グリンダは、胸むねに広がる血のしみをぼんやりと眺ながめ、その場に崩くずれ落おちます。

アキナ：駆かけ出だして、抱だき起おこします！

ＧＭ：「……ヒューバード……お兄、様……」と、彼女はかすれた声で、つぶやきます。




「一度で、いいから……そう、呼よび、た、かった……」

　すがるように伸のばされた手が、ぱたり、と力なく地に落ちる。




　それが――〝仮面〟のグリンダと呼ばれた彼女の、最期の言葉となった。




一同：…………。

ＧＭ：と同時に、この場に据えられていた連れん絡らく用モニターに、映像が浮かびます。そこにはアベル・クリードの顔があります。

アキナ：（わなわなと震ふるえながら）ア、アベル……!!　スリス様を苦しめたヤツ……!!

ドラン：アキナが怒いかりに震えているナリ。

ＧＭ：アベルはグリンダの亡なき骸がらを嘲あざけるように一いち瞥べつし、口元に笑えみを浮うかべます。「よくやってくれた、エンジェルファイヤーの諸しよ君くん。おかげでグリンダの陰いん謀ぼうは潰ついえた」

アキナ：……。

ＧＭ：「グリンダも愚おろかな作戦を立てたものだ。一見選ばれたものは救われるかもしれないが、この世界が滅ほろんでしまえば、意味がないではないか」

アキナ：……どうして。

ＧＭ：「うん？」

アキナ：どうして彼女を殺してしまったんですか！　もう戦う力は残ってなかったのに!!





[image: ]




ＧＭ：「命を助けても無駄だよ」

アキナ：…………。

ＧＭ：「グリンダは、ヒューバードの理想に殉じゆんじるという妄もう執しゆうに囚とらわれていた哀あわれな女だ。助けても命ある限かぎり、計画を遂すい行こうするために動くだろう」

アキナ：…………だからって!?

ＧＭ：「僕ぼくはね、ヒューバードの思想を評ひよう価かしてるんだ。神と魔を排はい除じよし、人間の世界を作る。素す晴ばらしい計画じゃないか。だが、多大な犠ぎ牲せい者しやを出しては無意味」

マルセル：だから、部下を使って首しゆ謀ぼう者しやを始末した、ということか。

アキナ：あなたの言うことは、よくわかりません。でも……あたしはあなたを許せない！

マルセル：待てアキナ。わざわざ語りかけてきたからには、何か言いたいことがあるはずだ。

ギィ：回りくどいこと言ってねぇで、さっさと言えよ。

ＧＭ：「ヒューバードが間ま違ちがっていたように、ピアニィも間違っていた、ということさ」

ギィ：御ご託たくはいいって言ってるだろ？　それで、てめぇは何がしたいんだよ。




　ギィの問いかけにアベルは口の端はしを歪ゆがめて答えた。




ＧＭ：「この世界を、すべての人の力によって、人間の手に取りもどすことだよ」

ギィ：はぁ？　言ってる意味がわかんねぇぞ。

ドラン：というか、それはヒューバードの考えナリ。

ＧＭ：「言ったろう？　彼の思想を評価していると」

アキナ：じゃあ、なぜグリンダと協力しなかったんですか!?

ＧＭ：「選ばれた者のみが救済されて何の意味がある？　神と魔への勝利は、すべての人が救われる、すべての人による勝利でなければならないのだ！」

マルセル：すべての人による勝利？　漠ばく然ぜんとした話だ。それに、それをどう実現するんだ？

ＧＭ：アベルはその言葉に反応しません。「ともあれ、前回の失敗の後、グリンダについて調ちよう査さし、僕は理解したんだ。この世界の真実を、そして……僕がだまされていたことを！」

ドラン：だまされていた？　いったい何のことナリか？

ＧＭ：ドランの問いかけを無視し、彼は恍こう惚こつとした笑みのまま、両りよう腕うでを広げます。




「僕は救世主となり、この大陸を人々を救おう」




ギィ：救世主ってのは、てめぇのことだったんだな。ハッ、とんだ救世主がいたもんだぜ。

ＧＭ：「君らは気づいてないようだが、ピアニィの秘密を公開すれば……」
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「――正義を求める人々の声で、今のアルディオン大陸の体制は簡単に瓦解し、新たな世界が始まるであろう」




一同：なにぃ――――っ!!

ギィ：秘密って、何を知ってやがる……。

マルセル：…………。（ぼそり）まさか。

アキナ：それって、本当にアベルの言うとおりのことが起きるんですか？

ＧＭ：そこは……『無印』一一巻で明らかになるでしょう！（キッパリ）

ドラン：こんなところにきて、さらなる無茶振りかい！




　面白さを追求した結果であった。




マルセル：そうか、オープニングのＧＭシーンに出てきたのは、アベルだな。

ＧＭ：さようでございます。

アキナ：とにかくアベルの意図はよく分からないけど、好きなようにはさせません！

ＧＭ：さて、皆さんに興味を無くしたよう表情をしてアベルは続けます。「さて。キミたちも知っているかもしれないが……〝嘆きの一撃〟を使うには、焰えん硝しよう石せきが必要だ。僕の元から奪われた焰硝石爆弾は、どこにあると思う？」

マルセル：……ちらっと〝嘆きの一撃〟の残骸を見る。

ドラン：あの中にあるはずじゃ……って、焰硝石爆弾が爆発したら、さっきみたいな爆発じゃすまないはずナリ!?

ＧＭ：「そのとおり。〝嘆きの一撃〟の中に仕込んだ焰硝石爆弾はまだ爆発していない。あれは奪われたように見せていたが、爆破のコントロールはこちらで握っていてね……。では、僕の手元にあるこのスイッチは何だと思う？」

マルセル：まさか……起き爆ばくスイッチ!?

一同：何だってーっ!!

ギィ：や、やべえ！　早いとこ逃げようぜ!!

ドラン：そ、そ、総そう員いん退たい避ひナリ～！

ＧＭ：と、そこでモニターの中から物音がするとともに、「ぐっ!?」というアベルの呻きが聞こえます。

一同：なんだってぇ――――っ!?


マルセル：何が起こっているか、確認する。

ＧＭ：アベルにナイフを刺したのは少女にしか見えない、小柄な黒髪のフィルボルの女性。




　モニターの中に現われたのは、王蛇会の首領、オーレリー・カルマンであった。




ギィ：お、おいおい、冗じよう談だんだろ……!?　何でこんなところにいるんだよ、マム!!

ＧＭ：マムが不ふ敵てきな笑みを浮かべます。「アンタに頼まれてた調べもんを片かた付づけてたら、こいつのところにたどり着いちまったんだよ」

ギィ：くそー！　裏うら目めったー!!

ＧＭ：「さっ、アタシがこいつと遊んでるうちに、お仲間を連れて早く逃げな」画面のマムがニヤリと笑います。

ギィ：ああクソッ、ったく、マムの冗談はきついぜ……！

ＧＭ：すると、からん――とナイフが地に落ちます。




　自らに刺さったナイフを捨てたのはアベル。

　驚くべきは彼の胸元。吹き出すはずの血は流れず、逆に胸の傷がみるみるふさがっていく。

　穏やかな笑みを浮かべて彼は言う――。




「救世主を殺すことは誰にもできない――」




一同：なにぃ――――っ!!


アキナ：何か、変な能力を身につけてますよ！

ギィ：チッ！　マム、いいから逃げろ！　死んじまうぞ！

ＧＭ：焦りながらも、マムは不敵に言います。「アタシを誰だと思ってるんだい？　そう簡単に死んでたまるかい」

ギィ：強情はるなって！
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ドラン：モニターの中にまで支し援えんは飛ばせないナリ。ここはいったん逃げるナリよ！

ギィ：……それもそうだな。おい、ずらかるぞ！　マム、無理すんなよ!?

アキナ：あたしもグリンダを抱かかえたまま、駆け出します。




　撤てつ退たいするエンジェルファイヤーの背はい後ごで、かすかに銃声のような音が鳴なり響ひびく。

　ギィは一瞬だけ反はん応のうし、速度を緩ゆるめぬまま舌した打うちした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　山頂を脱したアキナたちは、途上でエルザを初めとした仲間たちをまとめ、全力で山から脱出を図る。

　麓ふもとに差しかかる頃、大気と大地を振るわす轟音が響き渡った。

　焰硝石爆弾が大爆発を起こしたのだ――。




　帝てい紀き八一五年、一一月――。

　物語は、終しゆう焉えんへと向けて動き始めていた。








『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

 第一四話「遙はるかなる謀ぼう略りやくの果て」

―ＦＩＮ―
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◆Ending 02◆無茶振りパンデミック




　――数日後。

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]事務所。

　ある昼下がり、かわたなは不意に、たのあきらに声をかけられた。




たの：なあ……かわたな。

かわたな：なんでしょう？

たの：面白そうなアイデアを思いついたんだ。

かわたな：はぁ。

たの：なので、六月発売予定の『メイビー』のセッションで、『デスマーチ』でアベルがやろうとしてたこと、活用させてもらうから。

かわたな：なんですとぉ――っ!?




　アルディオンを舞台にした無茶振りは思わぬ方向へ飛び火しようとしていた……。





―今度こそ、ＦＩＮ―













あとがき






　血ち湧わき肉にく躍おどる冒ぼう険けん物もの語がたりには、魅み力りよく的てきな敵かたき役やくが欠かせません。

　主人公たちの進む道に立ち塞がる好こう敵てき手しゆ。

　それが強ければ強いほど。狡こう猾かつであればあるほど。

　主人公たちの知恵と力を振ふり絞しぼった戦いが、輝かがやきを放つのです――。




　さて、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ⑨　魔ま女じよが奏かなでる鎮魂曲レクイエム』をお読みいただき、いかがでしたでしょうか？

　物語の完結も目前に迫せまった本書では、『デスマーチ』において重要な役やく割わりを果たしてきた人物との戦いが描えがかれます。そしてそれは、『無印』『ゲッタウェイ』の展てん開かいとも絡み合いながら進み、大きな陰いん謀ぼうへと結実していくのです。

　本書のみでもその魅み力りよくは存ぞん分ぶんに楽しめますが、両シリーズを併あわせて読むと面おも白しろさは増幅します。未読の方は、ぜひご覧らんください！

　では、早速、本ほん編ぺんの解説に移うつりましょう。

　ネタバレに類する記き述じゆつもありますので、本編を未読の方はご注意ください。




●第一四話　遙はるかなる謀ぼう略りやくの果て




〝仮面マスク〟のグリンダ――。




　バルムンク・ノヴァの幹かん部ぶたる彼かの女じよが、アキナたちエンジェルファイヤーにとって、比ひ類るいなき好敵手であることは、論ろんを待たないところでしょう。

『デスマーチ』の三巻かんで登場した彼女は、様々な偶ぐう然ぜんも重なって、プレイヤーにも読者のみなさんにも強きよう烈れつな印象を与あたえることになったキャラクターでした。

　その強さと知ち謀ぼうを遺い憾かんなく発はつ揮きして、以後の物語のほとんどの期間でアキナたちと戦い続けます。そして様々な紆う余よ曲きよく折せつを経へて、大きな陰謀を巡めぐらしていくことになります。

　そして、本編をご覧になっていただいた方はご存ぞんじのとおり、ヒューバードの遺い志しを継つぎ、『サガ』シリーズ全体の展開を葬ほうむりかねない作戦を展開することになります。

　ＧＭはこの巻をグリンダの最大の見せ場とするため、アイデアを練りました。

　それこそ、グリンダになりきったつもりで――。

　ヒューバードを討うたれたことへの無念。

　彼の理想を成じよう就じゆせんとする、渇かつ望ぼう。

　バルムンク・ノヴァの持つ知ち識しきと力。

　それらを考え合わせた結果が、〝嘆きの一撃ドウラーレスストロークス〟によるピアニィを対象とした超ちよう遠えん距きよ離り砲ほう撃げき――〝鎮魂曲作戦〟だったのです。

　菊きく池ちたけしには申もうし訳わけないのですが、グリンダの感かん情じようを考えると、あらゆる手しゆ段だんをもってヒューバードを倒たおしたピアニィを狙ねらうとしか思えません。

　さらに、この件けんに関しては、藤ふじ井い先生のアシストも見み逃のがせません。結果論ですが（笑）。

『ゲッタウェイ』五巻で、ピアニィがエストネルの地に滞たい在ざいし続けなければならない状じよう況きようにしてくれなければ、鎮魂曲作戦の発想に至いたることはなかったでしょう。

　ピアニィが異い世せ界かいにいたままでは、グリンダも手の出しようがないですからね（笑）。

　さらに隠し球的に出した無茶振り、救世主アベルに関してはエンディングにあるとおり、今後の彼の活躍をご期待ください。




　こう考えてみると、各シリーズの展開から、ネタを膨ふくらませていける『サガ』のクロスオーバーとしての面白さを再さい確かく認にんした思いです。

　また、元々は読者投とう稿こうキャラクターであったこのグリンダやアベルがここまで大きな存そん在ざいになったことは『デスマーチ』らしさといえるでしょう。




　プレイ面を振ふり返かえれば、お見合いにドギマギするアキナや、ミレイとのやりとりの際さいの無む闇やみに渋しぶいドランなど見所も多いセッションでした。

　特筆すべきは、中ちゆう盤ばんの情じよう報ほう収しゆう集しゆうシーンのマルセルのダイス目。

　裏うら目め軍ぐん師しの面めん目もく躍やく如じよとも言えましょう……（笑）。街灯の件や、クライマックスの戦闘など読みの良さを発はつ揮きしていただけに、なおさら裏目ぶりが際きわだった形です。




　そして、あの後マムはどうなったのでしょう？

　ギィも不安で眠ねむれないことと思います（笑）。




●お知らせ

　さて、今後の『サガ』シリーズの展開について。

　まず、六月には『アリアンロッド・サガ・リプレイ・メイビー』が発売予定です。著ちよ者しやはマルセルのプレイヤーを務つとめるたのあきら。レイウォール北方のバウエストン公国の領りよう主しゆリディルと彼女を支ささえる仲間たちの物語が描かれます。

　さらに本編でも触ふれられていますが、『サガ』シリーズはフィナーレに向かって突つき進すすんでおります。『デスマーチ』『ゲッタウェイ』が残り一巻、『無印』があと二巻の刊かん行こう予定となっております。年末の『無印』一二巻の発売をもってクロスオーバーキャンペーン『サガ』シリーズは完結します。

　ぜひ最後まで応おう援えんよろしくお願いします。




●最後に

　今回もたくさんの投稿を採さい用ようさせていただきました。

　さらに既き刊かんで登場したキャラクターも活かつ躍やくしております。

　改めて再さい認にん識しきしたのは、投稿キャラクターたちの存在の重要さです。彼らを積極的に採用していこうという『デスマーチ』のコンセプトもあり、物語終しゆう盤ばんでアキナたちが積み重ねてきた人々との交流が、明らかにエンジェルファイヤーの力として結実しているのです。

　今回で言えば、〝嘆きの一撃〟への血路を開くための彼らの奮闘がそれにあたります。

　これもひとえに、魅力的なキャラクターを投稿してくれた読者の皆みな様さまのおかげ。

　感かん謝しやの念にたえません。

　また、『デスマーチ』は完結まであと一巻となりました。

『デスマーチ』シリーズでの投稿募集はこれが最後となります。

　素す敵てきなアイデアを思いつかれました方は、ぜひふるって投稿をお願いします。




　今回も素す晴ばらしいプレイをしてくれたプレイヤーの皆様、どうもありがとうございます。

　毎回のことではありますが、特にアキナ役の酒井香奈子さかい・かなこさんの熱いプレイが印象的でした。グリンダとの決戦なので当然かもしれませんが、これまでの思いのたけをぶつけるような酒井さんの勢いきおいに、私わたしも負けないようにと、必死でセッションに挑いどみました。

　他のエンジェルファイヤーの面々も、終局に相応しい盛もり上あがりを演えん出しゆつしてくれました。次巻が最後とは名残なごりおしいですが、ぜひ最終決戦もはりきっていきましょう、




　また、イラストの猫猫猫ねこびよう・ねこ様。

　お見合い周りのコミカルな風景。

　アキナとグリンダの壮そう絶ぜつな戦い。

〝嘆きの一撃〟の巨きよ大だい感。

　お忙いそがしい中、いつもどおりの全力投球をしていただき、誠まことにありがとうございました！




　そして、本書を最後まで読んでくれた読者の皆様にこの上ない感謝を。

『デスマーチ』は最後まで走り抜ぬきます。

　どうかお楽しみください！





二〇一三年三月一八日

田中信二












アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ⑨




魔女が奏でる鎮魂曲レクイエム








田中信二／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．
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